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序

霊峰白山・位山に源を発し、 たゆたう流れで奥美濃の歴史を育んできた長良

川。 西乙原遺跡・勝更白山神杜周辺遺跡もこの長良川のはとりにあります。

今回の調査では、3,000年の昔から長良川とともに生きた祖先達の姿を垣間見

た気がします。勝更白山神杜周辺遺跡の850点余の石製土掘具は、その滑らかな

刃部で彼らの生活の息吹きを感じさせてくれました。 土器の底部に残ったクズ

の葉の圧痕、 特殊な形態の石皿など、 この段丘がどのような空間であったかを

直接、 間接的に語る資料も出土しました。

数百年の間、 この地が根菜類の採集の場として彼らの生活を支え続けていた

可能性は高く、 このことは奥美濃の縄文社会を語るうえできわめて重要なポイ

ントとなるでしょう。

また、 調査を通じて埋蔵文化財に対する地元の人々の関心の高さも感じるこ

とができました。 今後もこの地域における研究活動が発展することを期待して
います。

最後になりましたが、 発掘調査および報告書の作成にあたってご協力いただ

いた関係諸機関、 並びに地元の関係各位の皆様には厚くお礼申し上げます。

平成7年3月

財団法人 岐阜県文化財保護センタ ー

理事長 吉 田 豊



例 言

1. 本書は郡上郡八幡町大字有坂字道下 ・ 大木場尻に所在する勝更白山神社周辺遺跡(G 21H0 6767)

と、 郡上郡八幡町大字西乙原字西廻通に所在する西乙原遺跡(G 21H0870 9) の調査報告書である。

2. 本調査は東海北陸自動車道（美濃～八幡間）建設事業に伴うもので、 日本道路公団から岐阜県教

育委員会が委託を受けた。 発掘調査は財団法人岐阜県文化財保護センター が実施した。

3. 勝更白山神社周辺遺跡の調査は平成4·5年度に実施し、 西乙原遺跡は平成4年度に実施した。

4. 発掘調査は大参義 一愛知学院大学教授の指導のもと、 平成4年度は川部誠·各務光洋•安江祥司 ・

長屋幸二が担当した。 平成5年度は市原輝明•長屋が担当した。

5. 本書に記載した遺物の実測・トレースは次の者が行った。

土 器 実 測 國井 悦子 ・ 藪下賀代子 ・ 武藤美和子 ・ 長屋

石 器 実 測 長屋

陶磁器実測 國井•武藤•和田 房枝•坂井由賀子

ト レ ー ス 今尾さち 子 ・ 宇野 広子 ・ 小木曽美智 ・ 國井•竹中百合子 ・ 藪下 ・ 武藤

6. 遺物の写真撮影はスタジオベガに委託して行った。

7. 本書の執筆は、 第2章第2節を市原が、 第4章第4節、 第9章第2節( 2)を小野木学が担当し、

そのほかは長屋が担当した。編集作業は長屋が行った。また、執筆に際して当センター の春 日井 恒、

藤田英博の協力を得た。

8. 測量は掬イビソクに委託して行った。

9. 自然科学分析は仰ズコ ーシャ総合科学研究所、 諒パレオ ・ ラボに委託して行った。 第6章第1節

は帯広畜産大学生物資源化学科の中野益男氏、卸ズコ ーシャ総合科学研究所の中野寛子、管原利佳、

長田正宏氏による報告である。 同 第 2節は腑パレオ ・ ラボの菱田量氏による報告である。

10. 発掘調査及び報告書の作成にあたって次の方々や諸機関からご助言 ・ ご指導•ご協力をいただい

た。 記して感謝の意を表する次第である。（敬称略）

泉 拓良·植田 文雄 ・ 大熊 茂弘•門脇 秀典•川崎 保•工藤 俊樹•木下 哲夫

小井土由光•佐藤とき子・西村 勝広 ・ 穂積 裕昌•宮田 明

11. 発掘調査作業ならびに調査記録及び出土品の整理等には次の方々の参加・協力を得た。

藤井 定彦 ・ 後藤 彦司•竹内登喜夫 ・ 西部あさゑ•高山 花子・粥川 茂子 ・ 古川 厳

太田 保夫•田中 盛夫 ・ 大塚 昭三•河合 吾平•松尾 太•佐田 進•高橋

高瀬 愛子・馬場 義憲 ・ 村瀬 正夫 ・ 孝森 小好•山中 寛ー・深沢さだ枝•河合

猛

二喜

日置 正次•坂井由賀子•鈴木トミエ ・ 牧野 幸子 ・ 鷲見 淳子 ・ 国田 和義 ・ 河合 喜好

伊藤 明 ・ 小池 照子・村井 誠 一•島崎美智子•岡本 進•篠原 久志 ・ 多賀 岩雄

武藤 嘉男 ・ 増田 勇•篠田 昭•菱田 幸男 ・ 立枕 定義·河合千代子・鈴木 茂一

渡邊 清司•立枕 ヨシ•山下 豊三·管田 とも•和田 通郎•野々村政治郎•松井 都

澤谷 緑•市村 三代•黒子さかえ ・ 荒井 久男· 澤 よし子・寺田 長松•正者力之助

曽我三千代 ・ 曽我 小明 ・ 曽我 茂 ・ 増田久美子 ・ 山田 厚子・和田 房枝•山田あさ子
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水川 五 月• 長瀬 定ー ・ 須田そとゑ • 須田すみゑ ・ 簑島 正夫• 清水 増児 ・ 狩野 又八

細井 喜晃• 武藤ます子・鷲見 由兄 ・ 大坪 敬子 ・ 篠田 玉子・川島 種• 井上 昭治

古池 一美• 今尾さち 子 ・ 宇野 広子・小木會美智 ・ 國井 悦子 ・ 竹中百合子・藪下賀代子

後藤 千鳥・武藤美和子

12. 本書に報告した遺跡の記録及び出土した遺物は帥岐阜県文化財保護センター で保管している。
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第1章 調査の H 的と方法

第1節 調杏に至る経緯

勝更白山神社周辺遺跡・西乙原遺跡は東海北陸自

平成4年度、 5年度に発掘調査を実施した。

H本道路公団名古屋建設局美濃工事事務所管内の美濃ICから八幡町までの全長31.5km区間におい

う埋蔵文化財調査の一貫として、

ては、 昭和59年度に岐阜県教育委員会が実施した遺跡分布調査で9 遺跡か路線内に含まれることが判

明している。 そのうち樅の木遺跡(2)、 上巾上遺跡(1)についてはそれぞれ昭和60年度と62年度に

• 県教育委員会によって調査が実施されている。 県教育委員会では、 平成3年度より帥岐

阜県文化財保護センターを設立し、 引き続いて調査の実施に当たることとなった。

平成3年度は美並村の鶴尾山城跡(3)、 宮下遺跡(5)、 深戸遺跡(6)の発掘調査を行った。 野首遺跡(4)に

ついては高架設計となり、 工事区域が遺跡の中心から外れることが判明したため、 工事に立ち会い、

遺跡の有無を確認することとなった。 結果、 遺跡の存在は認められなかった。 宮下遺跨は平成4年3

月に、 鶴尾山城跡・深戸遺跡は平成5年 3月に発掘調査報告書を刊行している。

平成4年度は八幡町の赤谷(7)、 西乙原(8)、 勝更( 9)の 3 地点が対象となった。 赤谷は長良川本流右岸

に赤谷川が合流する低位段丘に位置 する。 6 月16 日に重機

大和町 I,\―
 八幡町

美並村

関市

0 5 km 

1... .................. 

第1図 東海北陸自動車道と文化財

による

査した。

を実施し、トレンチ掘りで600m外こついて調

4 mはどの深さまで掘り進んだが、 水田耕作

土•水田敷の下は、 河川に よる堆積物と られる粗い砂

利層が続き、 遺物包含層・遺構等は認められなかった。

西乙原遺跡は1,600m外こついて調査を実施した。詳細は7

章以降に後述する。 勝更は、 調査区が位置する段丘面の北

部に勝皿白山神社周辺遺跡として岐阜県遺跡地図にも

されている。 しかし、 段丘面の広い範囲に遺跡が広がる可

能性もあり勝更遺跡と仮称した。 その確認のため 6 月18·

22 日、 8月18·2 7日に重機と手掘りで700mサこついて試掘調

を実施した。 しかし、 段丘南部は崖錐堆積物に厚く覆わ

れ、 崖錐の下に包含層があったとしても調企区の設定が不

可能であると判明した。 一方、 段丘北部は崖錐堆積物が薄

く、 この区域を中心に調査を行うこととした。 この時点で、

調査区が既登録の遺跡の範囲と重なることから、 勝更白山

神社周辺遺跡の名称を用いることとした。 平成4年度はそ

のうち3,200面について調査を行い、平成5

き6,000面について実施した。

ひきつづ
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第2節 発掘調査の経過

(1) 西乙原遺跡

調査区の周辺で、 石製土掘り具、 チャー ト岩製の剥片、 近世の陶磁器類などが採集されており、 縄

文時代 ・ 近世の遺物散布地として調査を行った。 現地での作業は平成4年5月 1 日に開始し、 同年7

月21日に終了した。 調査は 4 X 4 (m) のグリッドを設定し、 グリッド名は南から 2 -26、 西からB

-Hを付した。 I層とIV層を喧機によって除去した以外は手掘りで掘削した。 遺物は多くがロー リン

グを受けており、 原位置の保持は疑わしいことからグリッド毎に一括して取り上げた。

{2) 勝更白山神社周辺遺跡

勝更白山神社周辺遺跡は、 遺跡地図には室町時代の遺物散布地として登録されている。 これは古瀬

戸の四耳壺が採集されていたことによる。 しかし、 平成4年8月に行った試掘調査において、 水田敷

の下層で縄文時代後期から晩期にかけての遺物包含層が確認された。 そこで中世と縄文の複合遺跡と

して調査にはいることとなっ

現地での発掘調奔は平成4年8月2 5 日に開始し、 平成6年3月19日に終了した。 調査は起工承諾に

よるものであり、 さまざまな規制の下での調森であった。 現在使用している水路の確保が優先され、

水路の部分は未掘箇所として残すこととなった。 また、 起工承諾を得ることができた箇所から順次調

査区を拡張したため、 不連続的な調査区設定となった。 全体的な調査計画を立てることができず、

後の反省材料としなければならない。

なお、 遺物の取り上げはトー タルステーションの遺跡システムを使用し、 出土地点を記録した。 た

だし平成4年度分についてはデー タと作業能率を考慮した上で、 遺物に遺物番号を登録しなかった。

平成 5年度の調企では遺物に遺物番号を登録した。

各調査区の調在に入る際にはパイロットトレンチをいれ、 上層の堆積状況を確認していった。基本的

には甚盤となる段丘面を構成する礫層・粗砂層まで掘削したが、基槃が深く落ち込む調壺区西側では、VII層

上部の遺物の出土が見られなくなった時点で掘削をストップし、それ以下に包含層が存在しないことを

トレンチにより した。包含層の下で出土した土器は 2 点あるが、 出土状況は第4章第2節に述べる。

グリッドは磁北にあわせて4mx4m し、 グリッド名は北から南へ順に8 -63の数字を、 東

から西へB-Yのアルファベットを付した。

8月25日、 調査は23-30 グリッドにおいて始まった。 中世から近世の陶磁器類は耕作土や水田敷か

ら出土し、 遺構も伴った。 縄文時代の遺物は若干の疎密を見せながらも散漫に分布する様子が見え 、

遺構は全く検出されなかったことから、 中世・近世の遺構の調査、 縄文時代遺物包含層の調在と遺構

の確認を調査の指針とした。 プ ランは表れていなくても、 遺物の集中している箇所にはトレンチを

定し、 遺構の有無を確認した。
8 -22グリッドまでの起工承諾を得て、 10月27日より重機で耕作土• 水田敷を除去し、 11月17日よ

り調森を開始した。 冬場の降雪の間を縫って作業は行われた。

平成5年度に入って 4月12日から31-44グリッドの表土除去を行い、 7月8 日から44-52グリッド

水路西側、 1 0月13日から53-61グリッドの水路西側、 12月 2 1:1から42-53の水路東側の表士掘削に入

り、 調究を行ったc 平成6年3月19 日、 現地における作業を終了した。

- 2 
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第 2 草 勝更白 山神社周辺遺跡の立地 と環境

第 1 節 地理的環境

位山白山分水嶺に源 を 発し、 岐阜県西部を 縦断して南流する長良 川 山地、 和良 山地の間 を 刻
みながら、 濃尾平野へ流れ出る。 この長良 川上流部は奥美濃地方と 呼ばれ、 今も素朴な文化 と

人情 を 感 じ る山紫水明の地 と して訪れる人 を なごませる。

長良 川は谷底部を 緩やかに曲流し、 その左右には交互に河岸段丘面が残される。 勝更白山神社周辺

遺跡もこうした段丘面の上に位置している。 川面 と の比高差は5 m 程の低位段丘である。 長良 川

坂付近で一 旦谷底部の右端に寄り、 八幡町市街地付近までに左端へ と 谷底部を 横切り、 ここで吉田川

と 合流する。 この時谷底部左岸に残されたのか五町の段丘で、 右岸に残されたのが勝更の段丘 である。

勝更の段丘の西側は標高500m 前後の山塊が迫る。 この山塊の土砂が段丘上に押し出され、 いくつもの

扇状地状の地形 を 形成している。 この地域は地質的には古生層の砂岩 ・ チャー ト が複雑に摺曲してい

るが、 調企区 を 覆 う 崖錐堆積物は砂岩で 占 められている。

遺跡はこの段丘面の北部に位置し、 段丘幅の狭い部分であるC 調査前には段丘面のほ と ん ど が水田

及び休耕田の牧草地 と なっていた。 扇 状地状の高地は、 主 に雑 木林 ・ 畑 地 と なっているが、 住居の多

くはここに営まれている

第 2 節 歴史的環境

長良 川流域及びその周辺の主な遺跡については、 第 3 図でその位置 を 示したが、 縄文時代の遺跡が

多く分布している。

当遺跡より北（町内）の長良 川の河岸段丘上には、 五 町、 ドウ マン、 坪佐遺跡、 そして、 勝更のす

ぐ 北に有坂薬師堂遺跡があるc 当遺跡の対岸に位置 する五町遺跡からは石製土掘具、 磨製石斧が出土

してお り、 特に石製上掘具が多 く出土している。 長さが23cm程度の大形の資料も見られる。 また、 性

格や時期は不明であるが住居跡であろ う と 推測される遺構が検出されている。 有坂薬師堂遺跡は、

な ど を 利用して表面採集調杏 を 行い、 チャ ート岩製の剥片• 石匙 と と も

を 表採したが、 朋耗が激しいため時期等は不詳であっ

遺跡より南の段丘上には、 千虎、 中山、 西乙原、 東乙原、 貝 妻 、 塚前遺跡などがある。

妻遺跡な どからは縄文時代早期から晩期にわたって土器片が出上しているが、 中期 ・ 後期のものが主

である。 貝 妻遺跡は、 俗称 「乙女岩」 と いう高さ1 . 25 m 、 幅 0 .8m 程の自然石の メ ン ヒ ルが立ってい

る付近一帯の約 1 畑が遺跡範囲である。ここからは縄文式土器片約200 点、 土偶片が出土しているはか、
石皿 • 石棒•たたき石•石製上掘具・磨製石斧 • 石鏃 ・ 石匙 • 石錘• 石版など が出土している。 また、

長良 川 を 挟んで貝 妻遺跡の対岸の河岸段丘面に位置 する東乙原遺跡からは縄文時代中期の土器片のほ
か、 土錘 ． ・打製石斧、 そして、 珍しいもの と しては石笛が出土するな ど 多様な石器組成を 示し

ている。 また、 長良 川 と 吉田川の合流点から下流約1 .5km、 長良 川の左岸にある穀見地区南部に位置 す

る塚前遺跡からは、 縄文時代中期の土器片 ・ 弥生式土器片 • 石鏃 • 石製土掘具 ・ 磨製石斧な どが出土
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してい る。 さらに竪穴住居跡の炉跡も検出されてい る。

一方、 吉 田川も町内において幅2om -2oomはどの河岸段丘を形成してい るが、 長良 川 との合流点か

ら 2 kmはど遡った右岸の河岸段丘上に存在する小野遺跡からは、 多 く の縄文時代の遺物が出土してい

る。 その遺物の中には早期の押型 文土器片 3 点が含まれ ( S 47年出土）、 有舌尖頭器1 点も出土してい

る。 また、 八幡町から金山町へ通 じ る堀越峠の南側に位四 する 安 久田地区内の地獄穴洞 窟 遺跡（標 高

約370m ) からも早期から晩期にわたる縄文式士器片や弥生式土器片が出士し、 炉跡や石器類も検出さ

れている(S45年）。 早期の上器片には貝殻条痕文か付けられ胎土に繊維が含まれるものや沈線文様を

持つものが出士してい る。

このよ う に、 八幡町内 では吉田川 の河岸段丘や高所の詞窟などには縄文時代の早期 • 前期から

跡か多 く さ 長良 川 流域の段丘上には中期 ・ 後期の遺跡が比較的 多 く 確認される。 縄文時代における

活域の変化も考え られるが、 資料は未だ断片的である。

古代以降につい て概観すると、 福田古墳（大和町）・西 ケ 洞古墳（白鳥町）などの古墳や遺物散布地

が確認されており、 古代においても長良 川卜流域は集落として拓けていたと推測される。

また、 国 内において神仏習合思想の普及(8 - 10 C ) 以降、 仏教の勢力は増大するが、 郡 内におい て
は長滝寺がその最高勢力者となった。 その長滝寺を中心として郡内 のはとんどの 各村落に白山神社が

勧請せられ、 鎮座するよ う になり、 郡内唯一の霊験地としてその神霊的威 光を輝かすことになった。

現在全国で白山神社の数は二千余社といわ れているか、 その う ち五 百余社が美濃・飛騨両 国に在って、

多 く は中世に開創勧請されている。 この信仰が広まる中世におい て、 本山へ参詣 するための道が開か

れたよ う である。 参詣の道は美濃路から長良 川 に沿って須原・八幡・白鳥 • 長滝と北進してい た。 つ

まり、 美濃・ 尾張方面からの登拝者は、 まず濃尾平野の北端に位置する “里の宮” 洲 原神社に詣で、

次に長良 川 に沿 う 郡上街道を北上して白山山系の南麓に鎮座 する中宮長滝寺に参詣した。 「上がり千

人、 下り千人」 と称されたのはこの頃である。 その他、 登拝するルートは二通りあった（白山記に

箇の馬場は、 加賀馬場・越前馬場・美乃馬場なり。 加賀馬場は本馬場なり］ と記され、 三 方の馬場か

ら、 御 山すなわ ち 白山に盛んに登拝が行われていたことかう かがえ る）。 この交通路に当たる穀見の塚

前地区におい て鎌倉期のものと考え られる大甕・釜 • 鍋が地下約 I m から出士してい る。

15·16恨紀、 町内には10 の城が築造されたことが知られている。 しかし、 その城跡は当時の面影を

ほとんど残していない。 単に石塁を積み上げるか乾壕をめ ぐ らしてい た程 度のものである。 郡上城（八

幡城）については、 寛文7年(1667年）に改修されたよ う である。 その機会に城下町が整備され、 且

つ、 郡上藩の特別保護によって発達していった。 このよ う な経緯から、 この地において活発な人間活

動が繰り広げられてきたことが類推される。

郷士史家喜多七五 郎(1866-1958 ) が速水敬行の 「名 所図絵」 を模写したものの中に、 天保年間の

勝更の古累をみることがで ぎ るC 崖錐の斜面に街道か描かれてい る。 現在の県道は川に沿 う よ う にし
て走るが、 かつての道は山側にあった。 字名 の道下もそれを示している。
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第 3 章 勝更白 山神社周辺遺跡の甚本層 序

地層の識別と区分にあたっては、 土壌の様相 （色調・粒度等） 、 礫の様相 （礫の多少、 大きさ、 形

状等） を基準に し た。 これら区分された 各層は、 その堆積のあ り方、 遺物の有無等を考慮 し て9 つの
群に大別 し た。 これら大別された層の名称は、 地表に近い層から、 つまり地層の堆積順序 と は逆にロー

マ数字を付 し た。 また、 区域によってその様相は異なるものの同等に 扱え るもの、 連続性が見られる

ものについてはロー マ数字の右肩 に 「 ＇」 を付 し た。 大別された地層が上記のような視点で細別される

場合には上からアルファベットを順に付 し

I 層

I 層 ・ I 層 は旧表上であ る。 I層は水田耕作土（旧 水田耕作土） で水路東部の旧 水田域全面に見ら

れる。 当層の下面は215 .800 -215 . 9 QQm までの間にはぼおさまり、 水平に広がる。 陶器片が出土 し 、

土器石器もわずかに含まれるが、 いずれも小片で磨滅が著 し い。

また、 水路西部の栗林部に みられる腐植土を I '層 と し た。 崖錐堆積物を薄く覆う I'層からは、 遺物

は全く出土 し なかった。

I I 層

砂粒は均ーに粗いが、 かたく し まり、 鉄分か沈着 し て全体的に褐色味を帯びる水田敷であ る。 I I ,層

は調企区北部西側のI I層下位に見られる。 砂粒は粗く、 I I層と同質であ るが II層は ど し まりはなく、

鉄分の沈着がみられない分色調 も暗いo I I 層とは漸移的に重なっており、 水田面を水平に整え るため

の客土であ ろ う。 遺物の出上状況は I層 と 同様であ る。

III 層

主に山塊に沿って調査区西側に堆積する崖錐層を一括 し た。 第5 図に49 列 の断面にみられる堆積状

況を図示 し た。 III a - III i 層に細分され、 層厚原 ＜ 黄褐色を呈 する。 III a 層は山麓斜面のみに広がり、

III b - III e 層は若干の角 礫を伴い広く調森区南部を覆っていた。 III層の崖錐堆積物中の角 礫は全て砂

岩であ った。 Ill b - Ill i のシルト質壌土 • 砂壌土 と III a の角 礫層が一 度の崩落によって連続 し て堆積

し たものか ど う かは定かではないが、 IIl b - III e 層については土壌の分解はほとん ど 進んでおらず、

比較的短い期間内に行われたと思われる。

IV 

v層の上、 崖錐及 び崖錐の二次堆積 と 思わ れるものを し た。 49 列 地層断面図 と 25 列の基本層序

図に図示 し た。 49 列 はI V a - IV g 層の 7 層、 25列 ではI V h -I V k 層の 4 層に細分される。 49 列 の断 面

を中心に述べたい。 I V a 層以ドに は壌上 ・ シルト質壌土の薄い互層が堆積 し 、 山側埋没谷の上部を埋

めている。 I V b · f 層を除いて暗褐色 ～ 黒褐色を星 し 、 小さな pore がみられることから、 土壌が断

続的に供給され、 随時分解が進んだものと思われる。 土壌の供給 と 分解 のバ ラ ン スから色調の変化が
生 じ た と 考え られ、 そ の意味でI V b · f 層もこの堆積の中で と らえ るこ と かできる。 これらの層が埋

没谷上の小凹地以外に広がらず、 堆積状況もはぽ水平であるこ と な ど III層の状況との相違も感 じ られ、

土壌の供給源 と し て、 直接 「山塊」 を考え るわけにはいかない。 し か し 、 IV b · f のにぶい黄褐色・

褐 色シルト質壌土や25 列 I Vh層中の角 礫の存在から、 間接的には山土を供給源 と し て考え るこ と がで
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きる。 したがっ て実際はIII層 と IV層の区別が困難な場合も生 じ 、 III h · i 層 を IV層に含めて考 え るこ

と も可能である。 たまたまIII i 層 と JV a 層の層理が明瞭であっ たこ と と 、 分解の有無等考慮して、 III

i はIII層に含めた。 どの層も1!1側はど粘性強く、 緻密である。 層は漸移的に推移している。 25列 にみ

られるIV h - k 層は、 49 列 IV a - g 層の一群に相当するであろ う。 調査では、 IV層までを 重機により

除去し、 そ れ以下を 手掘りで掘削した。

V 層

暗褐色の砂壌上である。 砂粒はやや粗いがVI層への推移は漸移的である。 当層の下部より土器、 石

器は出土するが小片が多く、 立位で出土するものもみられるこ と から下層からの浮き上がりの可能性

い。 傾 向 と して弥生時代の遺物が多い。 したがっ て 1 つの独立した文化層 と して

らなかっ た。 調査区東側は削平 を うけ、 当層は薄いか滅失している。

VI 層

るには至

調査区のほぼ全面に広がる縄文時代遺物包含層で、 当層を 中心 と して中期末～ 晩期及び弥生時代の

遺物が出土する。 黒褐色 の壌土で全体的に軟質である。 分解が進みポー ラス化もみられる。 VI層下底

部 を 南北にお う と 調査区北部～中部では215 . 570 - 215 . 560mはどで平坦に広がり、 以南で若干低くな

る傾向 を みせるが顕著ではない。 一方、 東西では西はど低くなり、 埋没谷部ではシル ト 質が強くなり

明度を 増 す。 後期前半の土器（第III期第 4 群164) が埋設状態で出土した土坑は当層中位より掘り込ま

れてお り、 層中に遺構面が存在した と 考え られるが、 肉 眼による分層はできな

VII 層

な層であっ た。

調査区のほぼ全面に広がる砂土層で、 喝 層のJ:新部までで遺物の出土はみられなくなる。 当層の上部

からVI層にお いて中期末～後期初頭の資料かま と まっ てみられる箇所もあるが、 他時期の土器もこの
層準で出土するなど総 じ て時期的な混在がみられ、 層位による時期区分は当層でも困難であっ た。 た

だし、 中期末～後期初頭の土器片が総 じ て大きく横 位で出土したのに対 し 、 他時期の土器片には立位

で出土するものがあるなど上下移動の可能性もみ と められる。 中期末以降、 VII層上部- VI層において
縄文人の活動が行われていた と 思わ れるが、 連綿 と 続くこの活動 を Vll- V の漸移層によっ て分けるこ

と はできなかっ た。 VII層もVI層同様、 埋没谷部では壌土化し、 色彩が淡くなる と と もに遺物も減少 す

る。 若干グライ化が進んでいるようにも見え る。 VII層は埋没谷 を も覆うように広がるが、 当層形成時

は谷部が湿地状態であっ た と 推測される。

暉 層

VII層の下、 埋没谷 を 埋める堆積物を 珊層 と して一括した。 そ の堆積状況 を 示 す16列 北壁、 49 列 北壁

の土層断面図を 図示した。 16列ではvm a - t 層の20層に細分 し た。 マ ト リ ッ クスは概ね粗い砂層であ

り段丘構成礫層 と 類似するが、 vm t 層の下には不整合面が確認できる。 そ こで、 vm t 層以上を VIII層 と

し、 角 礫 • 亜角 礫のみられないそ れより下を 段丘層 と と らえ た。 これらの堆積層には、 VIII s 層のよう
に円礫 を 多く含むもの、 VOi l 層のように角 礫 を 多く含むもの、 VID t 層のように亜角 礫 • 亜 円 礫 を 含む

ものなどが見られ、 崖錐による堆積、 川による堆積、 崖錐堆積物の二次的な堆積等が複雑に重なりあっ

ている様子が観察できる。 また、 不整合面が何枚かみられるこ と から小規模な開析作用 も何 度かくり

返されているようである。 この谷部が一 度に埋 ま っ たのではなくて、 水の流れが存在し、 堆積 と 開析

を くり返しながら、 そ れに崖錐も加わ っ て、 順次堆積したもの と 思わ れる。 これらの堆積物は不整合
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面によって、 Vill a - C 層、 Vlll d - i 層、 Vlll j -Q 層、 VIII r - t 層の 4 つ にまとめるこ とができる。 VIII

r - t 層は崖錐の二次堆積礫を含む埋没谷の流れによる堆積。 vm j - q 層は角 礫が多い こ と、 山から

斜めに堆積 し ているこ とから崖錐性の堆積物と思わ れる。 Vlll d - i 層の流れによる堆積で谷がほぼ埋

没 し た後、 再び開析を う けて、 vm a - c 層か堆積する。 これは崖錐二次堆積を含む流れによる堆積で

ある。 全体の傾 向と し て、 埋 没 し ていきな がら、 谷は東へ寄ってい く 様子が看取できる。

49列はvm a ·- m層 の13層に細分し た。 不整合面が発達せず、 堆積 し ている礫は角• 亜角礫がほとん

ど であるな ど様相は16列とは相違 する点が多いa Vlll f '-m層 は礫が水平に堆積 し ており、 マ ト リッ ク

スも粗砂で崖錐の二次堆積と考え られる。 し か し 、 VIIl e '層以上の堆積はシル ト 質土の堆積物と砂土の

互層で山から斜めに堆積 し ており、 IV層の状況と類似 し ている。 ただ し 、 pore は発達 し な い。 上流で

谷が埋没 し たあと、 下流地域には微凹地が残り、 山塊を供給源とする堆積が包含層形成期を含めて断

続的に微凹地を埋めていったと

IX 層

られる。 Vlll d '層において、 土器底部片が 1 点出土 し ている。

基盤層をIX層と し た。 調査区東側を南流する長良 川が形成し た段 丘を構成する堆積物である。 円 礫

の堆積物と粗砂のみの堆積物とが、 帯状に分布する。 円礫は上流に向かってインプリケーションをみ

せる。 西側には急峻 な 山塊がひかえ ており、 こ の山塊に沿 う よ う に し て段丘西部が 2 m あまりの深さ

で刻まれ、 浅い谷状の地形をな し ている。
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49列II[層
Illa !OYRY, に ぶい黄褐色、 角 礫 多 し
Illb !OYRY, 灰褐色の砂上10cm程の亜角 礫が小礫に 混 じ る
Ille !OYRY, にぷい黄褐色砂士
IIId lOYRY. 褐色シ ル ト 質壌土 礫含 ま ず
Ille IOYRY, に ぶい黄褐色 シ ル ト 質壌士
Illf IOYRY, 褐色砂質土 礫 な し
IIIg IOYRY. 褐色砂土、 小礫 多 し
Illh 7 . 5YRY. 暗褐色砂質士、 角 礫 多 し
Illi 7 . 5YRY. 褐色 シ ル ト 質壌土、 礫 な し

49列IV層
!Va IOYRY, 黒褐色壌士、 粘性強い 、 角 礫 多 し
!Vb IOYRY, に ぷい黄褐色 シ ル ト 質壌士、 粘性強い 、 礫 な し
!Ve !OYRY, 黒褐色壌土、 粘性強い 、 礫 な し
!Vd IOYRY, 暗褐色 シ ル ト 質壌土、 粘性強い
!Ve IOYRY, 黒褐色 シ ル ト 質壌土、 粘性有
!Vf !OYRY. 謁 色 シ ル ト 質壌土、 粘性強い
!Vg IOYRY, 暗褐色壌土、 粘性あ る が弱 い

゜ 2 m  

第 5 図 勝更 白 山神社周辺遺跡16列 （上） • 49列 （下） 土層断面図
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第 4 章 勝更白 山神社周辺遺跡の遺構 と 遺物

第 1 節 縄文時代の遺構 と 遺物出土状況

本遺跡から出土した縄文式土器片、 石器類は総数で18 ,000 点は どである。 その出土状況を第6 図に

示した。 各ドットが土器片 1 点、 石器類 1 点を示 す。 若干の疎密をみせながら散漫に広がるが、 l O Y

グリッド付近、 40 Iグリッド付近、 47H グリッド付近、 54G グリッド付近な ど、 やや集中する箇所に

はトレンチを設定して遺構の有無を確認した。

結局、 土坑• 住居址等を確認するには至らなかったが、 47H 区を中心とする遺物集中部において焼

土塊を確認した。 遺物集中部とはいっても個体数は決して多くはなく、 lOY 付近の集中は無文の土器

数個体に、 40 Iでは弥生式土器数個体に同定できるのみである。 54G グリッド付近については第5章

において詳述するが、 中期末の土器片がチャー ト岩製の剥片類・粗質 安 山岩製の剥片類とともに出土

している。

また、 12 V 区において5 点の石製土掘具がY 字状に集積された状況で出土しており、 32M区では縄

文時代中期末の土器片が敷設されたような状態で、 38 J 区では縄文時代後期前半の土器が埋設された

状態で出土した。

① 12 V 石製土掘具出 土状況（第7 図・第46図 521-525) 

12 V において、 5 本の石製土掘具がY 字状に集積された状態で出土した。521を最も下にして、 中央

部で積み厘なっている。 521·524 ·525 は一端に磨耗がみられるが、 522·523には認められず、 使用さ

れたものと未使用のものが混在して集積されているようである。 また、 524·525 の磨耗は顕著である

のに対して521は発達せず、 使用頻 度も定まっていない。 521·524·525 とも刃 部を中央にむけており、

刃 部を意識して設置したものと考え られる。525 は短冊形、521·524はやや先細りの形状を呈している。

524·525 は磨耗が刃先と一面に発達し、 521 は側縁部に発達 する。

—+-

-------.J
I I 

゜ 10cm 

第 7 図 12 V 石製土堀具出土状況図
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② 32M 土器片 出土状況 （ 第8 図•第12図 18 · 19) 

VII層の上部において 、 中期末の土器片が敷設されたような状 態 で出 上 し た。 出土時には十数 ピー ス

に割れて いたが、 元来は 3 ピ ース程の大きな破片と周囲の小片であ っ たと思われる。 全て外面を上に

ー
じ〉

215,300 
ヘ 乙

0 20cm 
し，9●←・・,...... � 

第 8 図 32M土器出土状況図

むけて 出 土 し て いる。 最も東の土器片は胴

部下半部の破片であ るが接合関係は認めら

れなか っ た。 口 縁部方向を北に向けて いる。

最も西の一群は口 縁部から胴部にかけて の

破片であ る。 口 縁部は東を向いて いる。 ­

れらの土器片は同一個体と思わ れ、 rfi 央の
一 群と西の一群 には接 合関係 が認められ

る。 ただ し 、 これらの破片の口 縁部方向は

な っ て おり、 土器がそのまま潰れた状態

ではなく、 破片となっ た段階でこの状態に

あ るいは廃棄されたのであ ろ う。

③ 38 J 土器出土状況 （ 第9 図 • 第18図 164) 

①層は VI層に相当 し 、 ②層の漸移層を経て③層のVII層相当層に移行する。

どの大きさの土坑内に、 土器が正匹で埋設されて いる。 土器の下半部は

て いる。 埋土は①層と同質であ るが、 やや粗い砂粒も僅かにみられる。 土器内

ぎ り ぎ り納まるは

接 し 、 やや東に傾い

も埋土と同様であ

る。 土坑掘り込み面は確認できなかっ たが、 土器の口 縁部は①層中に5 - 6 cm出 て いることから①層

中より掘り込まれて いたようであ る， VI層

215 . 400 

_＿＿-
9
,

'
}

i

_

'

 

20cm 
, .... , ..... ,,,,,,,,,,,,,,,,,,\,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,1 

第 9 図 38 J 埋設土器出土状況図

—ヤ

中に生活面 かあ るならば VI層細分の必要性

もあ るが、 この面の上下の土質・色調に

化は認められず、 細分は難 し い。 周囲には

遺物の集中する様子もみられず、 遺構も確

されて いない。 単独で出土するこの埋設

土器の性格を検討する材料を得るために、

当 資料につい て は脂肪 酸 分析を仰ズ コ ー

シャに依頼 し て 行っ た （第6章第 1 節） 。 分

析後土器内の土を水洗い し たが、 若十の小
礫が出 土 し たのみであ っ

14 — 



④ 47 H 土器片集中部 （第10 図）

47H を中心とする区域で、 後期初頭の土器片 が径 3 - 4m の範囲にまとまっ て出土してお り 、 十字

にトレンチを設定した。 ①層は VI層に相当し、 ③層がVII層に相当する。 ②層はVII層と VI層の漸移層で

ある 。 遺物は①・ ②層より出土し、 ③層からの出七は減少 する。 集中部のやや北寄りで、 焼 土塊か 2 ヶ

所で検出さ れた。 だんご状の赤化した砂質土の小塊で、 ②層中から③層上面におい さ れた 。 出

士高低差は少ないが面的には広がらない。 炭化物も

分布する域には遺物を伴わないことから炭化物は攪乱に

られるが分布は散漫で西に偏り、 炭化物の

るものと思わ れる。 焼 土以外、 住居址

等の遺構は確認さ れなかっ 出土する遺物は土器片 のみで、 石器は微量であった。
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第 10図 47 • 48 H ・ 1 遺物の分布 と 焼土塊出土状況図
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第 2 節 縄文 • 弥生時代の遺物

(1) 土器
縄文時代遺物のほとん ど はv-vu層において出土したが、 VOi · IX層からそれぞれ I - 2 点の土器片

が出土している。 また、 弥 生時代の遺物はV 層を中心に、 VI層からも出土している。

IX層 出 土の遺物 （第11図1 • 2) 

当層は段丘を構成する礫層であるが、 人頭大以上の円 礫の間から土器片 2 点が出土した( 1 · 2 )。

2 点は近接して出土し、 胎 ら同一個体と思われる。 口 縁部がラ ッ パ状に開き、 胴部に は逆U字

形 に 粘土紐が貼り付けられる。 1 では逆U 字の隆帯が並んでみられるが、 2 の粘土紐は一本縦走する

のみで連続性は確認できない。 粘土紐は指頭ナ デが加え られ、 縦走する部位は断面がかまぽこ形に、

横走する部位は断面三角 形 に 整形 さ れているc 粘土紐の上端には竹管状のエ具による刺突を連続して

施す。 全面にナデの施 さ れる粗製土器で、 胴部外面中位付近にはススが付済している。

VDJ層 出 土の遺物（第11図 3)

当層は調杏区西の埋没谷を埋める堆積層である。 当層の中位付近の砂層より土器片 底部が出 七した。

内面にススが付済し、 ロ ー リ ングも受けていないことから、 埋 没谷の存続時期について知る手がかり

となる土器である。 しかし、 外面に縦方向のナ デか施 さ れる粗製の土器で、 時期は特定できない。 底

径は1 3 .5cmと大きく、 底 面には 1 本越え 1 本潜りの緻密な網代痕が残っ ている。

V 層-VII層 出 土の遺物 （第11図～第35 図）

出土した土器は縄文時代中期末～弥生時代まで長期間のものであるが、 第 3章の層序の項でも述べ

たように、 V 層 - VII層出 土の遺物に ついては出土層による区分は不可能であっ た。 したがっ て、 当層

出土の土器については形 態的な特徴から分類を行っ た。

土器は便宜的に 7 期に 大別し、 それぞれの時期を以下のようにした。 また、 帰属時期の不明確な資
料も最大限報告するために、 形態的な属性のみから分類項 目 に含めた資料もある。

第 I 期 縄文中期末 第I I 期 縄文後期初頭 第III期 縄文後期前葉

第IV期 縄文後期中葉 第V期 縄文後期後葉 第VI期 縄文晩期

第VII期 弥 生以降 第0 期 無文系土器

第 I 期 （第11 図 • 第12図）

中期末に属すると考え られる上器群である。 VII層において出土した土器が多いが、 V · VI層の

品で文様や胎土の類似するものも含めた。 口 縁部に 枠状の区画を設けるものを第 1 群とした。 それ以

外は小片か胴部片であるか、 凹線に剌 突を施すという特徴でくくられる一群があり、 これを第 2 群と

した。 その他胴部片を第 3 群として一括した。

第 1 群( 4 - 21) 

ロ 縁部に隆帯または沈線によって枠状の区画を設けるもの。 隆帯による区画か沈線による区画かで

� 16 
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2 つに細分する。

l 類 ( 4 -17 ) は隆帯によって区画するものである。 4 -7 は区画内に縄文を充墳して いる。 4 は

ロ 縁上端に低 く 幅広の隆帯を貼り付け、 その下に高 く 太い隆帯によって楕 円の区画文を描 く 。 区画は

横長のものと 短い楕円のものがあり、 その区画文間には口 縁端 に突起を配置する。 隆帯の両サ イ ドを、

広 く 浅 く 断面の丸い沈線がなぞる。 同様の沈線が長楕円区画文の下から垂下し、 胴部を区画する。 短

楕 円区画文下でも何らかの胴部区画があったこ と は、 隆帯下部をなぞる沈線がここで途切れるこ と か

ら推測されるが、 欠損のため詳細は不明である。 全面に L R 縄文を施す。 5 は、 短楕円 区画文下から

隆帯による胴部区画が垂下 するが、 長楕円区画文下からは胴部区画は垂下しない。 隆帯の両サイ ド に

は、 やはり広 く 浅 く 断面の丸い沈線が施され、 全面に L R 縄文が施される。 6 は山形 口 縁の波頂部で

ある。 上端 と そのやや下に隆帯を横位に貼り付け、 その中央部縦位に 2 本の隆帯を貼り付けて 区画 す

る。 7 も 2 本の縦位隆帯 と 下部の直線的な隆帯で楕円に区画するが、 この縦位の隆帯には縄文は施さ

れない。 この区画の直下から、 隆帯を伴わ ない 2 本の沈線が胴部に垂下する。

4 · 5 では楕円区画文の下から胴部区画文は垂下 するが、 7 は区画部下から垂下 する。 7 にみられ

る 2 本の隆帯間の空間を 4 · 5 の短楕円 区画文的な意味合いで と らえ るこ と も可能である。 他にも7

には 4 · 5 の退化的現象がみられ、 段階的な差も惑 じ られる。 しかし、 4 -7 は胎土、 調 整、 焼 成な

どI司質であり、 同一個体の可能性もある。 いずれも区画施文の後、 L R 縄文を施文するC

8 -17 は区画内に条線を充壌して いる。 8 は頸部か強 く 外反し て 口 縁部で内彎 するキ ャ リ パー形の

土器である。 隆帯は太 く 発達して いる。 区画内を左 七から斜めの条線で充損した後、 区画隆帯内側を

広 く 浅い沈線がふち どる。 9 は口 縁部の隆帯が剥落し、 剥落部のJ::端には、 区画内側をなぞった と 考

え られる沈線かみられる。 10 は渦巻 と 楕円 の区画文を配し、 楕 円の区画文内には左上から斜めの条線

を充壌し、 区画隆帯の内側を沈線がなぞる。 上部は隆帯の上で折損し、 部位の特定はできない。 渦巻

文部、 上部隆帯はナ デにより肩をなだらかに仕上げる。 区画部にはナデが施されず、 隆帯をふ ち どる

沈線により肩 が明瞭 と なるの と 対称的である。 胴部は、 上部が丸 く アーチ状に区画され、 区画内を条

線が縦に走る。 区画の左には 2 本の沈線が、 右には隆線がみられるが、 隆線右部は肩 がなだらかであ

り区画文ではない何らかの文様意匠があった と 考え られる。 11は隆帯による渦巻 文であろ う。 丁寧な

ナ デによりなだらかに仕上げられて いる。 12、 13は平 口 縁の 口 縁部である。 12は渦巻文、 13は横位の

を隆線により描いて いるが、 隆帯 と 隆帯の間を文様 と して 強調 するため、 意匠部の肩 を明瞭に、

そうでない肩 はナ デによりなだらかにして 区別して いる。 14-17 は、 隆帯間に条線が入るこ と から8

9 などの胴部片である と 思わ れる。 8 -12、 14-17 は胎土も類似する。 両 サ イ ド が沈線でふち どられ

た断面 台 形の隆帯が直線曲線を描 く 。 小片が多 く 、 全体の文様構成はうかがえ ない。

2 類 (18 -21) は沈線による区画文を配するものである。 18 · 19 は32Mグ リ ッ ド において敷設され

た状態で出土した土器である。 胴部下半に最大径をもち 、 上半で一 旦緩やかにしばみながら再ぴ開き、

ロ 縁部で直立する。 口 縁部は外側に薄い枯土帯を貼り付けて 有段化して いる。 広 く 浅い沈線で長楕円

の区画を配し、 区画内には縄文を充填して いる。 区画の間には凹点を配する。 口 縁部文様帯 と 胴部文
様帯は連結せず、 口 縁部の凹 点の直下にも凹 点を配し、 そこから紡錘 文を描 く 。 紡錘文の間には凹点

から蛇行沈線文が垂下する。 19 では紡錘文が下部で胴部下半の帯状文に連結するこ と など、 すでに後

期の様相も看取できる。 帯状描線内には縄文か充填されるが、 胴部上半には帯状描線外にも横位に縄

- 18 
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文が施されている 。 縄文原体はR L であ る 。 20 · 2 1は同一個 体。 尖 っ た波頂部をもつ 4 単 位の波状 口

縁で、 口 縁部は直立し文様帯を肥厚させている 。 口 縁に沿 っ て広 く 浅 く 断面の丸 い 沈線を 2 条施して

ロ 縁上部を画してい る 。 正面の波頂部下、 2 条 目 の区画線より左巻きの渦巻文が垂下す る 。 しかし左

側の波頂部か ら は右上か ら 左下へ走 る 直線的な沈線がみ ら れ、 渦巻文以外の文様が施されていたよ う

である 。 ナ デ調 整後、 区画内外を問わず 口 端部まで L R 縄文が施され る 。 縄文は縦横斜めに転してお

り、 施文に統一性を欠 く 。 口 縁肥厚部の下には凹線力屯t走し、 その下にも縄文が転がされている 。 縄

文原体は L R であ る 。

第 2 群(22 - 25 )

刺 突を伴 う 凹線を有す る ものを一括した。 その施される 部位により細分した。

1 類(22) は口 縁部と胴部を区切 る 位置に刺突を伴 う 凹線を施すもの。 22は 口 縁部がラ ッ パ状に

＜ 器形を呈 す る 深鉢であ る 。 内外面とも横位のナ デにより粗 く 調整されてい る 。 口 縁と胴部の境に断

面台形を呈す る 隆帯を貼り付け、 その上部に巾広で断面の丸い凹線を入れ る 。 刺突は先端のささ く れ

た棒状工具により、 隆帯と沈線の壁を削 る よ う にして施されている 。 沈線の有無は相違する ものの、

器形や隆帯上部の刺突などIX層の出土土器との共通性が指摘できる 。

2 類(23-25) は刺突を伴 う 凹 線か口 縁部文様帯にみ ら れ る もの。 23は玉状の口 縁部上面と側面に

刺突を伴 う 凹線がみ ら れ る 。 いずれも小片で、 全体の文様構成等はわか ら ない。
第 3 群(26 - 32)

2 群に含まれない胴部片を本群とした。 胴部を縦位に区画 す る ものを 1 類、 それ以外を 2 類と

した。

l 類(26 -29)は胴部を縦位に区画する もの。 27は、 底部か ら 若 干開きなが ら 虹線的に立ち 上が る 。

縦位の隆帯とそれをふ ち ど る 沈線で区画する 。 区画には広狭が見 ら れ る が、 い ず れの区画内にもR L

縄文が施される 。 区画上部がと じ は じ め る こ とか ら 区画の上端も近 い と考え ら れる 。 底径8 cmと小さ

い。 26は断面三角 形の降帯が縦走し、 区画内には綾杉状の条線が施され る 。 28は断面 カ マ ボ コ 状 の隆

帯が 2 本縦走し、 径 4mm程の棒状工具を横にして押しつけ刻んでい る 。 29 は低い隆帯が 2 本縦走 す

る 。 上部には、 隆帯の間と脇に沈線が入 る 。 内外面とも ミ ガキ が施されて平滑に仕上げ ら れてい る 。

2 類(30 -32) は小片のため全体の構成がわか ら ない ものや、 いずれの分類にも属さない ものであ

る 。 30 は肥原した文様帯に 2 条の弧線文をひき、 その間に L R 縄文を充填してい る 。 弧線文の下に断

面の丸い刺 突が 2 ヶ 所み ら れ る 。

第 II期 （第13図•第14図）

後期初頭に属 する と考え ら れ る 資料であ る 。 2 条の沈線で帯状の文様を描 くもので、 帯状の文様内

に縄文を充填す る 第1 群 と 、 充填 し ない第2 群に分類される 。

第 1 群(33-58)

帯状の文様内に縄文を充埴す る もの。 平口 縁か主であ る が、 波状を呈 す る ものもあ る 。 口 唇部の形

状は、 丸 く おさめ ら れ る もの(33- 35)、 面取りがなされる もの(42 -44 · 49)、 内面を断面三角 形 に

肥厚させ る もの(5 1)、 口 縁端に縄文が転がされてい る もの(52)など多様である 。 文様も J 字文が確

認で 巻 る もの(33 · 36 -39 · 41 -43)、 文様が斜めに流れ る もの(44-48) 、 横走または縦走 す る 帯状

- 20 
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文のみ確認できるものがみられる。 文様によっ て5 類に分類した。

1 類 (33- 43) は口 縁のドに縄文帯 を 横走させ、 それ以下に縄文帯による J 字文などの施描がなさ

れるものである。 口 唇部は丸 く おさめられる。 33は、 頸部か若干開きながら口 縁部は垂直に立ち 上が

る深鉢である。 口 縁無文帯の下を 縄文帯力湘t走し、 その縄文帯から横長の J 字文が垂下 する。 全面に

ナ デ を施し、 先の丸 い棒状工具で描文して縄文 を 充墳 する。 縄文はR L 原体で原体長は15 mmほどであ

る。 34 · 35 は 口 縁が庇状に内彎し、 縄文帯が口 縁無文帯の下 を 横 走 するか、 34は右端で口 縁上端まで

上昇 する。 縄文は粒の細かな R L 原体で、 内外面にミ ガキ を 施して平滑に仕上げてい る0 34 . 35は胎

土調整が近似するが、 出土地点は離れており、 同一個体ではなさそうである。 36 - 40 は小片であるが、

いずれもR L 縄文を 充埴 する。 41- 43は同一個体で、 口 縁部か内彎 する鉢である。 充埴されてい るの

は縄文ではな く 、 1 つの節がささ く れだっ た 2 条の筋で構成されており、 オオバコ の穂 を 原体として

用いてい るようである。 施文後、 描線により区画し、 最後に横走施文帯内に縦位の沈線がひかれる。

41では J 字文の描線、 施 文ともに横走施文帯のやや下から始まり、 43でも横 走施文帯の下部区画線は

J 字文の部位でも行われている。 41上端には穿孔か見られる。

2 類(44 - 48 ) は縄文帯による描文 を 施 すが、 口 縁の下に縄文帯 を 横走させない ものである。 44 - 48

も同一個体と思われるが、 接合関係は認められない 。 頸部で外反し(47)、 口 縁部か垂直に立ち 上がる

(44) 器形が復元できる。 全体の文様構成については明らかではない が、 縦走、 横 走 する縄文帯は認

められず、 文様の横への連携もみられない。 縄文は細かな L R 縄文で少しず つ丁寧に施文されている。

描文は、 先端が丸 く て太めのエ具で施される。

3 類 (5 1) は 口 縁下の横走 する縄文帯と描文が一体化したものである。 5 1はゆるやかな波状 口 縁で、

波頂部は尖る。 頸部は大き く 外反しながら口 縁部は直立し、 口 縁内面のつばが明瞭にはりだしてい る。

文様帯は口 縁部に集約され、 鉤状 を 呈する。

4 類 (49 · 50 · 52 -58) は横走 する縄文帯、 縦走 する縄文帯かみられるもの。 日 縁端は面取りかな

されてい る。 49 は 口縁部かやや開 く 深鉢で、 内外面にミ ガキ が施される。 口 縁端は面取りかなされ、

その際余り出た少量の粘土が内面に貼り付けられ、 つば状 を 呈 する。 縄文帯には L R 縄文が施され、

描線は縄文施文後に施される。 胎土には雲母か含まれる。 50 も胎土に雲母 を 含み調整等も同ーである

ことから、 49 と同一個体と考え られる。 上下 を 沈線で画した間を 縦位の沈線で仕切 り、 1 つおきに L

R 縄文 を 縦に転がす。 上下の沈線と縄文の前後関係は明らかでないが、 縦の仕切りは縄文施文後にひ

かれている。 上部に横位の縄文がみられることから、 当破片の上には横走 する縄文帯があっ たと思わ

れる。 52 · 53は節の発達しない L R 、 もし く は L r 無節縄文 を 施文してい る。 5 3は横 走 する 3 本以上

の沈線によっ て無文部と縄文施文部が区切られ、 無文部には研磨痕の明瞭なミ ガキ が施される。55 -58

は縦走 する縄文帯 を 有する。 55の L R 縄文以外は、 R L 縄文か用いられている。

5 類 (63) 縄文帯で施描 するが、 1 類- 4 類の中でとらえ られない もの。 63は上部に施文部が微か

にみられるものの、 胴部の大半は無文となる。 L R 縄文を 充埴している。

当群の資料は、 個体数少な く 統計的な処理には不適であるが、 J 字文が認められるもの、 縦走 する

縄文帯はR L 、 その他は L R が主 に用いられているようである。

第 2 群 (59 )

太めの沈線によっ を 描 く が、 縄文 を 充填しない。 点数少な く 、 細分はできない。

- 22 
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1 類 (5 9) は口 縁下に横位に沈線をひいたもの。 若干肥厚し、 口 縁端 は広く面取りがなされる。

第 III期 （第13図～第18図）

後期前葉の土器群。 頸部を無文化し文様帯を口 縁部と胴部に収れんしていくもの、 細い縄文帯で施

文するもの、 細隆線を施すもの等を群別し

第 1 群 (64-82)

頸部を無文化し、 文様帯を口 縁部と胴部に収れんしていくものの う ち 、 外傾もしくは外反する平口

縁の、 キ^ に 口 唇部内面に粘 七帯を貼付けて肥厚させ、 上面に沈線を一条施すものを第一群とした。 沈

線の端を刺突 でおさえ る特徴がある。

l 類 (64 -68 · 80 -82) は突起を有するものである。 さま ざまな形態 の突 起がみ ら れる。 64は、 丸

いつまみ状の小さな突起を付ける。 65 はなだ ら かな山形の分厚い突起の左右を刻み、 三頭の突起を作

出する。 66は突起上面に渦状の沈線をいれてその中心を深く刺突し、 隆起部分を 「 の」 の字状にして

いる。 刺突の状況か ら 、 竹管状のエ具を用いているよ う である。 67 は内側にむか う 嘴状の突起を

る。 突起の左右の面に短沈線を刻 む。 68は右端にこぶ状のなだ ら かな突起がみ ら れるが左の刺突 間は

平縁である。 頸部と胴部の境を分割 する沈線が横走している。 67 も沈線の端に刺突を施さない。 64は

左 側の沈線の端には刺突がみ ら れるが右側にはみ ら れず、 65 は沈線さえ 確認できなかった。 80 · 81 は

突 起部である。 突起部以外の様相は明 ら かでなく、 80 は他時期に属する可能性もある。 突起の上面を

指でおさえ つけて楕円 の面を作出し、 その面と 節の大きなL R縄文を施す。 突 起上部右側が橋

状に伸 ぴるが折損している。 81は筒状の突起部で、 一条 の沈線がめ ぐ る は 4 条 の短沈

線を縦位にひき、 側面にも沈線を施すか、 側面の沈線は口 縁上面の沈線に繋がりそ う である。 胎士が

67 · 76と類似している。 82は渦巻状に隆帯を貼り付けるが、 渦巻の上部がそのまま 口 縁に繋がる。

2 類 (69-79) は突起のみ ら れないものである。 ただし69· 76以外は小片であり、 突 起を有さない

土器の一群が存在することを示 すわけではない。 69は 口 唇部外面に粘土帯を貼り付け、 口 縁上面を外

側にむける。 その面に両端を刺 突でおさめた沈線を一条 ひき、 沈線の区切れ部には突起にかわって刺

点配されている。 沈線の上部には節の大きなR L 縄文が転がされる。 75も外面側 させる

ものである。 口 縁上面に縄文を施すものには71と79があるが、 71は肥厚が発達せず、節の細かな L R

縄文を用い、 浅い沈線が縄文施文後ひかれている。 内外面に ミ ガ キ が施されている。 70 には頸部と胴

部の境の分割沈線がみ ら れる。 72は肥厚させないで上面に深い沈線を施し、 沈線の区切れ部に凹点を

配する。 この部位には粘土を足してわずかに高く肥厚させている。 ここか ら 側面に 3 条の沈線を

させる。 77 は上に粘土を足して、 外面は丸く、 内面は段を成して肥厚させている。 外面の肥厚部には
一条の沈線をひき、 刺 突を加え ている。 も刺突が 2 ヶ 所に入れ ら れている。 内外面とも研磨痕

の発達しない ミ ガキ によって平滑に仕上げ ら れている。78 は 口 縁上面に刺突が連続して施されている。

なだ ら かな波状 口 縁を呈する。 79は口 縁上面に沈線はみ ら れず、 L R 縄文を施すのみである。

第 2 群 (60 -62· 83-92)

第1 群の胴部片と考え ら れるものである。 口 縁部片と胴部との接合資料が欠如しており、 その関係

が明 ら かでないことか ら 別に群を設定した。 胴部文様によって4 類に分類した。

1 類 (83-85) は直線的な描線で文様を描くもの。 8 3 · 84は球形にはりだす胴部である。 2 本の描

- 24 



98 

〗へこ滋

ss

り
月
月
月
日い

イi

＼
／
 

、←
,
9

,’乏，三-9
 
,

}
 

ヽ i
‘

＂
 

ロ
i
｀

琴，＂
f ＇

{〗

f
ご’

9

:
t[

＇

gl

汀



線に よ る 帯状の文様 を 、 高 さ を く い違わせて む か い あ う よ う に 配す る 。 85は 直線的な胴部 で、 83 · 84

同様横走す る 描線 と 斜め に 垂下 す る 描線 を 基調 と す る 文様 を 描 く が、 帯状 に は な ら な い 。 左の描線内

に は 、 節 の粗い L R 縄文 を 充損 し て い る 。

2 類 (60 -62 · 86-88) は 横 走 ・ 縦走す る 描線 に よ っ て 文様 を 描 く も の。 86は 無文の頸部破片 で あ

る 。 胴部 と の境に 沈線 を 横走 さ せ る 。 内外面に ミ ガ キ を 施す。 87は 胴部の上部片 であ る 。 頸部 と の境

を 2 条の沈線が横走す る が、 上の沈線は渦状に 巻 き こ み、 そ れか ら 縦位に 沈線が垂下す る 。 下 の 沈線

は 渦文部で折れて垂下す る 。 88は やや張 り 出 す胴部片。 3 本の沈線が垂下す る が平行では な い 0 60 . 

61 は 胴部 片 であ る が、 胴部は小ぶ り な 土器であ っ た と 思わ れ る 。 縦横に 描文 さ れて い る が、 小片 多 く

文様の構成 は 明 ら か では な い。 62は 胴部 片 であ る が、 内面に は 2 条 の隆帯が弧状 に施 さ れて い る 。 こ

の 隆帯 は ナ デに よ り 断 面三角 形 に 仕上げ ら れ る 。 胎 土 は 第 II期 の33に 類似す る 。

3 類 (89 · 90) は 2 本一組の蛇行沈線 を 垂下 さ せ る も の。 ど ち ら も 胴部がゆ る やか に 張 り 出 す 器形

を 呈す る 。 蛇行沈線は カ ー プが尖 り ぎ み に な る 。 90に は斜め に 垂下 す る 2 条 の 沈線 も み ら れ る 。 2 類 ・

3 類の資料 と 、 第 1 群 1 類66の 資料 は 胎土か類似す る 。

4 類 (91 · 92) は やや肩 の は る 胴部 と 外反す る 無文の頸部か ら な る 深鉢 で あ る 。 91 · 92は 同一個体

と 考 え ら れ る 。 口 縁部 は 内側 に 粘土 を 貼 り 付け 肥厚 さ せ、 口 縁端に 面 を 作出 す る が施文は み ら れな い C

胴部に は 沈線 で逆 「 L 」 字状の 区画文が描か れ、 沈線の端が完結せず に 入 り 組み状 と な っ て い る 。 区

画 内 は 無文 と し 、 外側 に 節 の粗い R L 縄文 を 充填 し て い る 。 頸部 と 胴部の境に は 一条 の 沈線 を 横 走 さ

せ て い る 。

第 3 群 (93 - 124)

拡張 ・ 肥厚 に よ っ て 口 縁部文様帯 を 強調す る も の。

1 類 (93- 106) は 口 縁上部 を 逆 「 L 」 字状、 「 T 」 字状に 拡 張 し て 文様帯 と す る も の。 波状 口 縁 を

る も の、 拡張部が一部突出す る も の が 多 い 。 93の文様 は 頸部 に 発達す る が、 逆 L 字状 に 拡 張 し た

口 縁形態、 隆帯に よ る 渦巻文、 刺 突 を 有す る 隆帯 に よ る 施文な ど94 · 95への連続性が認め ら れ る こ と

か ら 当 類に 含め た 。 頸部が外反す る 波状 口 縁で、 波頂部下 に 断面 が三角 形 の 隆帯 に よ る 左巻 き の渦巻

文が描 か れ る 。 頸部か ら 胴部 に は 、 断面 カ マ ボ コ 形 の 隆帯 に 刺 突 を 施 し た 区画状の文様 を 配す る が、

最上部の 隆帯に は 刺 突 が施 さ れ な い 。 隆帯の 脇 は 沈線がな ぞ る 。 口 縁内 面 は庇状に 張 り だ し 、 そ の上

面 に も 刻み を 有す る 隆帯が走 る 。 器壁薄 く 焼成は 良好であ る が、 器面荒れの た め 隆帯 は 剥落が H 立つ。

94 · 95は 同一個体であ る 。 逆 「 L ] 字状の拡張部 に 、 隆帯に よ り 文様 を 描 く 。 渦巻文 に は R L 縄文 を

施 し 、 拡張部の上下 を 区画 す る 隆帯や、 そ の 間 を 斜め に つ な ぐ 隆帯 に は 剌突が施 さ れ る 。 拡張部の上

下端に も 縄文が施 さ れ る 。 96 · 97は 多条の沈線に よ っ て 施文 し て い る 。 96は 拡張部の突 出部であ る 。

98- 105は 「T 」 字状 に 拡張す る 資料。 98は 波状 口 縁 で、 上面 と 外面 に 赤色顔料の 塗布がみ ら れ る 。

101 - 105は 同一個体であ る 。 「 T 」 字状 に 拡張 し た 面 に 、 細 く 深 く 直線的 な 多条 の沈線が施 さ れて い る 。

ゆ る やか な波状 口 縁 と な り 、 波頂部下 か ら 頸部 に 細 隆線が垂下 し 、 細 隆線は 頚部 と 胴部の境界で横 走

す る 。 細 隆線の両脇 は ナ デに よ り 断 面三角 形に し あ げ ら れ る 。 106は 横 走 す る 細隆線の下に L R 縄文 が

横位に転が さ れて い る 。 縄文の上部 は細 隆線脇のナデに よ り 消 さ れて い る 。 98- 105 と 同一 区域で 出 士

し 、 胎 土 も 類似 し て い る 。

2 類 (107- 115) は 口 縁外面 を 肥厚 さ せて文様帯 に し た も の。 平 口 縁 を 基調 と し て な だ ら か な 突 出
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部を有するものが多い。 10 7·10 8 は頸部にも施文するものである。 どち らも突出部であり、 厚 く 丸み

をもたせて肥厚させている。 10 7 は縁帯部に重弧文がみえ る。 頸部にも沈線文がみられるが、 折損によっ

て様相は明らかでない。 108 は頂部に深い刻みを入れ、 それを中心に弧文を描 く 。 頸部には沈線を垂下

させる。 10 9·114·115 は、 文様のある頸部片である。 10 9 は L R の縄文を施し、 沈線による逆 「 U 」

字もし く は枠文を並べる。 114·115 は半載竹管を用 いて施文している。 110·111は渦巻文を中心とし

た左右対称の重弧文を配し、 肥厚部の下部には刻みを連続して施す。 肥厚部の下には沈線をひいて文

様帯を強調している。 111は110 と比較して肥厚の度合が弱い。 112は内外面に微かに肥厚させ、 外面に

は縦位の短沈線、 内面上部にはR L 縄文を施す。 113は肥厚部作出するが文様はみられない。

3 類(116-122) は 口 唇部を僅かに肥厚し、 または肥厚させないで屈 曲させることによって斜め上

向きの文様帯を作出するものである。 文様帯には沈線がめ ぐ り、 1 条のもの(118)、 2 条のもの(116·

117·121 ・ 122)、 3 条のもの(119·120) がある。 また、 沈線のみのもの(117) 以外に、 刻 みを施す

もの(116)、 縄文を転がすもの(118-122) がある。 119·120 以外は縄文施文後に沈線をひいている

ようである。 118 は L R 縄文を施している。 121は L R 縄文を施し、 沈線間を磨消している。 122は内外

面にミ ガ キ を施し、 L R 縄文を転がす。 119·120 はミ ガキ が精緻である。

4 類(123·124) は 3 類と同様の文様構成であるが、 内面施文という特徴をもつ。 123は 2 条の沈線

と上端部に刻みが、 124は L R 縄文と 2 本の沈線が施される。 123は内外面にミ ガキ を施し、 口 縁部は

肥厚させずに尖らせる。 124は頸部上端に粘上帯を上乗せするように肥厚させ、 口 縁端を尖らせ内側に

面を作り、 施文する。

第 4 群(125 -144·164)

堀之内式系有文深鉢を当群とした。 総 じ て器壁薄 く 、 調 整も精緻である。 同一個体と思われる資料

が多 く 、 個体数は少ない。

1 類(125 -131)は帯状の文様に縄文を充填するものである。 口 縁部が外反するバ ケ ツ 形の深鉢で、

胎土も類似することから同一個体である可能性もある。 口 縁上部 2 cmほどを無文とし、 その下を文様

帯とする。 文様は曲線的で、 縄文帯は途切れることな く 連結している。 文様帯上端に縄文帯が横走 す

るが、 126·128 のように、 下方へ [ U 」 字状に落ち込む箇所もある。 口 縁内面に 1 条の凹線がめ ぐ る

が、 128 では凹線も同様に落ち込む。 この部位にのみ 口 縁端から凹線上に縄文が施されることから、 何

らかの文様意匠があったと考え られる。 縄文は節のやや細かい L R 原体である。 内外面に丁寧なミ ガ

キ が施されるが研磨痕は発達しない。

2 類(132-141) は刻 みのある隆線が横走 するものである。 隆線の上下を沈線がなぞるもの(134·

136)、 上下の沈線だけで隆帯を貼り付けないもの(133·135) もある。 後者の資料も、 意匠上同類に

含めた。 隆帯上の刻みも、 刺 突(132·138 -140)、 原体を横にして押しつけるもの(136·137)、 短沈

線で刻 むもの(133·135) がある。 132·133·135·139·140 はアサガオ形の深鉢の口 縁部に貼り付け

ている。 当類中、 138·139·140 は胎土 ・ 調 整とも粗 ＜ 、 異質である。 141は刻みを有する隆帯の存在

から本類に含めたが、 口 縁文様帯下を弧状に区画する用 い方は他の資料とは異なっている。 口 縁下に

1 条の沈線を施し、 隆帯との間を文様帯として、 沈線や巻き貝 による刺突と L R 縄文で施文している。

内面・ ロ 縁上部にはミ ガ キ が施される。

3 類(164)は38 J にお いて埋設状態で出土した土器である。 胴部上半に最大径をもち 、 口 縁はゆ る
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やかに内彎する。 S 字状に連結する入組渦巻文を 4 ヶ 所に配し、 むかいあう 2 ヶ 所を

て突出させる。 口 縁に 2 条の沈線が横走している。 1 類- 2 類の土器より一段階古いと

あわせ

られる。

胴部上半の文様部は全体的に縦方向のナ デが施されるが、 沈線施文部には施文に沿った ナ デが施され

る。 こうした ナ デと沈線のきりあいから、 渦巻文の施文→施文部ナ デ→ 3 本沈線による施文→施文部

ナ デ→胴部下半部にR L 縄文とい う 作業順序が復元される。 胴部上半の外面にス ス か付着している。

底部には 2 本越 1 本潜りの網代痕が残る。

4 類 (142-144) は沈線文である。 142は薄手で136と胎土が類似する。 143 · 144は同一個体。 内外

面 ミ ガ キ を施した鉢であろ うC L R 縄文を施し、 描文する。

第 5 群 (152-163)

隆線の両脇がナ デにより断面三角 形に仕上げられた 細隆線によっ を描 く もの。 飛騨地方の宮

田式土器との関連が考え られるものである。

1 類(152-154) は逆 「 L ] 字状に口 縁部を拡張するもので、 第 3 群 1 類の土器にも相 応 する。 屈

曲部に一条の細隆線を走らせ、 拡張部に施文する。 153· 154では弧線を描くが文様の様相は明らかで

ない。

2 類 (155 -158 ) は平口 るが、 155 ·156では突出部がみられる。 細隆線は貼り付け痕が残り、

仕上げはなされていない。 157 は 口 縁が尖り気味に外反し、 158はやや内彎 する。

3 類 (159 -163) は胴部片である。 直線的な器形を早するもの (159 ・160 ) や内彎するもの(161 -163)

がみられ、 文様も縦横に直線的なもの、 重弧文、 蛇行文等バ ラエ テ ィ に富 む。 161· 162は器面 を 平滑

に仕上げている。

第IV期 （ 第19 図～ 第22図）

縄文後期中莱に属 すると考え られる る。

第 1 群 (165 -19 6)

頸部を無文化し、 口 縁部と胴部に、 縄文を伴う多条沈線が横走 するものである。 横 走沈線とともに

配する文様と横走沈線のバラエ テ ィ によって細分した。

1 類 (165 -172) は同心 円 文や重弧文を配するものである。 165 -167は同一個 体で 2 条 の横走沈線

と同心円を中心とする重弧文が描かれるが、 重弧文は 1 条 目 の沈線よりドを区切る。 内外面ともミ ガ

キ が施され、 口 縁直下よりL R 縄文が転がされている0 168 -170 は同心 円 文の一部であると思わ れる。

内外面に研磨痕の発達しない ミ ガキ が施され、 168 には節の細かな L R 縄文、 169 ・170 に は無節のR I 

縄文が施されている。 1 71 ・1 72 は胴部片。 1 71 では、 胴部に横走 する多条沈線か上下二段に分化し、 こ

の同心円と重弧文はそれらをつな ぐ役割も果たしている。

2 類(173·174) は蛇行する多条沈線文が配されるもの。 ど ちらも胴部片で、 1 74は胴部が中位で張

り出し、 一且しぼみなから頸部で再び開 く 器形を

につながる。 上段に4 条の横 走沈線と縄文による

を配し、 J::から 4 条の沈線と縄文による蛇行文を

結んでおさめている。 縄文は L R である。

る。 胴 部上端は有段化しないで、 そのまま頸部

下段に 3 条の横走沈線と縄文による文様帯

させている。 蛇 行文の端は両縁の沈線をまる ＜

3 類 (175-178 ) は蛇行する沈線を配するもの。 1 75 -178 は同一個 体である。 胴上部で張りだし、

31 
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第20図 第IV期 に 属 す る 土器

頸部で一旦 すぱみながら 再び外反 する。 口 縁部はゆるやかな波状を星している。 胴 部文様帯の上端は

有段化しており、 この段と 2 条 の沈線による 2 本 の縄文帯を横走させている。 1 条 目 の沈線は大き く

蛇行しながら 垂下し、 胴下部に配された 縄文を充埴した 2 条の横走 沈線の上の沈線につながる。 ま た 、

蛇行沈線の部位か ら 斜め右下に 1 本の充填縄文帯を走 ら せ、 上下の 文様帯をつないでいる。 縄文は L

R 原体で、 頸部、 口 縁部にはミ ガ キ が施される。

4 類(179 -185) は上下の横走沈線帯が結合していくもの0 1 7 9 書 180 は波状 口 縁の 土器で、 内外面

にミ ガ キ が施される。 波頂部を筒状にし、 上面にも縄文を施している。 縄文を伴う 3 条の 沈線文 か 2

段に配され波底部で結合する。 波 底部において、 上段中位の沈線かS 字を描いて垂下している。 内外

面にミ ガキ を施しており、 縄文はL R である。184は外反 する頸部か ら 口 縁部を直立させて文様帯を画

する。 2 条の沈線と L R 縄文による縄文帯は、 平 口 縁であるが上の 縄文帯が斜めに下がり、 下の縄文

帯と結合する。 結合する箇所には蛇行沈線が配される。 181 ・ 182· 183はゆ るやかな波状 口 縁の 同一個
体である。 頸部外反するが 口 縁部は直立し、 更に波頂部は内彎 する。 口 縁部下部を微かに肥厚させ、

有段化して頸部と区画する。 2 条 の沈線による上下の 文様か波底部で 目 頭状に結合し、 結合部には蛇

行沈線が配される。 182 には L R 縄文が充壌されるが181には充埴されない。 波頂部には、 上段 2 条 目

の沈線を区切る、 縄文を伴 う 文様が配される。 183も波頂部付近の破 片であるが、 文様の形は不明であ
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る。 内外面にミ ガ キ が施される。

5 類 (194 -196) は胴部の全面に縄文を施す も のである。 194 · 195 は同一個 体。 胴 部がゆるやかに

張り、 一旦 く ぴれて頸部か外反する器形である。 胴部と頸部の境に1 条 の浅い沈線を横走させ、 以下

に L R 縄文を施す。 196は胴部か丸く張りだし、 上半で く ぴれ頸部で外反する。 横位のおしびきによっ

て頸部と胴部を区画し、 以下に 4 条の沈線を横走させる。 1 条 目 と 2 条 目 の沈線、 3 条 目 と 4 条 目 の

沈線間を弧線でつなぎ、 L R 縄文を施す。

6 類 (186 -1 93) は小片等のため上記の分類の中でとらえ られなかった も のである。 186 -188 は ロ

縁部片である。 いずれも内彎する器形を呈し、 186は 口 縁を尖り気味にしあげ、 187 ·188 は 口 縁端に平

らな面を も つ。 189 -193は胴部片であるが、 胴 部と頸部の境は有段化する特徴を も つ。

第 2 群 (197 -221 · 225 · 226) 

横走 する沈線を基調とするが、 第 1 群の資料と比較して沈線は多条化している。 頸部は無文帯とし

区画されない。 すべて平 口 縁である。 口 唇部の形状等により分類した。

l 類 (197 -20 2) は 口 縁端を面とする も の。 197 は直線的に口 縁部が開 く 鉢であろ うか。 上面にまで

L R 縄文が施され、 内外面にミ ガキ かなされる。 198 は 口 縁がやや内傾 する。 4 条の沈線を横走させ、

この沈線間に L R 縄文を充堰し、 口 縁頂下には施さない。 破片の下端にも横走 する沈線がみられる。

199 · 200 は同一個体。 L R 縄文を充損した多条沈線が横走・縦走 する。 内外面にミ ガ キ が施され、 外

面に赤色顔料が残る。 20 1 は 口 縁上部を内屈させ、 上面を刻 む。 L R 縄文を施す。 20 2 は 口 縁端の外側

の角 を刻み、 R L 縄文を施している。

2 類 (20 3-212)は口 唇部を尖らせる も の。 20 3は頸部内傾し、 口 縁を開かせる。 器面荒れが著しい

か、 6 条はどの横走沈線と R L 縄文が確認でぎ る。 縄文は口 唇内面に も 施される。 20 4は直線的にやや

開く口 縁で、 R L 縄文が外面と口 唇内面に施されるが、 多条沈線は口 縁よりやや 下に横走 する。 205 ·

20 6 も 直線的にやや開 く 口 縁で、 口 唇部外面に刻みが施され、 つまみ状の突 起が貼り付けられる心 外面

と 口 唇内面に縄文が施されるが、 縄文は節の発達しないR L 縄文か無節のR I 縄文である。 211 · 212

は R L 縄文を用 いた小片で、 211は外面に刻み、 内面に縄文を有する。 20 7 -210 は横走 する 多条沈線は

みられないが、 尖り気味の口 縁内面に縄文が施文されたり口 縁外面を刻む共通性から当類に含めた。

208 -210 は L R 縄文、 20 7 は R L 縄文を用 いる。

3 類 (21 3 -221) は縄文を伴 う 多条沈線を有し、 口 縁を も たない も のについて一括した。 幅広い凹

線も 目 立つ。 221 書 218は上部に刻みがみられ、 218内面の上部に縄文 も 微かにみられることから口 縁に

近い部位であると考え られる。 幅広い凹線が横走し、 221 には R L 、 218には L R 縄文が施される。 213

には縦位の区画もみられるが、 切り合いは横走沈線の方か新しい。 L R 縄文が充填されている。 その

はかの土器片の縄文は、 216が L R である以外はR L である。

4 類 (225·226) は口 縁部が内彎する浅鉢である。 226は口 縁端を細かく刻ん でさ ざなみ状に整形し

ている。 口 縁直 下に沈線を一条横走させ、 13mmはどの無文帯の下に 6 条 以上の多条沈線を横走 させ、

多条沈線内には縄文を充墳 する。 縄文は粗く、 回転の方向は判然 と しない。 1 条. 2 条 H の間には、

右下方向からの刺突か並ぶ。 左端の無文部に縄文を充埴 する文様がみられ、 この下2 条 目 の沈線から

蛇行沈線が垂下する。 225 は器面荒れ著しく、 文様の検討はできない。 使用 する縄文は L R で、 外面に

は赤色顔料が塗布されて い る。
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第 3 群(222-224)

k 式に属 すると られる土器である。 点数は少ないが、 口 縁部から胴部までの接合資料も
得られている。

1 類(222 · 223) は結節縄文を横に転がすもの。 ゆ るやかに内彎する胴部に 3 条の深い沈線を横走

させ、 2 条 日 と 3 条 目 の間に結節縄文を横へ転がしている口

2 類(224) は丸 く 張り出した 胴部が上部で一旦 すばみ、 頸部は外反して開き口 縁部を疸立させる。

ロ 縁は 4 単 位の波状を呈するが、 波頂部は欠損 する。 縄文帯を口 縁部と胴部に横走させる。 口 縁部は

ロ 縁端と沈線による縄文帯と 2 条の沈線による縄文帯が横走し、 波頂部で右と左に開 く 三 日月 状の沈

線に区画される。 胴部は 4 条 の沈線による 2 本の縄文帯が横走し、 波頂部下で口 縁部同様右と左に開

く 三 H 月 状の沈線に区画される。 縄文は 2 本 目 の縄文帯の下にも一部施される。 縄文は L R で、 ミ ガ

キ が疎らに施される。

第 4 群(145 -151 · 229 -244)

第IV期までに帰属 する、 分類から漏れた器種を一括した 。

1 類(145 -151) は第III期第4 群に類する注 口 土器である。 148 · 149 は同一個体。 口 頸部の立ち上

がりに近い部位で、 148 では貼り付けた粘上塊を中心に多条沈線を縦走させ、 粘土塊には刻み状の短沈

線を施している。 150 ·151は口 頸部立ち上がり部の周囲に刻みを有する隆帯をめ ぐ らせる。 151 は沈線

により区画状の文様を描き、150 は縦走 する多条沈線がみられる。145 -147は縄文帯によって施文され

るもの。 いずれも L R 縄文を用い、 外面はT寧な ミ ガキ によって仕上げられている。 147には櫛描沈線

文も一部にみられる。

2 類(229 -236) は櫛描沈線による帯状の文様の両脇を沈線がふち どるものである。 胴部が丸 く 張

り出 す注 lJ 土器か壺形の土器であろ うが、 229 以外は器種の特定はできない。 229 は肩がまる ＜ 張る壺

形の土器である。 口 縁端には 1 条 の沈線と、 両脇に細い工具による刻みを施す。 直立する頸部には斜

格子 目 状に櫛描文が描かれ、 上下を 2 条の沈線で区切る。 胴部もい く らかの文様帯に区切られるよ う

であり、 頸部の直下と肩部に綾絡文とそれを挟む沈線が横走している。 7 条、 幅 9 mmは ど の単 位の櫛

状工具を用いている。 曲線的な文様が 多 く 、 232には先の平坦な工具による刺突 文が丸 く 施される。

234 · 236 は同一個体であ ろ う 。 235 · 236等底部付近は無文とする。 総 じ て外面の ミ ガキ は丁寧に施さ

れている。

3 類 (240 )は胴部中位で屈曲 する注口 土器であろ う 。 屈 曲 部の上に 2 条の沈線とその間に結節縄文

を横走させ、 第I V期第 3 群 1 類と共通する。 外面は ミ ガキ が施される。

4 類(227 ·228) は縄文を施した もの。 227は縄文の上端を区切ることな く ミ ガキ 消している。 L R

縄文を用いている。 228には R L 縄文が施される。

5 類(237-239)は注 口 部である。 238 は外面にミ ガキ 、 内面には口 部先から竹管状のエ具が挿入さ
れた痕が残る。 239 は薄手の短い注 口 部で、 基部には沈線に挟まれた 隆帯をめ ぐ らし、 その上を貝 殻状

のエ具で刻 ん でいる。

6 類(241-244)は内面施文の浅鉢である。 244は口 縁部外側に三角 形に肥原し、 稜を作 出している。

241 ・242の 口 縁はやや波状を呈し、 内面を 4 条の沈線がめ ぐ るが、 上の 2 本 は波頂部に沿って上昇し、

波頂部の口 縁端には凹点を施す。 243は出土地点がやや離れるが244と胎土類似する。
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第 V 期 （第23図～第25 図）

縄文後期後葉に属すると考え られる土器である。

第 1 群 (245 -269 )

外反する頸部をもち 、 口 縁部を逆 「く」 の字形に内屈させ、 この屈 曲 部を中心に施文するもの。 な

だらかな波状 口 縁を呈するものが多い。

l 類 (245) は屈 曲部の上下に施文するもの。 微かに内屈した 口 縁部には丸い工具によっ て縦位に連

続して短凹線がひかれ、 しのぎ状の隆起が残る。 屈 曲部の下には R L 縄文の施される巾広い隆帯と、

それを狭む、 刻みを有する 2 条の隆線かみられる。 縄文帯と隆線の間はナ デられ、 波底部では幅広の

隆帯に縄文を施さず 、 ナ デによって隆帯を三角 形の断面に整え ている。 上下の隆線に施される刻みは

二山の突起を有する何らかの自 然物による。

2 類 (246-252) は 口 縁端から屈 曲 部の間に文様を施 すものである。 246 は 口 縁内面の指おさえと 口

縁端を尖らせる調整によっ て 口 縁部が三 H月形に内弯 する。 断面かまぼこ形の隆帯を縦位に並べて貼

付けている。 247 は屈 曲部に粘土を貼付け三角 形に肥厚させて屈 曲を強調し、 断面三角 形の隆帯を縦位

に貼り付けている。 これら縦位の施文を有する245 -247 の 3 点は、 屈 曲 があまり発達しないとい う 点

でも共通する。 248 は平 口 縁で、 2 条の沈線を横走させ、 1 条 目 の沈線と屈 曲部の間にL R 縄文を施す。

縦に貼付けられた隆帯は口 縁端にかか っ て半円形の突起となり、 突 起頂部には浅い刺突 が施される。

胴部には う ねりの強い蛇行沈線が垂下 し 、 左右に互い違いに横走 する沈線がひかれている。 249 は尖り

気味の波頂部である。 2 条 の沈線の間にL R 縄文が充損される。 波頂部の下には先端の平坦な工具に

よっ て刺突が施され、 刺突部より蛇行沈線が垂下す る。 内外面 ミ ガ キ で仕上げられている。 250 はゆる

やかな波状 口 縁の波底部である。 「つ」の字状に粘土紐が貼り付けられ、 粘土紐の右面のみナ デられる。

2 条の結節縄文が施される。 251 は巾広の半載竹管状工具による平行沈線が横走する。 252 も隆帯が 口

縁端に突出 するよ う に貼り付けられている。 隆帯を境にして枠状に沈線がひかれ、 枠の上下と隆帯に、

先の尖ったエ具による刺突か施される。

3 類 (254-259 ) は屈 曲 部のやや上に1 条の沈線を横走させ、 沈線と屈 曲部の間に施文するもので

ある。 施文は縄文によるもの (254·255·258 ) 、 刺突によるもの (256·259 ) 、 擬縄文によるもの (257)

がある。 257·258は 4 単 位の波状 口 縁で、 波頂部は内側に丸 く 肥原している。 257 の波頂部には擬縄文

を伴 う 3 条の沈線が左右たすき状にかけられ、 258の波頂部には 2 条の 「 ノ 」 の字状沈線の間に縄文が

充填される。 257 の胴部には擬縄文を伴 う 沈線が横走し、 波頂部のほぱ下に何らかの文様があるが折損

のため定かではない。 258は胴部まで接合したが胴部に文様はみられず、全面に ミ ガキ が施されている。

4 類 (253 · 260 · 262) は屈 曲部のやや上に横走する沈線のみを施し、 縄文等を伴わないもの。 253

には弧状の貼り付け文が施されている。 262は胴部が低い位置で張り出し、 頸部が大き く 開 く 三単 位の

波状 口 縁を呈する。 口 縁部の屈 曲 は弱 いが、 内側に粘土を貼付けて丸く肥原させ、 内側のみ屈 曲を明

瞭に出している。 波頂部には沈線の縦走 する縦位の貼り付け文が配される。 胴 部に文様帯はみられな

い。 外面にはミ ガキが丁寧に施されるか、 器壁に剥落が発達している

5 類 (261·263-265 ) は、 口 縁部を屈 曲させるものの沈線も何も施さないもの。 261 は 口 縁部内屈

し たあと再ぴクラ ンク状に立ち 上がるものC 内側は丸く仕上げられている。 内面にミ ガキ が施される

か、 内面器壁には剥落がみ ら れる。 263は 3 単位の波状 口 縁。 外面は疎 ら なミ ガキ 、 内面は密なミ ガキ

-- 38 � 



•' 
·1· .·, ·y·.. . ,- ;-·, ― 

ぃしが\ ,. に）- � 
こ． ゾ-�·ヽ.•

247 

/249
 

(〗+

8●i↑f心 ．
t

～ゞi

9>
＂

『

•
i

r

 
••
 
'、..

4

丁
出 、
"
T

〗
二，

こ

？
互
4

、

\
/

 

そ·�
こ「

94

戸[

l246
 

"
，

4
1

,' ,
1’

 '‘9.
 

i

ぶ
． ‘

で
‘ .

f.

鼻.
J

令
：

.
＂

 

J
 

9.-
.

,＇
．

 

、
'
り

·t
,

『.,
2,

}�x:A
 

` ｀

.

i
?
；

＼
 

も
g'

為
が

、べ{

P

·い ,·,

、

i

ク‘
[
'
T" '

f、
`

?'

、 ．、
が

T

少
｀ ，

．
—

＼ ‘

",
＂
イ

討文

' ' ' ' ,, ' ' ... . ', ,- . , . ヽ ：、‘
ふ ,, ' ヽ. ·.-: _ : · ., . '， ＇

， 
I , ; ' . 

, '
. ,, 

が ' ' , .·.., が
, ' ' ' , · ' , · , ,· .. ' .. '  、 ,• ' " . ,、 , , ' "ヽぎ ,- : 、

・' ·""' ·、 "' ' , •, ,＇ 彎 - > �,-、一�"'""'心. ·· '、 ,.,和9、死亡. •• . ,;,.c, . ' 
·-

---
� ベ ＇ が 悶又.,, .

＜ 況 ' ' .. , ', .;..,'}_,_ ' " ' -�:-五べ＾ " "" ' ,c,.,, -./, .. · , ' "."'� ・ _, '... . 、 r. .' . 
. ,  .. ぶ' ' · '. ··,.�-- ' '' ' 

しど、
『； 』 芸£ン,''"'"" '•· ゞ·. :,,、<,, - -·- . .. 

/259
 

、'

.

．．
 
←
•{

 

／
 {

9t�

i
‘•

9、

9
·,

．＂
 

••
 

l
• •

,

 

••
 

‘
i
?
.

9

 

••
 
·
,．

 

9
,'
 

た令ク
砂．

i、L

'
`

＂し
・

[)
ぇ

ダ/9:^
．、

99

},
···

·,
 

〗
255

`、
9

、
-•

少

/J '
｀i

5
,
 

：
254

[
〗

｝
[

f .
�
’
 •••
 

£

-
t'
 

"•
L
-

．一

．

苓
’i·

9̀

f

g

5
[

9』`

`
··

T

 

っ・.
..

'
•
`

 

9

•

1

.
 

[•

9
~ ．

5
 

-
'h

, ＇,
 

『

） ＇
，

·
-
·

}『
、

ご
a
[

f

心 ＾
＂

北 ‘

こ

f
·

ヽ
レJ

251 

-··' -: 今＼

占， 》

248 

日�'斤
，̀
t
咎f-
U"
バ
5

一
夏・t

吐
や
タ・

・

鴫

も
｝．
べ ．

ii••
 ‘
 

256 

／
 

.. . -. . ' . .  . .  . , "こ-·

' . ,.: . · ' . . 
' 

. : ": . 
、 .. .. . ・，．ゞ・ ····· ... ;, . . . - ····-- · .... . 

. - · - -·· 一 .. . . .. —. .  .、,·,, r,.o.
. , ふ.• . ..-. ·

z;.;;.;:-:,c,4字�- ・
... ::, ぶ,;.., ·s,;,.c ・ ご母さ巧

ゞ亭＾ ・ 'C"c-
、. ニ. . .  .. ｀ 、 .. . . . . · ,  . .  

• . . .. ・ . '
.• , ベヤ・ . ' ' へ.'

. . ・ ．・ . ._ __ .. . -・一

. < ' /  _. _ _ : . , ·- · 

'

、し
、・

:
'

252 

260 
' ' 

ヽ ,,, ......... ， ． ，． 疇 •
心 f . . . •  •. ． ， . · ·-

’ ‘ 
• . 

,' ,·  ·. 、 ·. . . 
. ・ . . . ,-.. ，，，'""や!'}<!;,·. .  ペ,... . . . • ・ . w"°' . 、 . 、 .,,;竺 .• .,,, • .  ヽ ， ．0 

， 、 ' " "' ' 細 •, .. ' 
· ,  や,,名鼻疇

·
‘ゞ’、 ’ 。 ·· • , . ' .. , . . . . •· . . ... 、 . '． ．  ．． ，・ ， ． ．． ヽ. .  。 ・・ . . .. . 

· · . ·.: · ヽ·彎．．． ：

;、. . · 
, ," ' ·'、:••心 ·、

. ' .:· . .  ,. , ' ’ ’ゞ ;'-'': .··' , ,,.;., , 、 ’ " ' ク;:,..... ·.、.... •· .- ' '  ' ' 
, .: : . .  -: . :  ' · ·• , .. , . . . . . ·: 

ヽ
.
. ..,.,, が．． ，.｀ ， 、 べ . .., 'i, ・ ' '

：ゞ ，．． ，・ ＇，互 ； ....、＇や' , · . ヽ•

, . :· .  ,. , : . f • .  へ、 . . . ./' 
書 、'

、. . .ゞ; •

’・ ::F: 唸 ．`、ゞ :::,:,,
↓ 『;へ

. . 、·-, ,
� ヽ' ·, , , ., ·"'· 芯 . .. .● ヽ,....:,., -.·, , .,,‘心,,., . ,  ., •• . ぶ" 奴炉.. : ;, . ,  心

＾マ ._• . . ぷ' .ふ ·
和, ·,. ・� な心’ ‘ J 

•. � �』 唸ゞ
‘

' ・.. 彎,,,、 ,•', . 名, .... 
.. > ・.. -

5 

257 

10cm ゜
第 V 期 の 土器

- 39 -

第23図



が施される。 2 65 は波頂部であるが、 単 位数は定かでない。 外面の屈 曲 部より上と内面にミ ガ キ か施さ

れて いる。

6 類 (2 66 -2 69 ) は胴部及び頸部片を一括 し た。 当群の 口 縁部を有する土器で胴部の様相か伺 え る

ものは2 45 · 2 48 ·257 ·258 · 2 61 -2 63の7 点であるか、 胴部にも文様が認め ら れるのは 3 点である。

し かもいずれの資料も文様の様相は明 ら かでな く 、 し たかって 口 縁部と胴部の関連はと ら え ることが

できない。 し たがって 、 当群が属 すると考え ら れる元住吉山式にみ ら れる胴部文様を当類で扱った。

2 66は胴部上半がやや く びれる器形で、 文様帯の上下を2 条ずつの沈線で区切り、 上は1 条で下に凸 の

連弧文を、 下は2 条で上に凸の連弧文を描 く 。 連弧文の間には波形の沈線文を横走させる、 文様帯内

には L R 縄文を充埴 し 、 文様帯より下にはミ ガキ が施される。 2 67 も胴上部が く びれる器形で、 3 条の

沈線を横走させる。 1 条 目 と2 条 目 の間隔は狭 く 、 上に凸の連弧文を描き入れる。 2 条 目 と 3 条 目 の

間隔はやや広 く 、 一段 目 の連弧文と半位相ず ら し て対向連弧文を描き入れて いる。 連弧文は細 く 尖り

気味のエ具で描かれて いるが、 横 走 する沈線の断 面は幅広で浅 く 丸い。 2 68は2 64と同一個 体である。

2 69 は2 66の頸部で、 外面にミ ガキ が施される。

第 2 群 (2 70 -2 78)

巾 広で浅い凹線を数条横走させるものである。 点数が少な く 、 2 70 を除いて胴部小片である。

l 類(2 70 -2 78) 。 2 70 は胴 下部で一旦肩 か張りだ し 、 内屈 し たあと微かに開 ぎ なが ら 直線的に立上

がり、 逆 「 く 」 の字状に口 縁を内屈させる。 4 単位の波状 口 縁で、 波底部に丸い突起をつける。 胴 部

の器壁は薄いか口 縁部はやや厚い。 口 縁屈 曲部と 口 縁沿いに2 条の浅い凹線をひき、 胴下部の肩部と

胴中位にそれぞれ 3 条の凹線をひ く 。 凹 線は巻貝 によるものである。 胴部に施 し た2 段の凹線列 の波

頂部はぱ下に、 枯土を扇状に押 し つけ た痕がみ ら れる。 赤色顔料が内面と外面口 縁部に残る。 口 縁部

内外面はミ ガキ が施される。 2 7 1 -2 74は胴部の外傾 する部位に凹線が施されたものである。 2 71· 2 72

は巻貝 による浅い凹線だが、 2 73はやや深い。 2 74は凹線の間隔がまち まち で、 下の方ほ ど間隔が広が

る。 外面にミ ガキを施 し ている。 2 75 -2 77 は胴部が内屈 する肩部に施されたものである。 2 76·2 77 は

凹線に し て はやや深い。 2 78は壺形の器形で、 凸帯を伴い、 凸帯より上には条痕もみ ら れることか ら 晩

期の所産とも考え ら れる。

第 3 群(2 79 -2 83)

横走 する沈線に縦位の沈線を付加するもの3 やはり断片的な資料 し か得 ら れて いない。

1 類 (2 79 -2 83) 。 2 79 はゆるやかな波 状 口 縁で、 間隔をあけ て 凹線が 3 条 み ら れる。 2 条 目 の凹 線

か ら 上に、 尖った三 角 形の袂りが付加される。 2 81 · 2 83は縦位の短沈線で横 走 する沈線を寸断 する

2 80 は山形 口 縁で、 横走 する沈線か口 縁の斜辺でY字状におさめ ら れる。 内面にも同様の意匠がみ ら れ

るC

第VI期 （ 第25図～ 第2 8図）

縄文晩期に属すると考え ら れる士器群である。
第 1 群 (2 84 - 30 8)

北陸晩期土器と し て と ら え ら れる土器や、 類似 • 共通 する要素のみ ら れる土器をまとめた。

1 類(2 84 -2 88) は玉抱き三叉文を有する土器である。 2 85 は胴部が丸 く 張りだ し 頸部が く びれ、 ロ

- 40 -
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縁部は外へ開 く 器形を呈 する。 8 単位はどの細かな波状 口 縁を呈していたようであり、 一部に残る波

底部の上面は丸 く 押さえ られている。 口 縁部には欠損 する波頂部から沈線か垂 下し、 こ の垂線の間を
一つの単 位 と して、 上が二条、 下が一 条の沈線で対向弧線文が描かれる。 胴上部にも文様帯を設ける。

上部を一条の沈線で区画し、 2 波頂部間を 1 単位 と する間延 びした二条の対向弧線文が描かれる。 弧

線文の境にできた空間に凹 点を配している。 胴上部文様帯下の区画は行われず、 左部では弧線か渦巻

状に垂下する。 口 縁部内面にも凹 線 と 凹点による施文がみられる。 284も285 同様口 縁端が丸 く押さえ

られているこ と からこ の類に含めた。 286 と 287は同 一個体である。 凹 点を挟んだY 字状の三叉文が、

やや斜めに何段も積み重なっており、 文様帯下を沈線か区切る。 288 は Y 字状の三叉文の間に入り組み

状の渦巻文を配する。

2 類 (289 -29 3)は口 縁内面が段をなして肥厚し、 口 縁端に施文する浅鉢である。 289 はケ ズ リ の痕

跡を残すがそれ以外は内外面に丁寧な ミ ガキ を施し、 29 2では器壁の内外面に剥落がみられる。 口 縁端

の施文は隆線、 端を三 角 形にしておさめる沈線、 縄文等によってなされる。 L R 縄文を用いる289 や R

L 縄文を用いる290 · 29 1、 隆線の間に縄文を施す290 、 3 本の隆線を単位 と する289· 290 や 4 本の隆線

を単 位 と する29 2、 半載竹管による平行沈線、 竹管による刺突 文を有する29 2などバ ラエ テ ィ に富む。

3 類 (29 4-308)は沈線 と 列点文による施文のみられるものである。 29 4は胴上部が丸 く 張りだし ロ

縁部は外へ開 く 器形を星 する。 胴 上部に文様帯を設け、 胴下部は 縄文を施しているようであるが、

面荒れのため方 向などは定かでない。 横 走する沈線によって文様帯は 3 つに区分され、 一番上は列点

文 と クラ ンク文、 二番 目 にはクラ ンク文、 一番下に列点文を配し、 胴 下部 と の区画に二条の沈線を施

29 5-300 は 同一個体である。 外反する無文の口 縁端には、 棒状工具を斜めに用いた刻みが施され、

粘土を足して微かな突起を作出する箇所もみられる。 胴部は僅かに張りだし上部を文様帯 と するが、

文様帯は29 4より広 く、 胴部下半までおよぷ。 29 7では横に長い枠文を描 き、 枠の外に列点文を施すよ

うにみえ るが、 299 では異なる様相を呈し、 全体的な構成はわからない。 胎上に径 3 mmはどの小礫を多

く 有し、 器壁の剥落が内外面に 目 立つ。 30 1· 30 2は同一個 体である。 列点文は認められないが直線的

な文様 と器形の類似から当類に含めた。 口 縁の一部に粘土を足して微かな突起を作出する。 L R 縄文

を充填し、 赤色顔料もみられる。 内面には ミ ガキ が丁寧に施されている。 30 3-30 5は壺形の土器であ

る。 30 3· 30 4では沈線の間を 2 列の列 点文が並ぴ、 水平方向 だけでな く 曲線的な文様が描かれる。 30 3

には丸い貼付文が 2 個並んで付けられるが剥落している。 当 調査区出土の土器の中では緻密な胎土、

堅い焼成がきわだった資料である。 30 6 · 30 7は分類上当類に属 するが、 時期・器形は不明である。 30 6

には赤色頻料が付箔 する。 308 は壺形土器で、 3 条の沈線内に刺突を施している。

第 2 群 (30 9 - 349)

浮線文系の土器を分類した。 点数 と しては150 点余が確認されたが、 調査区の広い範囲に分布して

り、 接合率は低かった。 したがって器形が復元 で ぎ る資料は得られなかったが、 推測される器形を元

に細分した。
l 類 (30 9 -312) は浅鉢である と 考え られる。 30 9 · 310 は口 縁内面に段を作出している。 30 9 · 312

には精緻な網状文がみられるが、 311では上部に残存するのみで、 310 にはみられない。

2 類 (313 - 318· 320 · 325 -330 · 339·345 · 347-349) は 口 頸部が反り気味に内傾 するもので、 逆

「 く 」 の字状に屈折 する明瞭な屑を有するものである。 ただし、 348 など肩 の張りが弱いものもみられ、
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3 類との区分は漸移的である。 屈折部が残る も のは11点で、 多くは屈折部に突起を配する。 突起のみ

られない も の (313- 315 ) はいずれ も 小片である。 316 -318 · 320 · 328は連結部を区切る眼鏡状突 起

を有し、 345 · 347· 349 は連結部を区切らない眼鏡状突起を有する。 後者の資料において、 屈 折 部上部

の文様か簡素化する傾 向がある。 屈折部で折損 する資料か多く胴部の様相は断片的な資料しか得られ

ないか、 313 · 320 では胴部の下半が無文となっ ている。 口 唇部は、 内面が有段化する も の。 口 唇部か

外傾する も のかある。

3 類 (319 · 337 · 338 · 340 - 342) は 口 頸部か内彎し、 肩 の発達しない も のである。 340 - 342ではロ

縁上部を波状に拡張するなど誇張し た 文様表現が 目 立つ。 338 は網 状 文の連結部に突起を配 する。

340 - 342は眼鏡状の突起を横に連結するが、 連結部には吸盤状の突 起を配すること も ある。 吸盤状の

突起は 3 類以外にはみられず、 逆に眼鏡状突起の連結部を区切 る も のは当類にはみられない。 口 唇部

内面は段を作出している も のが多い。

4 類 (321) は渦 文系の壷である。 1 点みられるのみである。

5 類 (322 - 324 · 331- 336 · 343 · 344· 346) は小片のため 4 類までに含めることかできなかっ た

料である。 口 唇部の状況は 2 類に準 じ るが、 内面に 1 条の沈線を施すことによっ て段の代替とする も

の (331) 。 外面に粘土を足して段を発達させる も の(335 · 336 ) などパラエ テ ィ がある。 334 - 336に

は流水文的な文様かみられる。

第 3 群 (350 - 357 )

沈線によっ て施描する も のであるC

l 類 (350 · 35 1) は口 縁下に横位の沈線が走る。 内外面にミ ガキ が施されている。

2 類(353 · 354) は小片のた め器形 ・ 文様は不明であるが、 数条の平行沈線によっ て施描されてい
る。 35 3は沈線において折損しており、 沈線は 3 条認められる。 内外面と も 丁寧に ミ ガキ が施されてい

る

3 類 (355 - 357 ) は弧線文を描く も の。 355 は上下を 1 条ずつの沈線で区画し、 2 条の背向弧線文を

描く。 352は355と近接して出土し、 胎土 も 類似する。 356は弧線内に L R 縄文が施されている。 357 は

2 条ずつの沈線で上下を区画し、 上に開 く弧線文を描いている。

第 4 群 (358 · 359 )

半載竹管を押し引いた も のである。

1 類 (358 · 359 ) の 2 点のみである。 出上地点 も 近く、 同一個 体であると考え られる。 ミ ガキ が施

され、 いずれ も器壁内面が剥落している。 胎土には繊維の混入 も みられる。 358は 口 縁部片である。

第 5 群(360 - 377 )

突帯文系土器の一＾群である。 西之山式から馬見塚式にかけての資料が認められるが、 多くは西之山

式と考え られる。 器種は単純な深鉢形、 無突帯の甕、 突帯が付く甕がある。

l 類(360 - 366) は突帯を有する甕である。 突帯がつく資料は素文が多いが、 突帯に刻みを も つ364 ·

365 や O 字状の押し引きか認められる366 は西之山式より時期が下がり、 五貫森 ・ 馬見塚式の資料と考

え られる。

2 類 (367 - 369 ) は突帯を有さない甕である。 367 は尖らせた 口 縁端を刻んでさ ざ波状にしており、

368· 369 は 口 縁端を面とし、 刻みを施している。 これ ら 甕形土器の 口 縁部の調整には貝殻条痕は用い
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られて いない。

3 類 (370 - 377) は深鉢形ととなる も ので、 砲弾形にならずに口 頸部がやや内傾 する資料もみられ

る。 370 - 372では口 縁端に刻 みを施して いるC

本群の土器は貝殻条痕の使用、 突帯の有無などの点で突帯文系土器において は古相を星して いる。

第 VII期 （ 第29図～第31図）

弥生時代以降に属 する も のである。 V 層を中心にIII層からも出 土するか、 III層の形成の仕方を考慮

するならば、 I II層の 資料は下層からの浮 ぎ 上がりとしてとらえ られる。

第 1 群 (381)

遠 賀川 系の土器である。

1 類 (381) の 1 個体か出土したのみである。 逆 「 L ] 字形に開 く 口 縁 の甕であるが、 屈 折部の内面

に粘土を足して原 くし、 ミ ガキ を施して いる。 口 縁端に半載竹管の刻みが付けられる。

第 2 群 (378 - 380 · 382 - 391)

条痕文系の土器を分類した。

1 類 (378 - 380) は樫王式としてとらえ られる。 378 · 379は口 縁下に突帯か横走し、 378には指押さ

え 、 379には袋状指押さえ がなされる。 378 は 口 縁内面に粘土を貼り付けて段を作出し、 口 縁端は押さ

え られて ゆ るやかな波状を呈 する。 379 も 口 縁端を平坦にして いる。 380 は深鉢であろ うか。 上部に補

修孔かみられる。

2 類 (382 - 391)は水神平式として とらえ られる。 382 は水神平の新しい段階に属 するが、 口 縁部が

屈 折するように開 く器形や羽状を呈さない条痕な ど、 遠 賀川 系上器の影響を強 く受けて いる。 38 3 - 387

は同一個体の壷である。 胴部には条痕が粗 く施され、 頸部には波文の条痕と横走 する条痕を交互に配

して 文様化して いる。 施文は下→上の順に施されて いる。 口 縁部は外側へ肥厚し、 口 縁端の上部と下

部に半戟竹管による刺突が施されて いる。 388は横位の条痕と斜位の条痕か交互に施されて いる。 389

は無頸壷。 内面の調整は粗 く、 枯土の継 ぎ 目 が残る0 390 · 391は壷の底部片で、 390 の 内面には何らか

の付着物が残る。

第 3 群 (392 · 396)

沈線文系の土器である。 全て壺形を呈する上器である。 縄文の 有無で細分した。

1 類(392 - 394)は沈線のみで施文されるものである。 392は口 縁部片。 横走 する浅い沈線に、 三角

状の袂りを入れる。 393 · 394は胎土類似し出土地点 も 近いこ とから、 同一個体の可能性も ある。 小さ

めの底部からやや内彎気味に開きながら立ち 上がり、 鋭い肩 をもって カ ー ブの大きな頸部につながる。

口 縁部はラ ッ パ状に開き、 粘土を貼り付け有段化して 頸部と区画する。 口 縁端に山形 の 突起をつける。

ロ 縁部 の 文様は、 基本的には 5 条の 沈線からなるが、 突起下に 1 · 2 条 H の 沈線を区切る短沈線を い
れ、 突起と突起の中間付近に 3 · 4 条 目 の沈線を区切り 2 · 5 条 目 の 沈線をつな ぐ工字状の文様を描

く。 [] 縁内面には 2 条 の 沈線か横 走し、 突起部に 1 条 目 の沈線を区切る短沈線を入れる。 胴 部文様は、

肩 に 5 条の沈線を横走させ、 そ の下に矢羽根状の沈線文と多条 の沈線を縦走させる。 口 縁内面には赤

色顔料が塗布されて いる。 頸部内面の ミ ガキ は粗 く 、 肩部に粘上の 継 ぎ 目 が残る。

2 類 (395 · 396) は節の細かな L R 縄文を施す資料で、 同一個 体である。 胴部は丸 く張りだし、
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第31図 第Vil期の土器

398 

バ圧 399 

O 5 10cm 

部から頸部が内傾 し て 口 縁部が再び匝線的に開く。 ゆるやかな波状 口 縁をなし、 波頂部には枯土を足

して内外に肥厚さ せる。 口 縁端 には 1 条 の沈線が走り、 波頂部には 7 条 ほ ど の短沈線を縦に並べてい

る。 [] 縁部の施文は平行沈線と竹管状工具による刺 突でな さ れる。 口 縁上部には、 波頂部を起点とし

た 下に凸の弧線文が描かれ、 その上部に刺 突が配 さ れる。 その下には両脇に刺 突文をした がえ た 平行

沈線が横走し、 これより上に縄文が施 さ れる。 その下には、 上の弧線文と半位相ずらした 上に凸の弧

線文か描かれる。 頸部との区画は 1 条の沈線と刺突文による。 内面は、 口 縁に沿ってわずかな肥l享帯

を作り、 縄文を施文している。 肩 部は粘土を貼り付けて有段化し、 刺 突 文と 1 条の沈線を横走 さ せる。

内面の ミ ガ キ は外面に比べて雑である。

第 4 群 (39 7 - 399 )

古墳時代に属 する甕である。 397 は丸底である点に布留甕の影聾を感 じ るが、 内面のケ ズ リ か不完全

であるな ど調 整手法は在地的である。 398· 399 は S 字甕である。 口 縁が虹立気味で、 上面には凹 面か

みられる。 頸部外面には細部調整があり、 内面にはハ ケ 目 か残る。 S 字状 口 縁甕の中では古相の特徴

を有している。

第 0 期 （第32 - 第35図）

無文土器や全面に縄文を施す土器など無文系の土器については、 時期を特定し う る資料 も あるか、

時期不明のも のが多く、 時期不定の O 期を設定して一括 し た。

第 1 群(400 -418 )

全面に縄文を施した も の。

1 類(400 -40 4) は結節縄文を縦走 さ せた も のである。 第 I 期に属 する。 地文が無文 と なる も の(40 2)

が 1 点ではかは縄文を地文とするか、 縄文の方向 はいずれ も器面荒れのた めに定かではない。 結節縄

文は地文の上に重ねて施すが、 必ずし も 垂直に縦走せず、 斜めに傾いた り一旦途切れて異なる位置か

ら垂下する も の (400 ) も みられる。 400 は胴上部かわずかにくびれる器形を星し、 径 3 mm大の小礫を

5 1  



胎 土に混和 する。 同一個体と思われる資料が近接して出士するが、 それによると結節縄文は底部近く

にまで施されているよ う である。

2 類 (405-413) は縄文のみが施された も のである。 405 は波状 0 縁で、 内 湾 する口 縁の上端力會ゞ内 面

に尖るよ う にして張り出している。 こ う した 口 縁の形態や胎 土は、 第 II期第1 群の七器に共通する も

のである。 L R 縄文を施すが、 被熱による器壁外面の剥落か目 立 つ。 40 6 は 口 縁内 面に粘土を貼り付け

て段を設けてい る 縄文は粗い R L を施す。408は幅15 mm ほ ど のL R 縄文を斜めに帯状に施文している。

節が明瞭で、 原体が L { R R であったことか確認できる。 40 9 · 410 は同一個体である。 頸部がやや開

く土器で、 R L 縄文を縦に転がしている。 412 は補修孔がみられる。 縄文は節が明瞭でL { R R 原体を

用いていたことが確認できる。 413は無節のL R 縄文を縦位に施す も のであるC

3 類 (414-418 ) は縄文 ・ 貝 以外の原体を用いた も のである。 414 · 415 · 417は 2 条の細かな筋が 1

つの節をなし、 第II期第1 群41 -43の資料同様オオバコ の穂を原体としているよ う であるC オオバコ

の穂を強く転がすと41-43のよ う な施文となり、 弱 く転がすと414 ·415 のよ う な施文となる。 417 は節

の方向が不揃いで、 回転による施文ではないよ う だ。 416 · 418は原体不明で回転施文であるか ど う か

も 定かでない。 418は416と出土地区は異なるが胎土 も 類似する。

第 2 群 (419 -426)

櫛状工具による描文のみられる も の。 曲線も 交え た描線のみられる も のと縦走 • 横走 する櫛描線の

みの も の、 縦位の櫛描線を全面に施 す も のに分類される。

1 類(419) は曲線 も 交 え た描線のみられる も の。 口 縁部が大きく開き、 口 縁端は平らにナ デられるc

4 条単 位の櫛描線が 口 縁部から幾筋 も 垂下 するが、 中央にみられる櫛描線は右へ屈曲し、 屈 曲 部から

一つ又に櫛描線が付加される。 内 面には疎らなミ ガキ が施される。

2 類 (420 -424) は縦走 ・横走 する櫛描線のみみられる1 の。 420 は 口 縁部である。 縦位の櫛描線を

ロ 縁下の横位の櫛描線かきっ ている。 422 も 同一個体で同様の状況を呈 する。 423にはR L 縄文が横位

に施される。

3 類 (425 · 426) は縦位の櫛描線を全面に施す も の。 同一個 体で、 焼成は極めて良 好である。

第 3 群 (427 -441)

無文の土器である。 当調壺区において出土した土器のはとん どは無文の深鉢であった。 口 縁の形態

の特徴的な も のと径が復元で ぎ る も のについて図示したか、 類別はおこなわない。 427 は緩やかな波状

ロ 縁で、 内側に粘土を貼り付け て尖らせるよ う に肥厚させる。 428は大きく外傾 する 口 縁で、 内側の肥

厚かつば状に発達する。 429は口 縁を 「 L ] 字状に内屈させている。 440 は胴上部が一旦くびれ、 頸部

か再び開いて口 縁は逆 「 く」 の字状に内屈 する。 3 単位の緩やかな波状 口 縁を星し、 内 面にはミ ガキ

が施される。

径が復元で き る も のは 口 径30 cmは ど の も のが大半を占 めるが、 437 · 440 など r:J 径20 cm 内外の も のや

439な ど40 cmに近い も の も みられる。器形は胴部上半から頸部にかけ て一旦くびれる も のがはとん ど で

あり、 439は例外的である。 ＜ びれの位憤、 頸部の開き方はさま ざまで、 432のよ う に頸部があまり開

かず、 最大径か胴部にある も の も ある。

第 4 群 (442 -454)

土器底部片である。 底部径の復元が可能な資料は38点で、 う ち 34点か底部径10 cm 士 2 cmにおさまる。
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底部の断面形は底部から壁面をそのまま積み上げるもの(448· 449 · 451 · 452) 。 壁 面内面が底部にナ

デつけられ、 斜めに開き気味に立ち上がるものがあり、 後者には外面もなであげられるもの(443·450 )

と外面はナ デあげ ら れない もの(442· 444-447) かある。

底部圧痕は網代圧痕(442-451 ) 、 葉脈圧痕(452· 453)、 底 部にナ デを施 し たもの (454)、 器面荒

れなどのために不明なものがある。

網代における緯（横） 、 経（縦） は坪井正五 郎の定義 (1899 「 日本石器時代の網代形編み物」 ） に

じ て数 多 く 越え たものを緯とする。 442 · 443は 1 本越え 1 本潜りの網代痕である。 断面の扁平な条と

丸 い条をそれぞれ経緯に組んでい る。 444-446 は 2 本越え 1 本潜りの網代痕である。 当遺跡の網代痕

の確認できる資料の中で、 最も多く確認できるものである。 444·446は経緯に扁平な条を用い 、 445は

緯に丸 い条を用いて、 経条を密に、 緯条を疎に 1 本送りで編み込んでいる。 448-450 は 2 本越え 2 本

潜りの網代痕である。 448 は扁平な条を用い 、 1 本送りと 2 本送りを交互に編み込んでいる。 緯条は 2

方向に編まれている。 449 は経に丸い 条を用い 、 1 本送りと 2 本送りを交互に、 疎に編み込んでい る。

450 は1 本送りの密な編み方を し ており、 織物の綾織りのよ う な斜方向の文様ができる。 447 は 4 本越

え 4 本潜りの 2 本送りで、 450 と同様の文様になる。 やはり密な編みである。 451 は 4 本越え 1 本潜り

1 本越え 2 本潜り1 本越え 1 本潜りの 2 本送りである。 緯に丸い 条を用いている。 452 · 453は菓脈圧

痕がみられる。 452はクズの葉裏面の圧痕が明瞭に残っ てい る。 454は底 面に指ナ デが施されたもので

ある。
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(2) 石器類

今回の調査において12 75点の石器及び剥片• 石核類が出土した。 その種類と点数は 表 1 の通りであ

る。 石器類は ほとんど がv-vn層の縄文時代遺物包含層より出土したが、 い く らかは I · I I 層、 およ

び V層上面で検出した遺構中より出土している。 包含層以外で出土した石器は、 ロー リングのため稜

部が磨滅し、 包含層出土の石器との違いは明らかである。 このことは 、 転 じ て考え れば包含層出土の

石器類が、 プ ライ マ リー な状態に近い状況であったことを裏付けるであ ろ う。 石核 ・ 剥片類から順に

みてい く こととする。

石核 ・ 剥片類（第36 図～第38図）

石鏃等剥片石器の素材作出 のためのチャー ト 岩 ・ 下 呂 石製 （益田郡下呂 町湯 ヶ 峰に産 するデサ イ ト

を下 呂石と通称している。 本報告書で も 学史に準 じ て下 呂 石と称する。 ） の石核は 計9 点出土したが、

剥片数は 計287 点であり、 石核 1 点に対 する剥片の割合は 単純計算 で約31 .9 枚となる。 この数字は、 原

石に近い形から残核までの剥片剥離工程を明らかにすることができた455 -4 6 6 の接合資料をかんがみ

て も 、 極めて多い数字である。 したかって、 多 く の剥片は 調査区外で作出 された も のが持ち込まれた

か、 調査区内で剥片が作出された後、 石核のみ調査区外へ持ち 出されたかである。 ど ちらにせよ調査

区内での剥片作出 作業は 活発では なかったといえ よ う 。

455 - 46 6 は53G ·54Gで出土した石核 1 点と剥片11点によるチャー ト 岩の接合資料である。 節理の発

表 1 勝更白 山 神社周辺遺跡に お け る 石器組成表

石核 （ チ ャ ー ト 岩） 7 

石核 （下呂石） 2 

石核 （粗質安山岩） 5 

剥 片 （チ ャ 卜 2 2 9 

剥片 （下呂石） 5 6 

剥片 （粗質安山岩） 1 0 7 

粗質安山岩分割礫 5 

粗石材製石器 1 1 

石鏃 4 2 

石錐 1 

く さ ぴ形石器 7 

ス ク レ イ パー類 · U F 2 

凹石 1 

磨 ・ 敲石 1 7 

石皿 2 

石錘 3 

磨製石斧 2 

石製土掘具 8 5 0 

石製土掘具調整剥片 2 6 
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達 す る 板状のチャー ト岩亜角 礫を素材としてい る 。 まず、 素材の木口 面に数枚の剥離を施し(A ) 、 そ

の剥離面のバルヴ側を打面にして 3 枚程の剥片を剥離する (B) 。 455 は 、 その際剥離された剥片の 1

点であ る 。 次いで、 Bのエ程の剥離面バルヴ側を打面として456 · 457 · 458 3 枚 の剥片を剥離 す る( C) 。

その後、， Cの剥離面バルヴ側を再び打面として459 · 460 · 461·462を剥離する (D ) 。 459·462の左側

縁は節理面である が、 この節理面での折損は、 剥片剥離後のものである 。 それは460 の剥片の一部が節

理面より突出してお り 、 復元され る 剥離時の石核の形から推測される 。 そして463が剥離される( E ) 。

463は折れのため打点を有さないが、 D の剥離面バルヴ側を打面として剥離されたものであ ろ う 。 その

後剥離面側部等を打面として石核の平坦面を剥離す る 464などの工程( F ) を経て、 最後に自然面を打

面として465等寸詰まりの剥片を木口 面に剥離して(G ) 残核を残す。 また、 457 · 458· 463の背面に

は ごく初期に行われた木口 面を作業面とした剥離の痕跡もみられる 。

残核からは、 自然面を作業面や打面とする F · G の剥離工程のみが復元される が、 接合資料によっ

てA - E の工程、すなわ ち 打面と作業面を交互に交替して剥片を作出していく工程が明らかとなった。

同一の石核におけ る 作業の中で異 な る 剥離方法がとられており、 石核の状況等に応 じ て適当な方法で

剥片が作出されていた様子が読みとれ る 。

このエ程で得られた剥片は 寸詰まりで貝殻状の、 大きさの一定したものであ る 。 しかし胴さは 安 定

しない。 A - E の工程におけ る 剥片は、 旧作業面の稜上を打撃す る ものがはとんどである 名 やや平た

いバルヴをみせる もの、 ツ イ ン バルヴを有する ものもみられ る 。 F · G のエ程で得られた剥片の打点

部は折損しており、 観察できない。 残核は 、 正面では 一面から、 右面では 剥離面を打面とした剥離も

みられ る 。 左面は節理で折損している 。

他のチャー ト岩を用いた石核も、 剥片を素材としたもの、 分割礫を素材にしたもの、 原石を素材と

したものがあ る が、 いずれも一枚 の自 然面 ・ 剥離面を打面としたものか、 打面と作業面を交替する も

のである 。 これらの残核に残る 剥離面も寸詰まりの貝殻状を呈してい る 。

467 は 下 呂石の厚手の剥片を素材とし、打面部を除いた全周の表裏で打面と作業面を交替しながら剥

片剥離をおこなっ た残核である 。節理面は観察され る が自然面は 残らない。 原石は 小さくとも1 ,000 g 

以上の大 ぎ さが想定される 。 素材となった剥片の打面は平坦な剥離面で、 打痕が複数みられ る 。 剥片

作出面のバルヴは 、 左側 縁 は正面側に、 右側縁は衰面側に主に残る 。 また、 正面での左・右側縁のき

りあい関係は 求められなかっ たものの、 裏面において左側縁 では右側 ）の剥離が右側縁（裏 面

では 左側） の剥離をきっ ている ことがかろ う じ て確認できた。 これらの新旧 関係から、 右側縁正面で

の作業→右側縁裏面での作業→左側縁裏面での作業→左側縁正面での作業とい う よ う に剥離 は 進み、

最後に末端部正面・裏面の順で剥離が行われ る 。 得られ る 剥片は やや巾広で貝殻状を呈してい る 。 旧

作業面の稜部を打点として剥片を作出してい る 。

471-47 4 は 下 呂石の石核 1 点と剥片 3 点の接合資料である 。 角 礫か亜角 礫であろ う 自然面が残る が、
この自然面に細かな打痕がみられ る 。 打痕は 剥離面には なく、 自然面全面に若干の疎密をもち なから

あ る 。 作為的なものとは考え られないことから、 剥片作出以前の、 転磨の際か運搬の際等に生 じ たも

のであろ う 。 残核は 逆四角錐状を呈しており、 下頂部と一稜部を中心に著しい潰れが発達 す る 。 上面

と側面を作業面とす る 。 側 面の作業面は 全て上からの剥離で、 やや縦長の剥離痕を残す。 上面は周囲

から求心的な剥離をおこない、 剥離痕は 寸詰まりの貝 殻状である 。 バルヴは 全て上面に残っ ており、

- 60 -
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側面での剥片 剥離の後、 上面での作業に移行していっ たことがわかる。 471 は点状打点で、 腹 面は石核

上面の一部にみられる面と同一 であり、 この打撃では剥離が成功しなかっ たものと考え られる。 いず

れかの段階で、 裏面からの加圧により折断されている。 その後もこの不成立の剥離面を除去するため

に表裏から剥離が加え られている。472は側面を作業面として得らえ た剥 片である。 打点部は折 損 する。

左側縁に、 正面から潰れ状の剥離が入る。 473は上面で得られた剥 片である。 末端は ヒ ンヂフ ラクナャ

をおこしている。 この剥片 は側面の旧作業面の稜上を加撃しているが、 上面の他の剥離痕では稜上加

撃はみられない。 471 · 472と石核の接合関係から元来の大きさが推測でき、 上面では作業によ っ て 2

cm程の厚さを減 じ ていると考え られる。

467と471 -474の資料は、 素材、 打面転移のあり方、 打点位置等相違点多いが、 結果的に求心的な剥

片剥離を行っているという点で共通する。

剥片類は接合に関係 するもののみ図示したが、 チャー ト岩も下呂石も、 長幅 3 - 4 cm 内外の寸詰ま

りの縦長、 もしくは巾 広の貝殻状の剥片が主である。

石鏃（第39 図）

42点出土したが、 うち23点について図示した。 裏面に素材の剥離面の残るものは両面について図化

したが、 残らないものは両面図化したものと正面のみ図化したものがある。 断面は厚さが最大の部位

した。 側面図にはエ ッヂの稜線と、 頭部にファ シット状の剥離の入るものはその剥離面を図示し

た。

石鏃の形態的属性の主なものとして、 矢柄との装着方法が反映する基部の形態と、 刺 突 能力と関連

する鏃身部の形態がある。 本遺跡で出土した石鏃も、 この 2 点に着 目 して分類をおこなっ た。

基部の分類

凹 基式鏃 基部か僅かに内彎 するものを凹 基式鏃とした。

有脚式鏃 基部の袂りか深く、 脚 の作りだしが明瞭なものを有脚式鏃とした。 挟り部深度が全長の

1 /10 以上で 3 mm以上のものを有脚式鏃とし、 凹 基式鏃と区別した。 この数値は基部に

挟りの入る石鏃の中で、 袂り部深度が全長の1 /10 以下の一群と、 1 /6程度の一群があ

ること。 扶部1 /6程度の一群の挟部深さは大概 3 mm以上であることから設定した。

有茎式鏃 基部に茎部を有するものを有茎式鏃とした。 また、 胴部が収れんしてそのまま基部とな

る、 細長い柳葉形を呈 するものを柳葉式鏃とした。

鏃身部の分類
無 肩 側縁部が直線的に、 あるいは若干内彎・外反しながら基部に至るもの。 全ての基部分類

に存在する。

有 肩 側縁部の肩 が張っ た形状をもつもの。 鏃身下半部は両側縁が平行かそれ近い形で走り、

上部で角 度を変え 尖部を作りだす。 肩 は鏃身上部に作り出 す。 凹 基式鏃• 有茎式鏃には
みられるが、 有脚式鏃 • 柳葉式鏃には存在しない。

鋸歯縁 側縁部が鋸歯縁状になるもの。 有脚式鏃にのみみられる。

その他破損のため分類できない資料もある。

475 -478は無肩 の凹 基鏃である。 この類の石鏃は10 点みられ、 そのうち 7 点が下呂石製、 1 点は下

呂石とは異なる 安山岩質の石材を用い、 残る 2 点はチャート岩製である。 475 は下呂石製で全面が薄い
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調 整剥離に覆われた精緻な造りの成品 である。 基部の形状 は、 装楕のための扶り と いうより、 逆刺 と

しての機能か考え ら れる。476は下呂石 と は異なる 安山岩質の石材を用いている。 小形であるが原手で、

断面は三角 形を呈 する。 477 は風化の浅い下 呂 石を用いる。 右側縁に頭 部か ら ファ シ ッ ト状の剥離が

入っている。 I層の出土であり頭部は新欠 する。 基部は475 同様逆刺 と しての機能が求め ら れそうであ

る。 478 はチャー ト 岩製で、 他の無肩 凹 基鏃 と 比べて大き く、 調 整も粗い。

479 -48 1は有肩の凹 基鏃である。 こ の類の石鏃は5 点で、 全点が下 呂石製である。 479 は正面基部付

近に節理面が残る。 480 は肩の位慣が中央部付近にあり、 調 整もやや粗雑 である。 48 1にも節理面が残

る。 側縁が若干鋸歯状をなすが、 鋸歯の作出方法が後述する鋸歯縁有脚鏃のグルー プ と は異なり不揃

いである。

482-484は無肩 の有脚鏃である。 こ の類の石鏃は5 点み ら れ、 4 点が下呂石製、 1 点がチャー ト 岩

製である。 482 はチャー ト 岩製。 頭部が折損 し ており、 鏃身部の長さ次第では凹 基鏃の範疇に含まれる

可能性もある。 折れ面の光沢鈍く、 古い折れであろ う。 483は風化の浅い下呂石製で、 両 面に素材面を

残す。 素材の打点は左脚部方向にあり、 剥片を斜めに用いている。 484は鏃身部が細く長く伸び、 調 整

は脚部まで精緻に及ぶ。

485·486は鋸歯縁の有脚鏃である。 こ の類の石鏃は 4 点あるが、 1 点が下呂石製で、 残る 3 点 はチャ

ト岩製である。 無肩 有脚 式鏃 と 比べて細身で脚部も開かない。 形態的な統一性がみ ら れる。 側縁の鋸

歯は裏面の調整剥離のバルヴ部を打点 と するこ と により表裏 のネ ガテ ィ ヴバルヴを菫ねて意図的に作

出されたものである。 48 1の鋸歯縁は、 裏面の稜部を打点 と しており、 調 整剥離の厚さに左右される不

揃いな鋸歯であり、 当類の鋸歯縁 と は異なる。 485 は下 呂 石製である。 表裏に素材面を残し、 素材の打

点は右脚部の方向 にある。 頭部微かに欠損 するが欠損面も風化する。 486 はチャート岩製。 頭部微かに

欠損 する。
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第40図 石鏃の長 さ と 袂 り
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第41図 石 鏃 の 質 量

487 · 488は無肩 の有茎式鏃である。 こ の類の

石鏃は 3 点で、 1 点が下呂石製、 2 点がチャー

ト岩製である。 487はチャー ト 岩製で、

部付近に素材面を残し ている。 素材を横位に用

いているが、表裏の素材面の剥離方向は異なり、

打面転移をおこ なう剥片剥離か、 求心的な剥片
剥離によって得 ら れた剥片を素材 と している。
肩 部は作り出されていないか、 胴部中央付近で

側縁の角 度が若干変化し、 肩 部の兆候はある。

488もチャー ト 岩製で、茎部を作り出している

ものの細身で柳 葉形を呈している。 側縁の数 ヶ
所に、 潰れ状 の部分がある。

489 -49 2 は有肩 の有茎式鏃である。 この類の
石鏃は 8 点 み ら れ、 2 点 が 下 呂 石製、 6 点 か

チャー ト岩製である。489 は肩部がやや不明瞭で

あるが胴部上半 と 下半 の境界辺りで側縁の角 度
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が変化しており、 右側縁上半部は正面側にバルヴが残るのに対して下半部は裏 面にパルヴが残ること

から肩を意識した ものであるととらえ られる。 490 は下 呂 石製。 茎部の調整も丁寧に施されている。 49 1

はチャー ト 岩製。 茎部は両面への大き な剥離で作出されており、 長軸線から斜めに傾 く 。 49 2はナャー

ト 岩製。 表裏に大 き く 素材面を残しており、 剥片を横 位に用いている。 頭部微かに欠損 する。 下 呂石

製の残る 1 点は細身で488の有肩タイ プである。

49 3-495 は柳葉式鏃である。 この類の石鏃は 4 点みられ、 2 点の下 呂 石製、 1 点のチャー ト 岩製に

加え て、 シ ル ト 岩製のものが 1 点ある。 49 3はチャー ト 岩製。 両 面の中央稜部が磨滅している。 他の稜 ・

エ ッヂには磨滅が認められないことから、 使用も含めて人為的なものであると考え られる。 49 4はシ ル

ト 岩製。 基部は折損している。 495 は下 呂石製。 柳莱式鏃の中では幅広であるが調整剥離が全面を覆 う 。

当類の他の資料の最大巾部は鏃身のやや下部に位置 するが、 これは中央付近にある。

49 6は欠損品であり分類はで き なかった が、鏃身 が平行に走ることから有肩 の類であった と考 え られ

る。 頭部付近にファ シ ッ ト 状の剥離か入る。

497 は下 呂石製。 分類基準に従え ば有肩の有茎式鏃に属 するが、 細身で長い鏃身と短かな茎部が特徴

的である。 II層 よ り出土しており、 ロ ー リングのた めに全面が磨減する。 全面を調整剥離が覆い、 素

材面を残さない。 頭部に微かにファ シ ソ ト 状の剥離がみられる。

以上の よ う に形態的な属性から分類した 石鏃を質量との関係からみてみると、 有肩 有茎式鏃が最も

大 き く、 鋸歯縁有脚式鏃が最も小さい。 平均質量で5 倍 以上の開 ぎ がある。 ま た 、 有肩 のものは無肩

のものよ り大 き くなる傾向 にある。 これらの傾向は顕著であり、 当遺跡においてはこれらが有機的な

関係にあったと考え られる。

両 面が調整剥離によ って覆わ れ た 資料が多く、 素材の形状ははとんどわからない。

尚 、 石鏃未成品と考え られる資料は 1 点も出土していない。

石錐（第39 図）
小形のものが 1 点のみ出土した (50 1)。 正面に節理を有するチャー ト 岩の剥片を素材としている。

素材打点は左方向にある。 細長い錐部に細かな調整を加え て、 基部には折りとりなどの粗雑な調整が

なされる面もみえ る。 錐部先端部は磨耗する。

く さ び形石器（第39 図）

相対する二側縁に潰れ状の剥離が発達するものを く さぴ形石器とした 。 チャー ト 岩製が 4 点、 下 呂

石製が 3 点ある。 図示した 3 点は全て下 呂石製である。 499 は裏面上部に主剥離面が残る厚手の剥片を

縦位に用い、 右側縁は らの加圧で折断し、 断面三角 形の縦長の形状にしている。 両 面ともに下

方からバルヴの発達しない大き な剥離面が入る。 上下の潰れは裏面に特に著しい。 500 は角 柱状の く さ

び形石器。 側面は、 主 剥離面• 横からの折断面 ・ 上からの剥離面 ・ 上からの剥離面からなる。 上下の
潰れ稜 は、 十字にね じ れ た 位置 関係にある。 498は刃 部がやや巾広の方形を呈する。 右側縁は下部よ り

バルヴの発達しない剥離が入るか、 左側縁にも潰れ状の剥離が密にみられ、 右側縁裏面にも横からの

剥離痕がみられることから、 左右の側縁も く さぴとして機能していた ものと考え られる。
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ス ク レ イ パー類（第37 図）
スクレイ パーとしてとらえ られる石器は、 468のチャー ト 岩製掻器のみである。 折れ面を打点とした、

バルプの発達しない寸詰まりで厚手の剥片 を素材とする。 正 面端部の左寄りに集中して大小不揃い の

細かな剥離が入る。 刃 先角 は85 度以上の急角 度で、 90 度を超え る剥離もみられる。 また、 正 面 中央を

縦走する稜線と両側縁の基部側に磨減がみられ、 特に中央稜線の基部に顕著である。 スクレイパー類

の少なさは、 当遺跡の性格を表していると い え よう。

微細 な剥離痕 を有 す る 剥 片 （第37図）

469 の 1 点のみ確認されたe 両 面 ボジテ ィ ヴな剥片 を素材とし、 エ ッジを一辺だけ残してそれ以外の

：：：：：： 七を折りとる。 左右は 各一回 の折断によるが、 上部は三 回 以上の折断作業が行わ れている。 くり返

し折断が行わ れるのは、 最初の折 れによってできた角 度が鋭す ぎたためであろ うか。 残された刃部に

は大小不揃いな剥離痕が表裏で観察できる。 バル ヴは正面 の剥離に残り、 裏面には残らない。 これら

小剥離面の切り合い 関係 は不規則 で、 刃 部の側面形もギザギザとなり、 刃 部作出のための剥離と い う

より使用痕である可能性が高い。

粗質安山岩の石核 ・ 剥片 類（第42図•第43図）

当調査区では、 利器の素材としては 適さない石材の条lj片がまとまった量出土している。 その中から

石製土掘具の調整剥離や リ ダク シ ョンにともなうと考え られる剥片を除くと、 10 7 点の剥片が残る。 こ

の剥片 の素材はケイ 酸 度が低く、 割 れ面のザ ラついた、 主に緑色がかかった 安山岩がはとんどである

（本報告書では、 仮に粗質 安山岩と称することにする）。 石製土掘具の素材としても使用される石材で

あるが、 石製土掘具の素材としては小さす ぎ、 他の何らかの 目 的をもって剥離されたものであろ う。

後述する 「粗石材製石器」 も用途の 1 つとして考え られるが、 粗質 安 山岩製の剥片は大きさ、 厚さ等

が多様で、 その 目 的を限定することは難しい 。 使用痕の観察も試みたが、 資料は大なり小なり ヒ ンジ

をお こしてお り、 使用痕としてみとめられそうな小剥離痕はなかった。

今回の調査では用途等の検討はできず、 類例の増加を待つのみであるが、 この剥 片 剥離の特徴につ

いて述べておきたい。 50 2は円 礫の礫面を背面と打面に持つ剥片。 頭部調整ともとれる剥離を施し、 バ

ルヴもバルヴァスカ ー も発達しない。 50 3は角 礫の自然面を背面にもち 、 打面は節理であろ うか平坦な

分割面である。 頭部調整が施され、 バ ルヴァスカ ー がみられる。

石核は 1 点図示した。 50 7 は分割礫を素材とし、 打面を転移しながら不定形な剥片を剥離してい く。

右面の作業では、 打面と作業面を交替して1日作業面の稜部を打撃しているが、 左面の作業は分割面 を

打面として上と下から剥離を行っている。 他にも 4 点石核が出土してい るが、 このように剥片 剥離が

進んだものは本資料を含めて 2 点で、 あとは数枚の剥離を行っただけのものである。 石核の素材は分

割 礫のはか、 円 礫も 1 点みられる。
508 は石核の素材となった分割礫である。 分割 礫は全部で5 点出士してい る。 分割の仕方に規則 性は

認められない が、 相当のサイ ズの原石を素材としたか、 露頭から搬入されたものと考え られる。 一部

に剥片 を剥離した痕がみられる。

図示しなかった資料を含めた観察から、 次のような特徴を指摘することができる。

- 67 -



ゞ

\' 
/ , 1 

ヽ ー
ぐ＜
"'t;� —---

502 

503 

I 
I 

汽
I 

I 506 

-ご三三三ラ 0 5cm 
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①円 礫を素材とすることもあ るが、 多 く は分割 礫を素材 と する。 ②打面• 作業面を固 定しないで転移

しなから 剥片剥離を行 う 。 ③頭部調整が発達 する。 ④バルヴ ・ バルヴァスカ ー は発達しない。 ⑤末端

は ヒ ンジ フ ラクチャーとなるこ と が多い。 ⑥得 ら れる剥片は原さ ・ 大きさ • 形状 と も多様であ る。

粗石材製石器 （ 第42 図）
利器の素材としては適さない石材の剥片に調 整を加え て刃 部を作 出したものを粗石材製石器と 仮称

した。 前述のスクレイパー類との相違点は石材のみであ るが、 利器と なるチャー ト岩 ・ 下呂石製の剥

片でな く 、 こ う した石材を選択 するのは用途等にそれなりの相違が存在することも考え ら れる。 また、

刃 部の剥離はサイズ ・ 切 り合いともラン ダム で、 調 整剥離とも使用痕 と も考 え ら れる。 そこでスクレ

イパー類 と は別 に一括し

50 4は砂岩製剥片の右側縁を 3 回 の折断で整形し、 末端部を刃部としている。 刃 部の剥離は末端部の

全縁に及ばず、 左にやや偏る。 剥離は両 面に入り、 バルヴは正面側に残るが、 切り合い関係は不規則

である。 刃 先部はやや潰れている。 正面の大きな面は剥離面であ るが他の面と比べて磨耗が激しいこ

と か ら 、 石器製作以前の自然為の剥離面と考 え ら れる。 自然面を打面とするがバルヴは発達しない。

50 5は粗質 安山岩製の薄い剥 片を用いる。 2 枚の平坦面の稜部を打撃して剥離しているが、 頭部調整は

行わ れていない。 末端を刃 部 と するか剥離痕は正面側にのみみ ら れ、 中央部に集中して全辺には及ば

ない。 刃 部の剥離は大小不揃いで、 切り合いも規則 的ではない。 50 6 は風化のため白色化する軟質の 安

山岩製で、 亜 円 礫の自然面が背面に大き く 残る。 打面部は折断、 バル ヴ部は剥離によっ て除去されて

いる。 右側縁部にも折断加工が施される。 末端を刃 部 と し、 表裏に剥離か入るむ 剥離は端部の全辺か

ら 側縁の下部にまで及ぶが、 剥離の切 り合いはラン ダムで、 バルヴも表裏にランダム に残る。

これ ら の粗石材製石器の素材について考え てお ぎ たい。 粗石材製石器の素材は、 総 じ て貝殻状の横

長剥片であ る。 これは末端部を刃 部 と するこ と に関連し、 必要な条件であ る。 粗石材製石器の素材剥

片は、 頭部調整を有するものが少ない。 末端部は剥離のため不明確であ るが、 ヒ ンジフ ラクチャー は

発達するよ う であ る。 石材は粗質 安山岩以外のものも少なか ら ずみ ら れる。 前述した粗質 安 山岩の剥

片剥離のあ り方と比較 すると、 共通する点もあ るが相違する点も多い。 したがっ て、 粗質 安 山岩の剥

片をその石材的特徴のみか ら 粗石材製石器の素材として考 え ることは、 はなはだ危険であ る と いわ

るをえ ない。

凹石 （ 第44図）

凹石は1 点出土した。 50 9 は多孔質 の 安山岩の円 礫を用いて、 径50 X 40 mm、 深さ8 mmはどの、 大きな

楕円形の凹み部をもつ。 凹み部は敲打により作出されており、 凹 みの内壁にはアバタ状の凹 凸 か残る

しかし凹みの底面はその凹 凸 が潰れ平坦な面となっている。 裏面は磨痕のため平坦となる。 上面も凹

み部の周囲が平坦面となっ ており、 磨石 と しての機能も有していたよ う であ る。

磨石 ・ 敲石類 （第44図）

この類の石器は使用の痕跡により定義 付け ら れるものであ り、 1 つの礫が複数の用い ら れ方をする

場合には磨石と敲石類を厳密に区分することはできず、 一括してと ら え た。
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今回の調査で出土した磨石 ・ 敲石類は17点あるが、 素材礫の形態と使用する部位か ら 3 類に細分さ

れるC

1 類 扁平な円 礫を用 い 、 上下の平坦な面を使用する も の。 磨石としての機能が主であるが敲打痕

もみ ら れる。 白く風化する軟質の安山岩を主に用い る。 12 点出上した。

2 類 立方体の亜角 礫、 も し くは亜円 礫を用い、 面ではな く角 部・稜部を使用するもの。 主に敲打

痕が残る。 4 点出土した。 石材は、 2 点が白 く 風化する軟質の 安 山岩を用いてい るが、 2

は硬質の安山岩製である。

3 類 多孔質の軟質 安 山岩の円 礫を用い るつ 使用 の痕跡は観察できない。 1 点み ら れ る 。

5 10 は1 類に属 するc 磨面と思われる面をス トライプのトー ン で示したc 表裏両面に磨面、 両 側縁と

上部に敲打痕がみ ら れる。 風化のためか麿面の擦痕は観察できない が、 平滑に い る。 表裏両面

の磨面の中央部に2 ヶ 所ずつ並んで浅 い敲打痕がみ ら れるか、 磨面が敲打痕をきっ ている。 511 も 1 類

に属 する。 表裏と右側面が平滑に潰れ、 風化のためか擦痕は観察できない。 打ち 欠けた所が周囲で数 ヶ

所み ら れるが、 部位・打ち 欠 きの程度等バラバラであり、 人為的な も のか ど う かは明 ら かでない 。

5 12 は2 類に属 する。 角 が丸 くなる程に敲打が進んでいる。 敲 打痕は深 く クラ ッ ク状になっ ており、

平担面に も 鼠歯状の削痕が一部にみ ら れる。 石器製作用のハンマー であろ う か。

3 類は5 1 3の 1 点のみである。 ド ットの ト ー ン で示した部分に砂土か付着している。 何 ら かの使用に

よりこの部分に脂質が付済している可能性 も あり、 石器としてと ら え た。 また、 付着した砂土のため

敲打 ・ 擦痕等使用の痕跡は観察できなかっ た。

石皿 （ 第44図 • 第45図）

2 点出七した。 どち ら も 多孔質 の 安 山岩を用いている。 5 14は深い皿状の凹みを作出し、 皿面は著し

く 石 目 が潰れている。 また、 底面と側面のなす稜が明瞭で、 しか も そ れが周囲をめ ぐ ることか ら 何 ら

かの整形が施されてい る可能性がある。 石質か風化受けやす く観察は困難であるが、 側面にアバタ状

の凹 凸か目 立つのに対して底面は平坦であることか ら 、 側面を敲打したか底面 を擦 っ て整形したので

あろ う 。 半分欠損してい る。 515 は形態の特異な石器であるが、 石 皿としてと ら え た。 55 F 区、 VII層上

面より出土した。 上面の中央部に扶るよ う にして凹みを設け、 そ の周囲の平坦面はやや石の 目 が潰れ

てい ふ 磨 ら れたためであろ う が顕著ではない。 そ のまた周囲を浅い 溝が馬蹄形に巡る。 溝は一端が

掃き出し口 となり、 溝の内部は敲打に よる加I痕がそ のままアバタ状の凹 凸 となっ て残っ てい る。

面の平坦面のよ う に石 の 目 の潰れはみ ら れない。 こ の溝には石皿の磨る機能はなかっ たと思わ れる。

は、 中央部に敲打による浅 く広い 凹 部がみ ら れるか、 そ の周囲の平坦面には磨 ら れた痕跡はみ ら

れない。 よっ て、 当石器を石皿の類としてみる場合、 主に上面が使用されていたと考え ら れる。

さ程発達しない が磨面を有すること。 一端に掃き出し口 が存在すること。 多孔質の 安山岩を使用し

てい ることか ら 、 石llI1に類似する用途があっ たと思われるが、 従来石皿と称されて い る も のとは形態

的に差異か認め ら れる。 そ の最も大きな相違点は、 従来の石皿の使用面は凹 面であるのに対し、 この
石皿では凸面となることである。 石皿の使用法につ い ては、 澄田正一氏等によ り、 堅果類の製粉とし

ての用途か考 え ら れてい ふ たしかに凹み状の摩面は、 製粉には都合のよい 形状である。 凹 面の上で

堅果類を製粉する場合、 生 じ た粉は皿の底部に巣め ら れることか ら 、 調理人の意図する精度に製粉か
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可能なのである。 し かし、 この資料のような凸部を使用する場合、 粉か外へこぱれ出る点で明らかに

製粉には不適切であるとい え る。

そこで、 この形状の違い を、 対象物の違 い か反映したものとしてとらえ てみたい。 凹 状 の石 皿には

不適切で、 凸状の石皿におい て都合のよい対象物として、 芋類など軟質のものが考え られる。 繰 り 返

し 磨ることが不要なものは、 凹 状 の底にたまっ ては作業の邪魔になる。 むしろ外へ流れ出る方が都合

がよいのである。 そう考 え た時に、 磨面を囲み掃 ぎ 出し 口 を有する溝の存在、 溝内面に加工痕が残る

状況、 磨 面の磨耗が発達しないことなどがうま く 理解できるのである。 し か し、 そう解釈 し た際に、

同 時に生 じ る疑問点もある。 根菜類は、 縄文時代後期においても重要なカ ロリー源の1 つであっ たと
考 え られるe その根菜類を磨 っ て利用することかあっ たのかどうかとい うことである。 そう し た料理

法が存在したのであれば、 類似 し た資料が他にもあっ て良 い はずである。 と り あえ ずは、 類例の増加

を待ち たい。

石錘（第45図）

3 点出土 し た。 全て砂岩製の小亜円 礫を素材と し ている。 516は質量88 . 9gと 3 点中極立 っ た大きさ

の石錘である。 左側縁の袂 り 状の素材形態を利用 し 、 右側縁の中央部に裏面よ り 数回 の剥離を施 し た

横軸扶 り の石錘である。 扶 り 部に磨耗がみられる。 517 は17 .1 g で、 長軸を打ち 欠 い て い る。 下端は自

然為の折れ面で磨滅激し く 、 この面から細かな剥離が両面に施される。 上端からも大きな剥離が両面

に入る。 挟 り 部は磨耗か明瞭に確認で ぎ る。 518 は扁平な小礫の長軸両端を打ち 欠 い た15 .6 g の石錘。

下端は潰れ状の剥離である。 紐ずれ等の痕跡は顕著ではない。

磨製石斧 （ 第45 図 ）

519·520の 2 点が出土した。 519は流紋岩を用いた定角 式の磨製石斧である。 両 刃 の刃 部形態を呈 し 、

刃先部は使用のためか鈍い 光沢を有す。 全面に研磨痕がみられるが、 胴部で折損する。 520は角 閃石か

目 立つ安山岩を用いた乳棒状の石斧である。 一部に敲打痕を残すが研磨が全面に及ぶ。 し か し 研磨痕

は顕著ではない。 基部は潰れが顕著である。

石製土掘 り 具（第46図～ 第51 図 ）

従来打製石斧と称される石器であるが、 この時期のものは土掘具としての機能が考え られることか

ら打製土掘具• 石鍬等と称されることもある。 し かし、 打製とい う語を冠する意味は不確かで、 鍬は

農耕を想起させることから、 本報告書では石製以外の土掘具が存在する可能性も

と称することにする。

して石 製土 掘具

当調査区からは850点の石製土掘具が出土 し てお り 、 石器組成の中心をな し ている。 41点の資料につ

いて図示した。 素材の背面側を正面と し 、 側面と、 最大厚を測る部位の断面を図示 し た。 はとん どの
資料は素材剥片を横位に用いているか、 それ以外のものについ ては裏面も図示した。 刃 部の磨耗はそ

の範囲を点線で示した。 磨耗のため剥離痕の観察か困難なものは白抜きで、 かろ う じ て可能なものは

リン グ・フ ィ ッ シャーを点描 し た。 こう し た磨耗は刃 部、 側縁部にお い てエ ッジを丸 く するが、 側 縁

のエ ッジには平坦面を作る潰れ状の痕跡もみられる。 これらを磨耗面と区別するために、 点線の内側
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に点描を施した。
石製土掘具は、 平面形か ら 短冊形 ・ 撥形 • 分銅形の 3 種に分類されるこ とが多い。 しかし、 当遺跡

の資料を概観してみると、 調 整によって形状を意図的に変化させてい る資料は少なく、 はとん ど は素

材の形状かそ のまま反映している。 したがって一部の資料を除 い てそ の形状か ら 整形の意図を読みと

るこ とは難しい。 そ こ で、 石製土掘具につい ては分類を試みない で 「平面形」 「素材の腹面」 「素材の

背面」 「 整形方法」 「使用 の痕跡」 「 リダ ク ション 」といった諸属性につい て図示した資料を中心に概観

し、 傾向をと ら え てい こ う と考 え る。

なお、 5 21 -525 は1 2 V における石製土掘り 資料である。

平面形 に つ いて

い わ ゆ る分銅形といわれるよ う な、調 整によって両側縁の中央部をくびれさせた石製土掘具は5 26な

ど数点にす ぎない。 5 47 ·555 のよ う に、 片側か袂り状になった も の も あるか、 555 は素材打点部を除去

するための剥離が限くなったための も のであり、 くびれ部の作出 を意図した も のではないと考え ら れ

る。 526 の資料は大きな剥離 で全体の形を作った 後、 小さな剥離で整え ている。 刃 部は側縁部に磨耗が

発達するか、 基部は折損してい る。

最大幅が刃 部に位置 する、 い わ ゆる撥形の石製上掘具は30 点程認め ら れる。 そ の う ち いく ら か

材の形状が反映した、 意図しない撥形 も 含まれるよ う だが、 そ の判 別 は 困 難である。 5 27 -5 31 は大小

の剥離等によって撥形の形状を作り出している。 5 27 は調 整が密に幾重に も 施されているが、 刃 部は裏

面から の折れのため残ら ない 。 こ の折れは、 1 回 目 の折れによって斜めに突出 した部分を 2 回 目 の折

れによって除去したよ う に も みえ る こ とか ら 、 意図した折断 である可能性が高い。 5 28 は折断と調 整剥

離に よって撥形の形状を整え てい る。 基部の剥離は刃 部付近の争lj離と比べて原く、 幾 重に も 施される。

裏面の刃 部付近に も 深い 剥離が多くみ ら れるがこ の剥離は薄く、 バル ヴ付近の厚さを減ずる こ とが 目

的であった と思われる。 刃 部に磨耗は観察 できない。 5 29 も 基部付近に折断面を有する。 折断面か ら の

剥離面が他の調整剥離に ぎ ら れる こ とか ら 、 製作の早い段階で折断が施された こ とがわかる。 刃 部微

かに磨耗する。 刃 部近くで折損してい た 接合資料であるが、 各破片はI6m離れた地点 で 出tしてい る。

した がって折損後に移動してい る こ とが明 ら かであり、 堆積時の折れではなく使用時の折れであると

ら れるC 530 は当遺跡出土の石製土掘具中では最大質量の7 38 .0 g である。 531 はややくびれ気味に

胴部で収束 する。 裏面 も 調 整剥離によって素材の面がはとん ど 残ら ない。 刃 部は側縁部の磨耗か発達

する。 こ れら 撥形の石製土掘具は5 30 を筆頭に大 ぎ な も のか多い。 石製土掘具を柄に装済 する際に、 そ

の幅にはある程度の規制が必要となる。 したかって基部だけで も 規制にあわせるた めに、 こ のよ う な

撥形に整形されたこ とか考 え ら れる。

い わ ゆ る短冊形としてと ら え ら れる も のは、 535 ·536や558 な ど 数 多く認め ら れるが、 素材の形状 か

強く反映し、 撥形との境界かあいまいな も の (532 ·537等）、 小判形を呈する も の (548·559 等） な ど

との明確な分類基準を定めるこ とはできなかった。558 は両側縁に大小幾菫に も 剥離を施して細長い1憂

美な短冊形に仕上げ ら れ、 稜部か鈍く磨耗 する。 559 も 幾重に も 剥離を施し、 精緻な長楕円形にしあげ

てい る。 刃 部磨耗するが、 特に両側縁に顕著である。
素材の腹面 に つ いて

532は、 裏面中央基部寄りにみえ る平坦な剥離面を打面として剥離された も の。 特異な横長剥片と も 、
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大きな 板状の剥片から 打撃によっ て折りと ら れたものとも解釈できる。 基部は新しい 欠 損 である。 533

は両面に自然面が残る。 砂岩の亜角 礫を用 いており、 背後の山塊を供給源とする崖錐中にみ ら れる石

材と同質である。 亜角 礫をそのまま原材としたため調 整剥離に適する打角 を得難 く、 両 側縁に敲打に

よる潰れが発達 する。 刃 部は磨耗 する。 534の裏面にみえ る横 位の剥離面はネ ガテ ィ ヴ面で、 桔部に残

る面が主剥離面である。 円 礫の稜に沿 っ た縦位の泉lj離で素材を作出し、 横 か ら 大きく 1 枚 剥離を施し

て厚みを減 じ た後、 周縁に簡 単 な 調 整を加え ている。 刃 部正面側に磨耗が発達しており、 完成品とし

て使用されている。

板状の礫をそのまま利用 したものは533以外に 2 点、 縦長の剥 片を用 いたものは534のみである。 ほ

かは調整剥離によっ て素材面を残さ な い ものと、平坦 な 剥離のため剥離方向か不明瞭 な ものを除い て、

はとん ど は素材の打点を横位に用 いている。 横長の剥片を とする場合と、 大形の剥片 を横位に用

い る場合が考え ら れるか、 横長剥片を素材とするものかはとん ど であると考 え ら れる。 それは裏面の

リ ン グの状況と調整による素材の変形度か ら 推察される。

素材の背面 に つ いて

536 の背面は大き く平坦な 一枚の剥離面である。 右側縁の基部付近に自然面か残る。 両 側縁に浅 い 調

整剥離を施して製品としてい るが、 バ ル ヴ付近はやや深めの剥離が人り摩さを減 じている。 刃 部両 面

に磨耗か著しい 。 535は粘板岩を用 いており、 表裏とも リ ングの発達し な い平坦面である。 刃 部は斜め

に折れているが折れ面も磨耗してい る。 537 は薄手の条lj片を素材としている。 背面は腹面と同方向の剥

離面で、 両 側縁に簡 単 な 調 整を施しているが、 刃 部に使用 の痕跡はみ ら れな い 。 538も薄手の横長剥片

を用 い ているが、 背面に長軸方向の剥離面か2 枚みえ る。 刃 部右側縁を中心に磨耗かみ ら れる。 539 は

調整剥離のために素材面を残さ な い ものである。 平面形は小形であるが断面は分厚い三角 形を呈する。

刃 部は全体的に稜が鈍く磨耗するか肩 部の磨耗が特に顕著である。 540は、 基部付近に腹面と同方向の

素材剥離面がみ ら れる。 刃 部表面側に磨耗面かひろ がるが、 それをきっ て刃 先に剥離か入る。 裏面に

階段状剥離が発達する。 541も腹面には素材面が残るか、 調 整剥離のために背面には残ら な い 。 刃 部は

両肩 部を中心に磨耗がみ ら れるが、 磨耗部をきっ て刃先に剥離か施されてお り 、 磨耗部は刃先にも及

んでいたと思われる。 542は細身で小形の資料であるが、 刃 部は折損し使用 の痕跡は確認でき な い 。 中

央部にみ え る剥離面は素材面であろ う が、 こ の剥離面は腹面の剥離方向とは逆である。

背面構成面のあり方を検討すると、 850点中自然面を有するものは7 27 点で、 約85 . 5% を 占 める。 残

る123点 （約14 . 5%) は 自然面を残さず 剥離に覆わ れるが、 その剥離面は素材の面であるか調整剥離で

あるか識別の困難な ものもある。 その中で535- 538 · 540· 542· 544 · 545 · 551· 555な ど素材面とみ

て間違 い なさそ う な ものを ピ ッ クア ッ プしてみると、 腹面と同方向の剥離面を有するものが多く、 逆

方向の542 ・ 匝交する538な どは少数であ っ た。 自然面の残るものにつ い ては、 533と他 2 点が亜角 礫を

そのまま用 いてい る以外は、 全て円 礫を用 いている。 ま た 、 534は縦長に刹離 し た ためであろ う か、 円

礫の緩やかな稜部を縦位にとり こ んでい るが、 こ れ以外の資料は円 礫の平坦な 面をとりこ んでいる。

礫の曲 面は基部も し くは刃 部付近にみ ら れる。

素材の腹面・背面の観察か ら 、 円 礫の平坦 な 面をとりこ んだ横長剥片を素材とする傾向が看取され

ふ こ う した 円 礫の使用部位の限定や、 自然面を有する資料の頻 度か ら 、 1 つの円 礫か ら 得 ら れる石

製土掘具の素材数はそれは ど 多 くはなかったと思われる。 そ う した こ とか ら 作業効率を考え ると、 石
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製上掘具の素材作出までは河原等の円 礫があ る場所で行われたと考え るのが妥当であ ろ う 。 また、 調

査区において石製土掘具の素材を作出したと考え ら れる石核は全 く み ら れない こ とも、 その可能性を

支持する。

円礫平坦面で横長剥片を作出 する技術的な検討は、 実験等 の試みを経て可能であ ろ う が、 今 回 は成

し得なかった。 ただ、 自 然面を有 する資料が多 く 、 552 の よ う に腹面が内湾 するものもあ るこ とか ら 熱

の利用も考え た。 しかし、 被熱割れと考え ら れる資料は認め ら れなかった。 や はり打撃に よる剥離の

よ う である。

整形方法 に つ い て

528 ·52 9 ·543-545 は整形に折断を用い たものであ る。 543は基部尖状をなすが、 素材の形状を反映

した ものであ り意図した整形ではない。 右側縁に2 枚の折断面と 1 枚 の剥離面を有し、 こ の面より表

裏に調 整を加え てい る。 刃 部は肩部に磨耗がみ ら れる。 544は左側縁に 4 枚の折断面かみ ら れる。 基部

側の2 枚 は裏面か ら の加圧により折りと ら れ、 その後刃 部側に表面か ら の加圧で2 枚の折断面ができ

る。 裏面には折断面か ら の調整もみ ら れる。 表面の基部側の剥離痕は折 断面に 苔 ら れるが、 その リ ン

グのまわ り方か ら 折断で除去した部分はそれ程大き く はないと思われるC 刃 部も折損 するか、 こ れか

意図的であ るか ど う かは不明。545 は板状に剥離された剥片を用 い 、 左側縁は節理面での折断面であ る。

右側縁に2 枚、 基部にも 1 枚の折断面がみ ら れる。 こ れ ら の折断により大体の形を整 え 、 基部の表面

側と右側縁の表裏面に調整剥離を加え る。 そして最後に刃 部作出のための剥離を表裏に施す。 刃 先と

刃肩 に使用痕がみ ら れる。

幅を調 整するために折断を用いる資料は図示したもの以外に 3 点ほ どみ ら れるか、 基部を調整 する

52 9を除いていずれも流紋岩製であ る。 石材に特性かあ るのだ ろ う か。

52 4 · 525 · 5 33 · 546-550 等の側縁部には潰れ状の敲打痕がみ ら れる。 546は両 側縁の所々 に潰れか

み ら れるか、 特に右側縁の刃 部近 く に発達 する。 こ こ は素材の打点があ る部位で、 原 く 、 調整剥離を

施しに く い。 幅を減ずるために敲打を施したと考え ら れる。 刃 先か ら 右肩 に磨耗がみ ら れる。 547も両

側縁に潰れがみ ら れるか、 右側縁打点部に顕著で、 袂り状にな っ ている。 装着 目 的の可能性もあ ろ う

か。 刃 部に磨耗み ら れず 基部は折損 する。 548 は打点のあ る右側縁に広 く 潰れかみ ら れるc 刃 先に潰れ

状の使用痕跡がある。 549も打点のあ る右側縁に潰れが発達 する。 府線的な刃 部であ るか磨耗は両肩部

にみ ら れる。550 は閃緑岩と思われる石材を用いる。 こ の石材を用い るものは当資料の 1 点のみであ る。

やはり打点のあ る右側縁の、 特に打点部位に潰れが発達 する。 刃 先に潰れ状の痕跡がみ ら れる。

側縁部の潰れは装着との関連が考え ら れるか、 当調査区出 土の資料は主に原手の砂岩製土掘具の素

材打点側に発達しており、 潰れ面の作出 が 目 的とい う より整形の一環として考え た方かよか ろ う 。 た

だ し、 こ の潰れ調整が幅を減 じ させるこ とが 目 的であ るな ら ば、 広 い

もできる。
リ ダク シ ョ ン に つ い て

目 的とと ら え る こ と

531 · 5 39· 541 · 551 -554 鴫55 7等の刃 部には、 使用の痕跡をきる剥離痕がみ ら れる。 55 1 は両端とも

刃部として使用各 れているが下端には大きな剥離が施され、 残る部分に磨耗がみ ら れる。 552 は礫面に

沿 っ て内側に反る横長剥片を素 材と し 、 表面側に擦痕が発達 する。 553は両端に刃 部を有する。 靡耗は

両面にみ ら れるが、 特に刃 部の右側縁に顕著であ る。 刃先に剥離かみ ら れるが、 その稜部も磨耗して
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い る。 554 も 両端に刃 部を有する。 両端と も 褒面に磨耗が顕著であるが、 上端は表面に も 磨耗 し た面が

残る。

こ れらの資料のよ う に、 使用の痕跡を き る剥離痕は少なからず認められる。 ただ、 その剥離痕が使

用による も のなのか刃部再生のための リ ダ ク ションなのかその判別 は難 し い。 し か し 、 470 のよ う な リ

ダ ク シ ョンにより作出された剥片 も 少ない ながらみられるこ とから、 リ ダ ク ションは明らかに行われ

ていた も の と考え られる。 470 は線状打面の薄手の剥片で、 素材は軟質の 安 山岩である。 表面頭部に磨

耗の痕跡がみられる。

リ ダ ク ション は主に刃先部に施され、 側縁部に施される例はない 。

使用痕 に つ い て

刃 部が認められる資料は561点あり、 その約75 .5 %にあたる424点に使用の痕跡が認められた。 ただ

し 、 観察は肉 眼による も のであり、 石材によっては使用痕の観察が困難な も の も あるG リ ダ ク ション

も 行わ れており、 実際はより多 くの も のが使用されてい たのであろ う 。 当 調在区からは850 点と多 罷の

石製土掘具か出土 し てい るが、 このよ う な使用頻 度から、 石製t掘具製作作業場ではな く、 使用する

場であっ たと考え られる。

555 は 両端に磨耗みられるか、 上端の刃 部は リ ダ ク シ ョ ン を受ける。 下端刃 部の磨耗は著 し く、 両面

の刃先 ・ 側縁部に及ぶ。 556 は側縁部に磨耗が顕著な例。 557は側縁部に磨耗顕著であるが、 表面の広

い 面で磨耗みられる も のである。

使用の痕跡は535 · 552 · 55 3のよ う な刃 先から垂直に走る擦痕状のも のと、 548のよ う な潰れ状の も

の。 534 · 536 · 555 · 55 7 · 559 等にみられる擦痕 も 潰れ も 発達 し ない磨耗と 3 タイ プある。 その う ち

れか発達する も のは548 の 1 点、 擦痕の発達する も の も 一 部に過 ぎない。 軟質の 安 山岩など石材によっ

ては、 風化により擦痕等観察で き ない 場合 も あるが、 ほとん どが磨耗である。 こ れらの相違の要 因 と

し て、 使用場所等が考え られる。 第9 章に述べる西乙原遺跡出土の石製土掘具は潰れが 目 立つ。 西乙

原遺跡は崖錐堆積物上の遺跡であり、 段丘上にのる当遺跡との立地の違い か使用痕跡の違 い に反映 し

ているこ とが考え られる。 当 遺跡では段丘の複雑な堆積の中で粗砂が帯状に広がる状況から、 一部に

擦痕の発達する資料がみられるこ と も 理解可能である。

使用痕の部位につ い て、 表裏の面に発達する も のと、 側縁部に顕著な も のかみられる。 これらは使

用方法の相違による も のと考 え られる。 表裏の面に発達する も のは鍬タイ プの使用、 側縁部に発達す

る も のは掘り棒タイ プの使用が想定されるが、 実験等による確認が必要であろ う 。 刃先形が直線的な

も のと、 小判形に丸 くなる も のあるか、 刃先形と使用痕部位の相関性は認められなかっ た。

サ イ ズ に つ い て

560 は折損する も のの相 当 の大 き さであっ ただろ う と思われる。 質量• 長さは測定不能だが、 幅 は11

cmと当 調査区最大級の資料であ る3 一方、 539 -542 ·56 1などは小形の石製上掘具である。 第52図 • 第

53図は当調査区出土の石製土掘具の、 折損 し ない計測可能な資料につ い て質畢と最大幅をグラフ化 し

た も のであるが、 質量のバ ラつ き が大 き い 。 一方、 幅のバラつ き は小さ く、 装済の際の規制か働 い た

ことは、 最大幅8 .0 cm 以上の資料17点中8点が撥形を星するこ と （撥形の石製土掘具は、 全部で30 点足

らずと全体の3%程である） から も 推察される。
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※ 背面の項に つ い て。

ネ は 背面 が素 材の ネ ガテ ィ ヴな剥離面に 覆 わ れ る も の。
シ は 背面が 自 然面 に 覆わ れ る も の。
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第 3 節 V 層 上面検出 の遺構

調査区北部では I I 層の水田敷を除去した面において、 南部ではIII層の崖錐堆積物を除去した面で、

それぞれ遺構を検出した。 砂地に掘り込まれた土坑は色調か遺構周辺に滲みだし、 検出状況では自然

為のしみと人為的な遺構との判別が困難なものもあっ た。 そ う したものについては逐ー半裁し、 人為

的な掘り込みとして認められそ う なものを判別した。 土坑は大小のグルー プに大別で き 、 口 径60 cm以

上のものにはS K ナ ンバー を、 20 cm 内外の小土坑には P ナ ンバーを、 北から順に付していっ た。

遺構の様相は区域によ って若干の相違がある よ う である。 調査区を8 グリッドずつ便宜的に区分け

して北から順に見てい く こととする。 尚 、 断面図中のレベルは特別 に記されているもの以外は、 十字

の位置で標高2 15 , 500m である。

9 �16グ リ ッ ド の様相 （ 第54図 • 第60 図）

径20 -140 cmほどの、 大小の上坑・小土坑が散在する。 この区域の土坑埋上は、 暗褐色シル ト 質壌土

である。 小上坑は、 底部からの立ち 上がりが明瞭で底面が平坦になるもの( p 4 攀 p 3) と、 壁面が

開 ぎ 底面丸 く 鍋底状になるタイ プ ( P 10 · P  5 ) がある。 3 基は どの小土坑が並ぶこともあるが、 多

く は規則的には並ばず、 同一列 に両者が見られることもある。 P 4 、 P I Oの埋土中には角 礫か立位で

入 っ ている。

、 径70 cm以上の土坑は比較的形態が揃っている。 土坑の深さ、 底面のレベルにばらつき かある

ものの、 多 く は平底で壁は垂直に立ち上がる タ ンプ ラー形の土坑である。 その中で、 埋土中に礫を伴

う ものか4 基ある。 S K I Oは、 それ よ り浅い S K l l に 切られており、 これらの土坑が時期差をも っ て

存在したことを示している。 S K IOの底面中央には大小の角 礫 ・ 円 礫が凧なるよ う にして入っている。

埋土は均ー でしまりがない。 S K 13は土師皿等の遺物が伴な う 。 埋土の中位から、 大小の円礫 • 板状

の角 礫がラ ンダムに出土した。 礫は土坑中央に向かっ て傾 く 傾 向があり、 土坑内容物の空桐化に伴 う

崩 落 の可能性もある。 礫には被熱赤化 するものもみられる。 特に板 状の角 礫に顕著であり、 すすも付

る。 土師皿等の遺物は、 出土レベルにばらつき があるものの総 じ て礫 よ り高 く 、 遺物が礫のLに

重なることはあっても礫が遺物の上を覆 う ことはない。 レベル的に礫 よ り下にあるものも、 礫 のない

箇所の落ち 込みと考え られる。 したかっ て礫と遺物の前後関係から遺物は埋納されたものとは考え 難

く 、 むしろ 祭礼的な用いられ方をしたものとしてとらえ られる。 出土した遺物は山茶碗 3 点、 土師皿

5 点、 青磁 2 点、 近世陶器 l 点であり、 時期差もあるかそれは上記の様な遺物のあり方から理解で き

る。 山茶碗は 2 点図示した ( 56 5 · 566)。 565は尾張型 の皿である。 直線的な体部を形成し、 口 縁部は

丸 く 仕上げられている。 底部外面に回転糸切り痕と板 目 、 底 部内面に静止指 ナ デ調 整が認められる。

566は尾張型の碗である。 体部は丸みを帯びており、 口 縁部はやや外反する。 また、 外面には煤が付着

る。 青磁は 1 点出土した (567 ) 。 碗の体部破片である。 外面に縞蓮弁文が施されている。 土師皿は

3 点図示した(562 - 564) 。 いずれ も手づ く ね である。 底部は扁平であり、 体部はわずかにつまみ上げ

られることによ り形成され、 口 縁端部は突がり気味に調整される。 562は底部内面の周縁が輪状に浅 く

凹んでいる。 また、 いずれも体部内外面は横方向 に指ナデ調 整され、 底部内外面は指圧痕を丁寧にナ

デ消してある。 S K 19は上坑底部に円 礫 ・ 角 礫か入っているか、 被熱の痕跡はみられなかっ た。

S K 14は、 底部に平坦面 あるものの立ち上かりは不明瞭で壁面 は開 く 。 口 径も150 cmと大 き く 、 深皿
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第55図 17-24グ リ ッ ド 遺構分布図

状を呈 する。 他のタンブラー 形の土坑とは、 やや形態を異にしている。 土坑上面ほぼ一定のレベルで

礫が出土した 。 中央の平坦な円礫は、 上面中央部に何らかの剥落痕が観察でぎ る。 そ の礫の周囲を小

円礫 • 角 礫が囲う。 礫に赤化等の痕跡は看取されなかった 。

17-24グ リ ッ ド の様相 （ 第55図 • 第60 図）

この区域も大小の士坑が散在しており、 タンブ ラー形を呈するものが主体を 占 め、 深さ、 底面のレ

ベルがばらつ くなど 8 -16グリ ッ ド の様相と類似 する。 S K 39 はタンブ ラー 形の土坑であるが、 深さ

80 -90 cmと深 く、 壁面で検出された た めそ の遺構面か水田敷きの直下であることが確認されている。

この区域の土坑の中には 7 基の礫を伴う土坑があり、 そ れ以外の遺構として溝状遺構( S D 1 ) 、 性

格不明 の不定形な遺構( S X 1 ) などがみられる。

S D l は南北に走る溝状の遺構である。 深さ10 cm足 ら ずと極めて浅 く、 両端消 え 人るようにと ぎれ

ている。 このことから、 遺構面は検出面 より高 く、 南北に長 く続い ていたものと思わ れる。 途中 2 カ

所でクランク状に西方へ折れる。 断面は丸底で、 埋土はグライ化した褐灰色のシルト質壌土である。

底部付近には淡褐色砂土がラミ ナ 状に入ることから水路としての機能を持っていたと考 え られる。 底
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第59図 49�50グ リ ッ ド ・ 51�55 グ リ ッ ド 遺構分布図

面 の レベルは12m離れた20 R と23Q でそれぞれ215 .530mと215 .500mで、 わ ずかに北から南へ低く

なっ て いる。

S X l は平面形が不整形で、 長軸 6mと他の 土坑とは形態を異に し て い る。 最下面 には凹 凸 かあ る

が、 暗褐色砂土が堅く し めかた められて平坦面か造られる。 こ の上面には鉄分が沈着 し て いる。 埋土

は グ ライ 化 し た褐灰色シル ト 質壌土である。 埋土かS D l と同質の も の である こ と、 底部か堅く し め

られ鉄分の斑紋がみられるこ とから、 水路に関連する施設であると考え られる。 埋土より山茶碗 2 点、

瀬戸美濃 （連房） 陶器片 が 1 点出 土し て い る。 山茶碗底部破 片 は、 底部外面に回転糸切り痕、 底部内

面に静止指ナデ調 整が認められる。 なお、 高台は欠落 し て い る。 5 70 は鉢である。 断面 台 形 の 高台 を有

し 、 体部下方は丸みを帯びて いる。 全面に灰釉か施されるか、 高台接地面は拭 い 取られて いる。 ま た 、

内 面には銅緑釉が流 し掛けられて い る。

こ の区域におい て 検 出 された 礫を伴 う 7 基の 土坑は、 散在 し て 分布上まとまりはみられない 。 S K

25· S K 34· S K31 は、 土坑下底部に礫がみられる も のである。 S K 30 に も 礫か入るが、 こ の周辺は

崖錐堆積物が厚く、 埋土も 礫 も 崖錐堆積物中にみられる も のである こ とから、 礫が意図的に入れられ

た も のではないと考え られる。 S K 34では円礫 • 角 礫か北西側に偏 っ て ランダム に堆積 し て いる。 S

K 25では底部付近に平坦な割石が出土し 、 同 レ ベルで石製土掘り具1 点と山茶碗 1 点が出土し て い る。

S K31 の 周囲には黒褐色の埋土に崖錐礫が多く人る平面形 ・ 断面形と も 不定形な皿状の土坑 も し くは

落ち込みかあ り、 その間に、 割り込むよ う に し て 掘り込まれて い る。 平面形は隅丸の長方形を呈 し 、

断面形は平坦な底面から壁が開 ぎ 気味なから直線的に立ち上かる。 不定形な土坑内に入る礫は朋錐中
の角 礫である。 S K31 の 埋 土に も 若干みられるが、 両 者の埋土は異なっ て いる。 S K31の埋土は 3 層

に分層でき、 上・中層は炭化物か多く入る褐色シル ト 質士で、 中層には焼上塊 も 混 じ る。 下層は暗褐
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色シルト質壌土で炭化物は混らない。 土坑中央下層上面に、 平坦な円 礫が置かれている。

S K2 3· S K2 6は、 土坑上面に礫を並べるものである。 S K2 3は上面には円 礫が配罹されるが土坑

内には角 礫が 目 立ち 、 礫総数5 7点中円 礫は18点であった。 また、 上面には人頭大の、 大きさの揃った

礫を並べるが土坑内は不統一であり、 外観を意識 し ているよ う にみえ る。 礫は被熱 し て赤化 し てい る

もの、 被熱剥離の観察できるものな どあるが、 赤化礫でも割れ面は赤化 し ておらず、 火 の使用は一 回

性のものであったと考え られる。 割 れ礫の接合も多く確認できるが、 土坑内の離れた 場所の礫同士が
接合するものや完形まで接合できない ものが 目 立つこ とから、 火 の使用後に礫が移動 し てい る こ とか

わかる。 すなわ ち 、 火 の使用は土坑外の場所であったと考え られる。 他の遺構との同時性を検討する

ために遺構間で礫の接合も試みた。 接合関係が認められれば火の使用場所の同一性、 同 時性が明らか

となる。 し か し 、 結局接合関係は認められなかった。 礫は士坑上部で出土 し 、 礫の下から山茶碗片か

出土 し た。 また、 炭化物片が埋土中に散在するが、 焼土は見られなかった。 S K2 6は礫総数70 点、 う

ち 37点が円 礫で、 S K2 3より総 じ て大 ぎ な礫を用いる。 赤化礫はみられない ものの煤が付着 するもの

や被熱剥離の観察されるものな どがある。 炭化物は士坑上部に少量あるのみで、 焼土もみられない 。

礫は 各々が水平の状態で、 土坑底部にまでつまってい る。 伴 う 遺物と し て、 土坑底部より内面にベン

ガ ラ の付着 し た陶器片が出土 し てい る(568)。 水注の肩部片であると考え られる。 外傾気味の体部か

ら丸みを帝びた肩部を形成し ている。 肩部外面には棒状工具による2 条の平行沈線とその間に規則 性

のない格子文が描かれてい る。 体部外面には灰釉が刷毛塗りされている。 S K2 3 · S  K2 6とも、 底部

が垂直に立ち上がるタンブ ラ ー 形を呈する。

S K32 · S  K37は、 土坑周囲を大きな角 礫を立てて囲むものである。 S K 32 にはプ ラ ンに沿わない

礫もみられるか、 そ う し た礫は横位、 斜位で出土 し ており、 崩 落 し たものと思わ れる。 礫28点中円 礫

は 4 点で、 他は崖錐堆積物に見られる砂岩の角 礫· 亜角 礫である。 赤化 し 煤の付着 し た拳大の角 礫か

みられ、 埋土中には爪先大の炭化物片や枯土化 し た灰も目 立つ。 煤は礫の両 面に見られる こ とから、

火の使用の後、 土坑内に設罹されたものと考え られる。 埋土中、 側壁沿いにロー リ ングを受けた陶器

片、 底部近くより土錘が出土 し てい る(571)。 土錘は体部中は ど に最大径をもち 両端は面取り調 整さ

れている。 質量は1 4 .0 g である。 S K 37は土坑西壁を円 礫で、 東壁を割石で囲 う 。 礫に被熱の痕跡は

みられず、 炭化物も少量散在する程度である。 遺物は伴わなかったが、 骨が土坑底部付近より出土 し

ており、 土堀墓であるこ とが確認された。 骨は遺存状態が悪く骨端部を欠 巻 、 骨幹部の緻密質の厚い

部分かかろ う じ て形を保つ程度であった。 長さ1 7 .0 cm、 最大幅2 .8cm、 狭 い部位で2 .0 cm程である。 上

腕骨であると考え られる。

S K2 7からは山茶碗 1 点 (569)が出土 し てい る。 比較的丁寧なつくりで、 体部下半はやや丸みを帯

びている。 高台 は断面逆三角 形の形状を呈 し 、 高台接地面には籾殻痕が付着 し ている。 また、 底部外

面の回転糸切り痕はナ デ消されている。
25-32グ リ ッ ド の様相 （第56図 • 第61図）

2 4グ リ ッ ド以北とは様相か異なってくる。 まず、 小土坑がはとん どみられなくなり、 口 径70 cm以上

で内部が口 径部より広 い フ ラ スコ 形の土坑が新たに表れる。 フ ラ スコ 形土坑の中には列をな し て規 則

的に並ぶものもみられる。
こ の区域では S D 2 - 6 の5 本の溝状遺構か確認された。 S D 2 - 4 は南北方向、 S D 5 · 6 は東
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西方 向に走 り 白 山神社の南で集合し、 東へ流れる。 S D 3 と 4 、 S D 5 と 6 は重なるように流れてお

り、 作 り 替え か行われたものと考え られる。 これ ら の溝状遺構とフ ラスコ 形土坑との切 り 合いか 5 ヶ

所で確認されるが、 いずれも溝状遺構かフ ラスコ 形土坑 を 切 っ ている。 埋土はグライ化した褐灰色土

である。 S D 3 では平坦な底面に褐灰色砂土か敷かれ、 堅くしめ ら れている。 S X l と同様の状況で

ある。 合流地点における セクションから次のような状況が読みとれる。 北から流れてくる S D 3 は最

も広く大きな溝であるが一旦埋没し、 その後は東西の溝の使用が盛んとなる。 S D 5 の部分には開析

と堆積 を 繰 り 返した不整合面がみられ る 。

S K 50 - 53は列 状に並ぶ。 平坦な底部から明瞭な立ち上が り を みせるが、 壁は外に開く洗面器状の

土坑であ る 。 この列の延長上にあるかやや離れる S K48 は、 フ ラスコ 形土坑である。 S K55 - 58 は東

西に 2m 程の間隔で並ぶ。 いずれもフ ラスコ 形土坑の範疇でとらえ られ、 サイ ズも底面のレベルも一

定に揃 う 。 S K63-66と S K67 -70 、 東西に並ぶ 2 列の隣接したフ ラスコ 形土坑列がある。 S K63と

67、 S K64と68がそれぞれにき り 合い 、 S K63-66列か先行することが認め ら れる。 S K 59 - S K62 

は南北に並ぶ。

33�40グ リ ッ ド の様相 （第57 図• 第61図• 第62図）

当区域は崖錐堆積物が全面 を 覆 い 、 それを 除去した段階で遺構 を 検出した。 プ ランは明瞭だが極め

て浅い皿状のもの ( S K86等） もあ り 、 埋土に崖錐堆積物と同質の黄褐色シルト質壌土が入ることか

ら これらの遺構面は崖錐堆積物の上にあっ たと考え られる。 径70 cm 以上の上坑のみが確認されたか、

崖錐堆積物下まで到達しない小さな土坑が検出できなかっ たことに起因 する可能性もある。 形態の明

ら かなものについてはタンブラー 形 ( S K116等） とフ ラスコ 形 ( S K 9 2·9 4·9 3·10 9 等） に分けら

れ る 。 タンブ ラー形土坑の配置はランダムで、 全面に散らばるのに対してフ ラスコ 形土坑は調査区東

部に偏 り 、 列をなして並ぶ。 独立配置のフラスコ 形土坑もあるが少ない。 土坑列の多くは S K9 6 -99 

のように東西に並ぶが、 S K76 - 79 のように南北に連なる ものもみられる。

また、 当区域において石組みの井戸 が 2 基確認された ( S E 1·2 ) 。 どち らも円 礫 を 段々に積み上

げてい る。 礫のサイ ズにはバ ラエ テ ィ あるが、 段の厚み を そろ え るために礫 を 横位に用いたり縦位に

用いた り している。 埋土は黒褐色砂質土で、 他の土坑とは異な り 崖錐堆積物が入らない。 埋土上部よ

り ロ ーリングを 受けた石製土掘 り 具が出土したのみで、 時期 を 特定できる遺物は出土しなかっ た。 基

底部には径40 cm程のやや平坦な円 礫 を 縦位で用いている。 口 径部は円形のプ ランであるが、 下底部へ

行 くにしたがっ て狭くなるとともに方形となる。 S E 1 は深さ150 cm、 上部径85cm、 底部径60 cm。 S E

2 は深さ140 cm、 上部径10 5cm、 底部径60 cm。 段丘構成礫層まで掘 り 抜いてお り 、 底部施設は認められ

なかっ た。 現在、 湧水はみられない 。 S E 2 は上部束壁が崩 落してお り 、 崩 落礫は埋士中～上部にあっ

た。 埋没時に崩 落したもの と 考え られる。

41 グ リ ッ ド ～の様相 （第58図 • 第59図• 第61図 • 第62図）

フラスコ 形土坑列 は 1 列 ( S K 119 -122) 、 単独で 2 基、 いずれもグリッド41列において検出された。

フ ラス コ 形土坑はこれを 南限とする 。 以南においては底部のみ検出されたものが多 く判然としないが、

タンブラー 形が主であっ たようである。 土坑列もみられない。 当区域の西部では小土坑も ポ ツ リ ポ ツ

リみられるが、 規則 的には並ばない 。

調査区の東端において、 骨片・ 焼土塊 を 伴う不定形な落ち込み状の遺構が確認された( S X 2 ) 。 径
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6 m 程で、 不定形な皿状を呈し底面に凹 凸みられる。 水田敷匝下の庫錐面より掘り込まれており、 タ

ン ブラ ー 形の土坑も断面に見え ることから、 時間的には崖錐堆積後、 タ ン ブ ラ ー 形土坑形成以前とい

う位置づけができる。 複雑な堆積状況を呈し、 い くつかの不 整合な面もみられる。 炭化物が F 層以F

の土坑底部に散漫に散らばり、 赤化した焼土塊か底部南半の I 層に入る。 ただし面的に広がるもので

はな く、 出士にレベル差も見られる。 同層、 焼土と分布を同 じ くして骨片 の小片も散漫に出土した。

G 層より陶器片が出土している。

水路の東側、 崖錐堆積物の最下層におい て、 大小の炭化物片、 中部を検出した。 炭化物

片 はおよそ 150 cm X 150 cmの範囲に艇中するか疎密もみられる。 この集中部の東南西三 方を囲む よ う に

く焼けしまっ た焼土塊が出土する。 赤化した焼土塊も一部に分布するものの、 小さ く少ない 。 この
までで炭化物片の広がりはおさまる。 焼上塊、 炭化物片とも相当 のレベル差をもっ て出土して

い るか、 掘り込み等は1半わない 。

水路の西側、 崖錐堆積物の下からは、 3 基の焼七集中部、 小土坑列、 1 基の井戸( S E 3 ) が検出

された。 これらの遺構はV· VI層が落ち込む谷状地形の東でみつか っ てい る。

3 甚の焼土集中部はい ずれも詞様の様相を呈 する。 100 cmから150 cm 四方の範囲 に、 赤化した焼土塊

は散らばるように広がり、 断面でも、 焼士塊が20 cm強の上下幅で、 検出面の崖錐堆積物下層の上とと

もに1覺拌されているようにして広がる。 掘り込みらしい 遺構も伴わない。 炭化物片は焼土部分とは分

布を異にしながら少量みられるが、 水路東の焼土集中部と比べて炭化物片小さ く、 焼土塊も赤化する

など相違点か目

S E 3 は、 上面のみ円礫で覆うか、 以下は

い る石組みの井戸であ る。 平面形は細長い

を横位に用い てやや乱雑ながらも水平に積み重ねて

形を呈してい る。 段丘構成礫層まで掘り抜き、

底部施設はみられなか っ た。 基底部には大きめの角 礫を縦位で用いている。 現在湧水はない 。 埋土は

暗褐色の砂土で、 小 円 礫、 小角 礫を少量含む。 しまりや土色の微妙な違 い等によっ て分層もでぎ るが、

ほ は同質の埋土で埋ま っ てい る。 埋土中より、 ロ ー リン グを受けた石製土掘り具が 3 点出土したもの

の、 時期を特定できる資料は得られなかっ た。 深さ160 cm、 口 径部長軸100 cm、 口 径部短辺80 cm、 底 部

長軸90 cm、 底部短辺75cmであ る

ロ 径20 cm内外、 底部平坦、 底 面レベルはぼ同一の、 形態的にも共通性のあ る小土坑群が検出さ

と考え られ、 規則 的に並ぶように見え るが構築物を想定することはで ぎ ない 。

ま と め

以上V 層上面で検出した遺構につ いて調在区を 5 つの区域に分け、 そ れぞれの区域の様相につ い て

みてきたが、 全体を概観してまとめとしたい。 当調杏区で確認された遺構は、 小土坑2 7 基、 小土坑群

1 ヶ 所、 礫を伴わない土坑 （ フ ラ ス コ 形・ タ ン プラ ー 形） 137 基、 礫を伴う土坑12 基、 溝状遺構5 条 、

井戸 3 基、 焼土集中部 4 ヶ 所、 S X l 、 S X2 等であ っ た。 しかし、 これらの遺構は同時に存在した

ものではな く、 時間的な前後関係が認められ、 土地利用に変遷があ っ たであ ろ う ことが う かかえ る。

遺構面、 切り合い 関係、 埋土等によっ て、 大き く 4 つ の段階に遺構形成時期は区分される。

まず 第一が、 附錐堆積物下を遺構面とする井戸、 水路西の小土坑群、 焼 上集中部の段階である。 井
戸、 小t坑につ い ては埋土に崖錐堆積物が全 く 含まれない ことから、 はすでに埋没
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し てい た ものと考え られる。 こ の段階では生活空間と し ての土地利用が推測さ れる。 また 、 こ の段階

の遺構は、 調壺区南部を中心と し て広かる。

そ し て崖錐堆積物上を遺構面とする一群か続 く。 こ れらに つい ては、 S X 2 がタ ンブ ラー 形の士坑

に 切られるこ と、 溝がフ ラスコ 形の土坑を切るこ と、 タ ンブ ラー 形の土坑とフ ラスコ 形の土坑の埋土

が同一であるこ と、 溝と S X l の埋土か同一である こ とから、 段階 2 - 4 の 3 時期に 区分さ れる。

段階 2 は S X 2 の形成さ れる段階であるか、 他に は同一段階の遺構と し て確認で ぎ るものはな く、

こ の段階の様相に つい てまで言及する こ とはできない。

段階 3 はタ ンブラー 形、 フ ラスコ 形土坑の残さ れる段階であるが、 こ の段階に お い てもタ ンブ ラー

形、 フ ラスコ 形土坑の利用 方法を明らかに する こ とはできなかっ た( S K123等5 甚の土坑を無作為に

選び埋土の水洗選別を行っ た か、 少量の腐植が認められ た のみで機能を検討でぎ るような資料は得ら

れなかっ た 。 タ ンブ ラー形土坑が調杏区の全域に 見られ、 はとんどがランダムに 分布するのに 対 し 、

フ ラスコ 形土坑はグ リ ッ ド25 -41 の区域に 限られ、 列をな し て並ぶものが多い こ とから両者の利用 方

法に は相違点があっ た こ とも考え られる） 。 た だ、 生活域とも水田域とも異なる利用 がなさ れてい た よ

うである。

段階 4 の水路と S X l は、 埋土に グ ライ化 し た土壌か入るこ とから水田耕作に 伴うものであると考

え られる。

以上、 土地利用 の変遷に つい て遺構から見てきたが、 不明瞭な点が多いながらも生活域から崖錐の

堆積等を経て、 い つ し か水田域へと移り変わ っ た こ とは明らかとな っ た 。 し か し 、 い くらかの問題点

も残る。 1 つは 各段階の年代に つい て土坑内の陶器片などは ロ ー リン グを受けた小片である こ とが多

く、 遺構に 確実 に 伴うと考え られる遺物ははとんど認められなかっ た た め、 遺構の帰属時期が不明確

であるこ と。 2 つめは、 調杏区北部で見られた 礫を伴う土坑がこ れらの段階の何処に 位置 づけられる

のかとい う問題である。 こ れらの遺構が検出 さ れた 区域では崖錐の堆積は顕著ではない が、 調査区西

部に 位置 する S K31が切る不定形な落ち 込み中に 崖錐堆積物が見られる こ とから段階 2 以降であると

考え られる。 S K13 · S K26 に 伴う遺物から、 12世紀後半から13世紀の年代が与え られる。

こ れらの礫を伴う土坑は、 その形態、 礫のあり方から 3 種に 分類さ れる。 1 つは土坑下部に 礫が入

るもの、 S K I O · 34·30 · 25 · 19 · 31がそうである。 こ れらの土坑に 伴う礫は角 礫が多 く、 入り方も

ランダムである。 被熱の痕跡は認められず、 遺物 ・ 炭化物も伴わ ない 。 こ の類に あっ て S K 31 は礫の

あり方、 被熱等の面で異質である。 む し ろ 次の類に 近 い 。 2 つめは士坑上部に 礫が敷設さ れた ように

並ぶもの。 S K13 · 14 · 23 · 26かそうである。 礫の被熱は S K13 · 23 · 26 に お い ては明らかであり、

S K14の礫に みられる剥落も被熱の可能性がある。 もう 1 つは土坑壁を礫が囲むものである。 礫 に 被

熱の認められる S K32、 認められない S K37かある。 長方形のプランを呈 し 、 S K 37 では骨片も出土

し てい るこ とから土堀墓である こ とが確認さ れた。 S K32 も S K 37との形態の類似等から火葬墓と考

え てよい であろ う。
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第 4 節 古代以降の遺物

包含層出土遺物

灰釉陶器

皿 (572、 573)

572はやや厚手で丸みを 帯びた体部を 形成してい る 。 573はい わ ゆ る 二月 月 高台 でやや外側 に 開 い て

い る 。 底部外面の回転糸切り痕はナ デ消 さ れており、 体部外面下方はヘ ラ削り調整が施 さ れてい る c

また、 いずれも灰釉が漬け掛け さ れてい る 。 なお、 572は猿投産、 573は美濃産と推定さ れ る 。

碗 (574 - 577)

574、 57 5は体部下方が丸み を 帯びており、 口 縁部はやや外反 し てい る 。 575 は体部外面下方に ヘ ラ削

り調整、 上方はナ デ調 整か施 さ れてい る 。 576は574、 575よりやや体部の立 ち 上がりが強 く 、 口 縁部は

短 く 外反す る 。 577 はやや厚手で高く、 外に 開 く 高台 を 有し、 接地面は丸 く仕上げてあ る 。 また底部外

面の回転糸切り痕はナ デ消 さ れてい る 。 い ずれも胎土が緻密である ため美濃産と推定 さ れ、 灰釉か体

部内外面に漬け掛け さ れてい る 。

広 口 瓶 (578、 579 )

578は頸部片、 579 は底部片である 。 頸部は体部との接合部より外傾気味に立ち 上がり、 中央付近よ

りラッ パ状に 広がる 。 また、 頸部下半はヘ ラ削り調 整、 上半はナ デ調 整が施 さ れており、 内外面とも

灰釉が刷毛塗りさ れてい る 。 底部は断面台 形で庫手の高台 を 有 し 、 高台 内周縁部は輪状に 凹 ん でい る 。

体部外面および高台外面に は灰釉 が刷毛塗りさ れてい る 。

そ の他 (580)

皿の形状であり、 内外面に 灰釉が施さ れてい る 。 口 縁端部を 外傾して面取り し 、 1 

ん で、 また別 の箇所は指でつまみあげて輪花を施 し てい る 。

ラ で切込
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山 茶碗

碗 (581 -583)

581 は 体部下方が丸み を 帯 び、 口 縁部がやや肥厚 し 面取 り 気味に 調整 さ れ て い る 。 582 は 体部外面 の

ロ ク ロ 目 が顕著 であ り 、 口 縁部 は 丸 く 仕上げ ら れ て い る 。 583は 厚 手 の 高 台 を 有 し 、 接地面 に は 籾殻痕

が付着 し て い る 。 581 、 582は 尾張型、 583は 東濃 型 の 山茶碗 で あ る 。

壺 ? (584) 

高 台 は 幅 広 で低 く 、 底部外面 に 回転糸切 り 痕が残 る 。 体部 は 丸み を 帯 び、 立 ち 上が り が強 い 。 体部

外面は ナ デ調整が施 さ れ、 胎 土 中 に 白 色粒が認め ら れ る 。

白 磁

碗 ( 585、 586)

585は IV類の 口 縁部破片 であ る 。 玉縁 を 有 し 、 玉縁直下 は ヘ ラ 状工具に よ り 調整 さ れて い る 。 586は

内 面 に ヘ ラ 状工具に よ り 花文が描かれて お り 、 外面は ヘ ラ 削 り 調整が施 さ れ て い る 。

青 白 磁

合子 (587)

ロ 縁端部は 面取 り し て あ り 、 体部外面 は 丸 ノ ミ 状工具に よ り 横位 と 縦位に 沈線か施 さ れ て い る 。 ま

た 、 口 縁部 内外面 お よ び体部 内 面 は 露胎 であ る 。

古瀬戸

折縁中皿 (588)

体部は やや丸み を 帯 び、 口 縁部 は 外折 し て い る 。 体部 内 面 お よ び 口 縁部 内外面 に 灰釉が施 さ れて い

る 。

瀬戸美濃 （大窯）

菊皿 (589)

体部が花弁状であ り 、 全面に 長石釉か施 さ れて い る 。 花弁 は 指で丁寧 に 凹 凸 を つ け て 施 さ れ た と 推

定 さ れ る 。

天 目 茶碗 ( 590)

口 唇部がほ ば虹立 し 、 口 縁部 は わ ず か に 外反す る 。 全面 に 鉄釉 が施 さ れ る 。

f思利 (591) 

頸部下半は 内傾気味であ り 、 上半 は 大 苔 く 外反す る 。 ま た 、 口 縁端部は ほ ぼ直立 し 、 先端 は ど 器壁

か薄 く な る 。 全面 に 鉄釉 が施 さ れて い る 。

瀬戸美濃 （連房）

柳茶碗 (592)

やや外側 に 開 く 削 り 込み 高 台 を 有 し 、 高 台 脇 の 削 り 幅 は 広 い 。 体部は 直線的 に 立 ち 上か り 、 口 縁部

- 112 ― 
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は内弯気味である。 高台周辺を除 ぎ 灰釉が施され、 体部外面には鉄絵による文様が描かれる。

腰錆湯呑(59 3、 59 4)
い ずれも体部下方は丸みを帯び、 上方はほば頂立する。 体部外面上方には 4 本の沈線が施されてお

り、 59 3はヘ ラ 削り調整により一番 下位の沈線が一部消え てい る。 また、 い ず れも体部外面下半は鉄釉、

それ以外は灰釉が施されてい る。

尾 呂 茶碗(59 5)

体部下半は丸みを帯 び、 上半はほば直立 する。 体部外面のロクロ 目 は顕著である。 口 縁部内外面に

うのふ釉、 体部内外面に飴釉が施されている。

広東茶碗(59 6)

体部は直線的に開 ぎ 、 口 縁部は丸く仕上げられてい る。 全面に透明釉が施されてい る。

灯明皿(59 7)

棧付の受皿である。 棧部はほぼ直立し、 1 箇所が細く切込まれる。 底部外面には回転ヘ ラ 削り痕が

残り、 体部はやや丸みを帯びてい る。 全面に錆釉か施されるが、 底部外面は拭 い 取られてい る。 また、

棧端部お よび体部外面中はどに重ね焼 ぎ 痕が残る。

壺 ? (59 8)  

底部外面に回転糸切 り痕が残り、 体部は直立する。 体部外面はロクロ 目 が顕著であり、 薄く鉄釉が

施されている。

1思禾IJ(599 ) 

体部は全体に丸みを帯 びており、 撫で肩 を呈 する。 全面に灰釉が施されてい る。

乗燭(600 、 60 1)

600 は直線的な体部を形成し、 口 縁部は外反 する。 口 縁部内外面、 お よび体部内面に飴釉、 それ以外

に錆釉が施される。 60 1 の体部は内反り気味であり、 口 縁端部は外傾して面取りされる。 口 縁部内外面、

および体部内面に灰釉が施され、 それ以外は露胎である。 い ず れも底部外面に回転糸切り痕が残り、

底部内面の芯は欠落してい る。

十能(60 2)

皿部と把手からなる。 皿部上半は内弯しており、 端部は丸く仕上げられてい る。 また、 皿部外面は

ヘ ラ 削り調整が施されている。 把手は接合部より端部にかけてラ ッパ状に環状に開く。 皿部内面 お よ

び外面の一部に錆釉が施される。

伊万里

染付碗(60 3)

体部はやや丸みを帯びており、 口 縁部にい たる。 体部外面に草花文が描かれてい る。
染付蓋(60 4)

笠部が浅 い 形状の蓋であり、 外面は青磁釉、 内面は呉須に より斜交線が描かれ、 透明釉が施されて
い る。

そ の他

- 1 14 -
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焙烙 (60 5)

土師質で内面に耳を 有する。 休部は丸み を 帯びており、 口 縁部は肥原 し 、 端部は面取りされ中央が

やや凹む。

土錘 (60 6 -60 9)

いずれも最大径 を 体部中は どにもつ形態である。 また、 60 4以外は両端が未調整である。

小 結

本遺跡か ら は須恵器は出上 し てお ら ず、 灰釉陶器以降の遺物が中心である。 そ し て19世紀まで少量

なから も連続 し て遺物がみ ら れるC 出土遺物総数は31 . 20 個体であり、計測a:iJ能な破片数は318点であっ

た。 I )破片数が少ないため、 算出された数値が どれは ど具体的な遺跡の様相 を 示 すのか疑問が残るが、

遺跡の性格の大要把握 を 目 的とすること を 理解 し てお ぎ たい。

時期の設定は およそ100年を 基本単位と し て10 桐紀初頭か ら 19但紀中頃まで を 10 期に し た。 区分

方法は遺物の出七状況や遺構の切りあい関係な ど は考慮 し てお ら ず、 基本的に出土遺物の 各生産地の

編年的研究に依拠 し ている。 2)以下、 次のよ う に分類 し た。

I期 10 世紀初頭-10 世紀末 （黒笹90 号窯式～

I I 期 11世紀初頭-11祉紀末 （東山72号窯 式 ～ 百代寺様式）

III 期 11世紀末 -12世紀後半 （西坂 1 号窯 式 ～ 浅間窯下 1 号窯 式 ）

I V期 12世紀後半-13世紀後半 （ 丸石 3 ～ 白土原 1 号窯 式 ）

V 期 13世紀後半-14世紀後半 （明和 1 号窯式 ～ 大畑大洞 4

VI期 14世紀後半-15世紀末 （大洞束 l .,_ 田 1 号窯式）

VII期 15世紀末 -16軋紀末

VIII期 17世紀初頭-17軋紀末 （本業焼第 I段階）

IX期 17世紀末 -18世紀後半 （ 本業焼第II 段階）

X期 18世紀後半-19棋紀中頃 （本業焼第III段階）

第66図は上述 し た時期分類に従い、 各時期の出土遺物の個体数 を グラフ 化 し たものである。 こ れに

よると I期か ら V 期までは 安定 し て遺物が出土 し ているが、 VI期以降減少化傾 向にありIX期以降再び

遺物量が増加 し ている。 換言 すれば、 個体数のピ ークは中世と近世にそれぞれ 1 回 づつI V期と X 期に

存在 し 、 その間にあたるVII期とVIII期は極わずか し か出土 し ていないといえ る。

出士遺物の主なものは灰釉陶器、 山茶碗、 瀬戸美濃陶器な ど である。 灰釉陶器、 山茶碗 は胎士の違

いで大 き く 2 つに分類で き る。 一つは粗雑で径lmm - 2mm程度の砂粒 を 含み、 長石分の吹出 し がみ ら れ

るもの （尾張型） であり、 も う 一つは緻密で砂粒や長石分の吹出 し が顕著にみ ら れないもの （東濃型）

である。 灰釉陶器においては両者の比率は約 2 : 1 であり、 山茶碗は 1 : 1 とはぼ同数であった。

国陶磁の出土数はわずかであるが、 III期- VI期まで 各時期み ら れる。 そのなかで、 III 期における青 白

磁の合子片が出士し たこ とは特記すべ き こ とであろ う 。 また、 本遺跡で出士 し た士師皿は現在まで岐

阜県下では検出されていな い形態のものであり、北陸地方においてコ ー ス ター 型と呼ばれるタイ
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北陸では 13世紀 中 頃 に 位置付け ら れて い る 。 3)13世紀 中 頃 は 本遺跡の 時期区分でIV 期 に あ た り 、 遺物量

が最 も 多 い 時期 であ る 。 ま た 、 古瀬戸 は V 期 - VI期 に か け て 出 土 し 、 天 H 茶碗や平碗、 縁釉小皿、 折

縁中皿、 播鉢、 有耳壺 な どが出土 し て い る 。 VII期以 降 は 主 に 瀬戸美濃産の 陶磁器か主流 と な る か、 IX

期 に 若干数の み伊万里焼の碗、 湯呑類がみ ら れ る 。

次 に 時期別 の 食器組成 を 考 え る と 、 I 期- v期 ま では 主 に 碗、 皿 を 中 心 と す る を 占 め 、

供膳具以外は わ ず か に 山 茶碗の鉢、 常滑 • 古瀬戸 の壺、 あ る い は 甕が少量 出 t し た 程度で あ る 。 し か

し VI期 に 至 り 、 調理具や貯蔵具、 茶器 な ど供膳具以外の用 途 の器種か幾つ か 出士 し て い る 。 ま た 、 IX

- x期 に か け て は 、 尾 呂茶碗 • 柳茶碗 • 鎧茶碗 • 灰釉丸碗 • 広東茶碗 ・ 腰錆湯呑 • 筒型湯呑 • 菊 花

皿 • 折縁皿 ・ 灯明 皿 . 1雷鉢 • 練鉢 ． 捏鉢 ． 焙烙 ・ 蓋 な ど 多種 多様 な 用 途 に 対応す る 器種かみ ら れ、 中

世か ら 近世に い た る 過程で人々 の 生 活様式が変化 し た こ と か窺 え る 。

1 ) 個体数算出 の手法は 1/12 口 縁部計測法に よ り 残存率 を 小数点以下 第 1 位 ま で求め、 そ れ を 12 で割 り 個体

数 を 導 ぎ 出 し た。 そ の う ち 、 残存率が0 . 3以下の も の は 分類、 口径の判 断が難 し い ため割愛 し た 。 ま た 、 上

錘は 1/2以上残存 し て い る も の を 1 個体 と し た。 な お 、 破片数は計測 に 使用 し た 口 縁部が残存 し て い る 破片

［猿投窯編年の再検討に つ い て 」 『愛知県陶磁資料館研究紀要』 2 1983 

お け る 灰釉 陶器生産最末期の 諸様相一瀬 戸市百代寺窯 出土遺物 を 中心に し て 一」

『瀬戸 市歴史民俗 資料館研究紀要』 III 1984 

ュ 、一 ・ サ イ エ ン ス社 1 983 

『瀬戸市歴 史民俗資料館研究紀要』 I 1982 

「瀬戸 市 史 陶磁史篇j 二 1981

『瀬戸市歴 史民俗資料館研究紀要』 V 1986 

瀬戸市歴 史民俗資料 「瀬戸 市歴 史民俗資料館研究紀要」 VIII 1 989 

横 田 賢次郎 ・ 森 田勉 「太宰府出 士の輸入陶磁器 に つ い て

『九州歴史姿料研究館論集』 4 1978 

田 口 昭二

藤澤良祐

と 編年 を 中心に し て 一」

3 ) 
「 14 - 16世紀の青磁碗の分類に つ い て 」 『貿易陶磁研究J No.2 日 本貿 易陶磁研究会

「越後に お け る 中世上師器の動向」 『 中世前期の 遺跡 と 土器 ・ 陶磁器 ・ 漆器l

北陸中世土器研究会1992

個
8

第66図 時 期 別 個 体 数
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表 3 勝更 白 山神社周辺遺跡 古代以降の遺物観察表 ( ) 

番号 I 遺 産
、’構 地 I 器

法 贔 (cm )
釉 薬 備

[ J 径 I 底 径 I 器 高

*�� 8 . 6  I - I 1 . 4  

18 . 8) I (8 雙 o) I 1 . 0 

土師器 0 . 9  0

0

 

ー

1

k

-

K

 

□ |
 

山茶碗

碗
-
,
1

 
＂  ^

566 I S K IO I 山茶碗

567 I S K lO 

皿

二 1 . 5  尾張

東 濃

(8 . 6) 

(4 . 5) JlIL 

碗 外向に鏑蓮弁文

内面に ベ ン; 568 I S K 23 I 古瀬戸 I 水注 ？
I 

灰釉

569 I s K27 I 山茶碗 7 . 4  碗 東 濃

： 
570 I S X 1 I 瀬戸 鉢 - , < 1 2 .  2J I - I 灰 釉 ＋ 銅緑釉 I 

14 . 1  g 

灰釉
「 '

-

猿投

灰 釉

灰 釉 美濃

575 灰釉陶器 I 碗 I ( 1 4 .  o) 1 
I 

灰 釉

! 576 
I

包 含層 I 灰釉掏器

577 包 含層 I 灰釉陶器
」

578 灰釉陶器
I 

二ニ
□三
ロ583 I 包含層 i i i 茶碗

1 584 

口
山 茶碗 I 壺 ？

白 磁 I 碗

長頸壺

長頸壺

碗 ( 16 . 0) 灰 釉 美濃

碗 ロ 猿投

灰釉 猿投

灰釉

皿 ( 15 .  7)口， 猿投 ? 16C の 皿の類か ？

灰釉 猿投

灰釉
．． 

-

―

 

'

,

 

-

＿

 

ロ碗

碗

尾張

尾張

碗 (8 . 2) 

I -� , 

二l 太宰府分類IV類

東濃

尾張
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番号
I

遺 構
法 量 (cm) 

産 地 器 種 釉 備
ロ 径 底 径 器 高

586 白 磁 碗 内面に花文

587 包含層 青 白 磁 合子

588 古瀬戸 折縁中 皿 (12 . 2) 灰釉

589 包含層 I 菊皿 灰 釉

590 I ， 瀬戸 美濃 天 目 茶碗 ( 1 1 . 0) 鉄釉

: 591 包含層 (7 . 6) 鉄釉

592 柳茶碗 10 . 8 · 4 . 0  ' 5 . 3  灰釉＋ 鉄絵

593 包含層 瀬戸美濃 腰錆茶碗 ， (1 0 . 0)

594 瀬戸美濃 腰錆茶碗 ( 1 1 .  2 )  灰釉 I i 

595 包含層 瀬戸美濃 尾 呂 茶碗 (12 . 6) 飴釉

596 
i 

広東茶碗 ( 1 1 .0 )  透明釉

597 I 包含層 瀬 戸 美濃 灯明皿 8 . 6  3 . 6  1 . 5  

598 瀬 戸 美濃 宰
手

？ ( 1 2 . 0) 錆釉

599 包含層 瀬 戸 美濃 徳利 灰釉

j 
600 

I 
(7 . 1 ) 4 . 0  1 .  7 飴釉

I ＇ 601 包含層 瀬戸美濃 乗燭 I 4 . 6  2 . 3  2 . 2  灰釉

602 包含層 瀬戸 美濃 I 十能 錆釉 I 
603 包含層 伊万里 I 

I 染付碗 ( 1 1 . 0) 透明軸 ＋ 呉須

604 伊万里 I 染付蓋 ( 1 0 . 2) 透 明軸 ＋ 呉須

I 6os 包含層 士師器 焙烙 I 

I 606 土師器 土錘 半分欠損 、 I 
607 包 含層 土師器 土錘 ．．． 1 3 . S g  

I 608 土師器 土錘 一部欠損、 9 . H

\ 609 包 含層 土師器 土錘 I I 1 1 . 2  g 
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第 5 ま と め

第 1 節 縄文時代の様相

(1) 時期別 • 石器別 の分布状況

本遺跡から出土した士器片は16 ,000 点余にお よぶか、 その多 く は 時期比定困難な無文七器、 縄文土

お よび土器小片であった。 時期比定可能な土器は 、 縄文中期末～弥生時代までの時間幅を有する

か、 いずれの時期 にもま と まった量か出土してい る。 また、 時期毎の遺物量の増減 は 顕著 では な く 、

欠如もしくは 資料数の少ない 時期もあるが、 ある特定の時期に遺物が偏るよ う な状況は みられない 。

こ うした状況から、 縄文中期末から弥生時代まで断続的に、 少量の土器が残されるよ う な状況に

跡は あったのだ と 考え られる。

以下、 各時期の遺物分布状況につい て概観してい く 。 なお、 ド ッ ト は破片数を示すが、 堆積時以降

に折損した と 考え られる接合資料は 1 点 と し

I期 中期末に属 する と 考え られる土器片 は 150 点はど確認した。 そのは と んどは5 4 G 区VII層を中

心に、 周囲のグリッ ド から出土してい る。 集中部に ト レ ンチを設定したが遺構は 確認できなかった。

32N · 37Q にもま と ま り がみられるが、 こ れらは 各々 一個体の破片の集中である。 他には 調在区南半

に散在する程度である。 こ れら散在する土器片は 、 VI層からも出 土してい る。

II期 後期初頭に属 する と 考え られる土器片は230 点はど確認した。 47H· Iグリッ ド と その周囲、

56 F 付近に集中部かあ り 、 特に47H · I グリ ッ ド は 集中密度か高 く 、 ト レンチを設定して遺構の確認

を行った。 その結果、 焼土塊のみ 検 出 できた。 56 F 付近のま と ま り は 、 一部 I期 の分布 と 重な り なが

ら隣接 する。 第 I期同様調査区南半に出土は偏るが、 33N · 33Q · 26 0 グリ ッ ド 付近にも出土がみら

れるよ う になる。

第III期 後期前葉に属 する と 考え られる土器片は 130 点はど確認した。 31·32 N グリッ ド と 41 P グ

リッ ド にやや集中する箇所がみられるほかは、 調査区の全域に疎密をもち ながら出土してい る。

第IV期 後期中葉に属 する と 考え られる土器片は210 点はど確認した。 16 T グリソ ド 、 31· 32 T グリッ

ド と 44 L を中心 と する グリッ ド等にま と ま っ てみられるが、 もは や集中部 と 呼べるような出上状況は

してい ない 。 こ れらのま と ま り 以外でも、 調査区の全域に散在する状況がみられる。

第V期 後期後葉に属 する と 考え られる土器片 は250 点はど確認した。 こ の時期も、 調介区の全域に

お い てやや密なま と ま り をもって出土してお り 、 集中する箇所が47· 48 S グリッ ド にみ られる。 こ の

中部をのぞけば、 大体の分布は 第I V期 と 類似 する。 調査区の西部に出土がやや偏る傾 向 がみ られる

第 VI期 晩期に属 する と 考え られる土器片は 450 点はどを確認した。 16 X グリ ッ ド を中心に集中する

箇所かあるが、 それ以外は スポ ッ ト をなさない で、 23 グリッ ド 列 以南全体に分布してい る。 当該期の

資料は 量的には 多 く 確認してい るが、 多時期 と 比較して接合率か低い 。 こ のよ う な出上状況 と あわ せ

て考え て、 堆積状況や空間の利用状況等か、 前時期まで と 異なってい た こ と も考え られる白

第Vil期 弥生時代以降に属する と 考え られる土器片は160 点はど確認した。 40H·50 Q グリ ッ ド にみ

られる以外は やや密なま と ま り で出土している" VI期の分布 と 一致しているC
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IQ 15 

10 

第 1 期 （中 期）

第 II 期 （後期初頭）

第III期 （後期前葉）

第IV期 （後期中葉）

第67図 遺物出土分布図
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全体の傾向として、 第II期までは分布が東半、 偏るが、 第III期以降は全体に広がり、 集中も

密ではな くなりまとまり程度でおさえ ら れる。 また、 集中 と 称していても破片数で40 点程度で、 決し

て多い 数字ではない。 また、 こ う し た場所で出土する土器片は同一個 体 と してと ら え ら れる資料か多

く、 土器の個体が複数集中してい るわけではない。 したかっ て、 出土状況か ら も土器のセッ ト 関係 を

き出す こ と はできなかっ

次に石器類について、 「 チ ャ ー ト岩製の剥片• 石核」 「 下呂 石製の剥片• 石核」 「粗質 安 山 岩製の剥片 ・

石核」 「石製土掘具」 の分布状況について土器の分布にあわせてみてみたい 。

第 V 期 （後期後葉）

第VI期 （晩 期）

15 
42 

第VII期 （弥生以降）

第68図 遺物出 土分布図
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チャー ト岩製の剥片• 石核は53 · 54 G 区 と その周辺に集中してみられる が、 調査区全域に疎密をもっ

て分布してい る 。 53G · 54G の集中部は I期の上器片集中 と 重な る こ と からこの期を所産 と 考え てよ

い であろ う。 チャー ト岩製の接合資料（第36図455-466 ) もこの集中部で出土してい る 。 しかし、 I 

期 の資料の出土しない 区域にもチャ ー ト岩製の資料は広がっ ており、 II 期 以降にも ぎ わ めて少量の

チャート岩製の石核・剥 片 類が伴っ ていた と 考え られ る 。

下呂石製の剥片 • 石核は10 -15グ リ ッ ト列、 2 7 - 35のグリット列、 46以南のグ リ ッド列に散漫な状

態で分布してい る 。 その中では49N 付近にま と まりがみられ、 接合資料（第38図471 -474) もこの区

域で得られてい る 。 VI· VII期の土器片 分布 と は重な る が、 時期的な特定はできない 。

また、 礫面の観察から下呂石が露頭から持ち込まれてい る こ と が確認された。 今後は、 これか単 な

る 交易 であ る のか、 それ と も人的、 文化的な交流を伴うのか、 剥 片 作出のあり方等から資料の増加 と

と もに検討を加え ていかなくてはならない 。

粗質 安 山岩製の剥片 • 石核はチャー ト岩製の資料の分布 と 類似し、 53 · 54G 区 と その周辺に集中が

みられ、 それ以外は調在区全域に散漫に分布してい る 。 したが っ て、 チャー ト岩製の資料 と 同様 1 期

にま と まっ た益かと もなうが、 II 期以降には急激に減少 す る と 考え られ る

石製土掘具は、 調査区の全域に若1二の疎密をもちながら散漫に分布する 状況がみられ る 。 ただし分

布か調査区の東に偏 る 傾向 か看取でき、 V 期以降の分布が調査区の西に偏りかち にな る 現象 と は対称

的であ る 。 西側の埋没谷かVII層形成時には湿潤な状態であっ たこ と は第III章で述べたが、 埋没谷の陸

化に と もない 活動域が拡大したこ と か考 え られ る 。 石製土掘具分布をその中で と らえ る ならば、 活動
域の拡大に石製土掘具の分布域拡大は伴わなかっ たこ と にな る 。 石製土掘具は、 主に遺跡の形成 の前

半期の所産である か、 調査区西部は陸化してなお石製土掘具の使用 に適さなか っ たのであろ う と 思わ

れ る 。

I期の土器片集中部にはチャー ト 粗質 安山岩の剥片石核類が伴うのに対し、 II 期 の土器片集中

部には石器の類が伴わない。

(2) 縄文時代におけ る 勝更 白 山神杜周辺遺跡の性格

当調壺区出土遺物の特徴は、 第1 に石製土掘具の出

量であっ たこ と が挙げられ る 。

っ たこ と 。 第 2 に土器の出土 が少

石製土掘具は8 50 点が出土しており、 チャート岩製剥片、 粗製 安 山岩製剥片の作出が 1 期の限られた

空間で行われていたこ と と 考え あわせれば、 当 遺跡の石器は石製土掘具の単一組成 と い っ ても過言で

はない 。 石製七掘具以外の石器はきわめて微量で、 集落等生活空間の中で使用される べき石器は欠如

してい る 。 しかも、 石製土掘具のは と んどに使用痕が観察され る こ と から、 石製土掘具製作址ではな

く、 使用 の場であっ た と 考え られ る 。 その作出、 使用 のあ り 方に関しては 「石製上掘 り 具」 の項で詳

しく述べたか、 素材剥片は横長の剥片で、 その幅、 厚さに規制の働く定型化したものであ る こ と 。 素

材作出の場は別 にあっ たこ と 。 リ ダク シ ョ ン の存在等が明らかになっ た。

土器につ いては、 中期末から弥生時代まで長期間のものが、 い ずれの時期にもま と ま っ た星が出士

してい る c しかし、 その点数は決して多い と はい え ない。

当 調森区は、 中期末から長期間にわたり、 石製土掘具を使用 す る 空間であっ た と と らえ る こ と かで
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きる。 また、 堅果類以外の製粉が用途として考え られる石皿やクズの葉の底部圧痕からは、 石製土掘

り具の使用 目 的としてクズ ・ 根菜類の採集が具体的に考え られる。 長期にわたる遺跡の存続期間に、

集落の機能を持たず、 ただひたすらに根菜類採集の場として存続したことは、 縄文時代における社会

のあり方、 空間のあり方を考え る上で、 重要なポイ ントとなり う ることを記しておきたい。
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第 2 節 古代以降の様相

(1) 勝更白山神社について

遺跡名に表れている通り、 遺跡に隣接 し て勝更白山神杜が祀 ら れている。 今回の発掘調査の成果か

ら 、 勝更白山神社の由来について一考を試みた い。

勝更白山神社の由来には 3 つの考え 方かある。 1 つめは奈良 時代、 泰澄の頃 に開創されたという説。

勝更白山神社について、 神社明細帳に以下の由緒か述べ ら れている。 「当神社ハ元 日 佐良 宮 卜 称ス 元

正天皇御宇養 老 四年七月朔 日 当村二奉勧請 白山大鏡巻伝佐良 ノ 宮 卜 白山四所の末社の内ニ テ ……

（以下略） 」養老四年の く だりは泰澄の伝承と結び付く年代ではある。 泰澄と美濃馬場の結ぴ付きは疑

わ し いものであるか、 1 つの可能性と し て扱いた い。

2 つめは中宮三社の「佐羅宮」と し て平 安末期までに開創された という説。 これは小林一秦氏によっ

て指摘されている。 氏によれば、 長滝白山神社を中心とする本宮四社と石撤白の白山中宮を中心とす

る中宮三社による白山美濃馬場下山七杜が平 安末期には成立 し ており、 鎌倉末か ら 南北朝期にかけて

長良 川 を下り拡張 し たとされる。 氏は、 「越前廟 白山媛太魂神御鎮座日記鏡巻」 か ら 梅原（郡上郡美並

村） と 「金剣」 （郡上郡大和町） の間に元来の 「佐羅」 が求め ら れること。 それに前述の由緒にみえ る

ト佐羅宮 卜 称ス 」 という記述か ら 勝更白山神杜を佐羅宮に比定 し ている。

3 つめは、 開発に伴ない集落が開かれ、 その際、 鎮守と し て祀 ら れた という考え 方。 県 内500 社を超

え る白山神社のはとんどは中世に開創されている。

さて、 今同の調査における成果か ら これ ら 3 つの考え 方についてみてみた い。 勝更白山神社におけ

る古代以降の遺物は灰釉陶器以降が中心で、 それ以前のものは出土 し なかっ た 。 すなわ ち 奈良 時代創

建説を支持する資料は得 ら れなかった ことになる。 遺物は10 世紀初頭か ら 比較的まとま っ た 量がみ ら

れ、 13-14世紀に1 つの ピ ークを迎え る。 し かも器種組成は供膳具が主体となり、 祭祀的な性格が強い

といえ よう。 この年代は、 小林氏のいう平 安末期に最も近く、 勝更白山神社＝ 「佐羅宮」 説を支持す

る結果となる。 また、 この結果は印H美濃馬場における中宮三 社成立時期を推測するのに貰重な資料

を呈示 することとなる。 すなわ ち10 世紀頃まで朔る可能性が指摘できるのである。

勝更白山神社の遺物は、 13冊紀後半以降減少 し は じ め、 16世紀にははとん ど み ら れなくなる。 これ

は小林氏のいう下山七社の拡張期に重なり、 美濃市上河和の白山佐羅 • 早松神杜まで佐羅宮が下る時

期にあた る。 その後、 18世紀以降の遺物が再び増大するが、 これは近世の開発に伴うものであろ うか。

以上のよ う な経緯のもとで中世か ら 近世にいた る空間利用の変化も理解できる。
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第 6 章 自 然 科 学 分 析

第 1 節 勝更 白 山神社周辺遺跡か ら 出 土 し た 土器 に 残存す る 脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源化学科 中 野 益 男

掬ズコ ーシャ総合科学研究所 中野寛子 菅原利佳 長田正宏

動植物を構成してい る主要な生体成分にタンパ ク 質、 核酸、 糖質 （炭水化物）および脂質 （脂肪 •

油脂） がある。 こ れらの生体成分は環境の変化に対して不 安定で、 圧力、 水分などの物理的作用を受

けて崩壊してゆ く だけでな く 、土の中に住ん でい る微生物による生物的作用によっても分解してゆ く 。

こ れまで生体成分を構成してい る有機質が完全な状態で遺存するのは、 地下水位の高い低地遺跡、 泥

炭遺跡、 貝 塚などご く 限られた場所にす ぎない と 考 え られて 苔 た。

最近、 ド イ ツ 新石器時代後期にバター脂肪が存在してい た こ と ！ ）、 古代遺跡から出土した約 2 千年前

のトウ モ ロ コ シ種子2)、 約5 千年前のハー ゼルナ ッツ種子”に残存する脂肪の脂肪酸は 安定した状態 に

保持されてい る こ と がわかった。 こ のように脂肪は微量なから比較的 安定した状態で千年 ・ 万年と い

う長い年月を経過しても変化しない で遺存するこ と か判明した。 4)

脂質は有機溶媒に溶けて、 水に溶けない成分を指している。 脂質はさらに構造的な違 い によって誘

導脂質、 単純脂質および複合脂質 に大別 される。 こ れらの脂質を構成してい る主要な ク ラス（種）か

脂肪酸であり、 その種類、 含量 と もに脂質中では最も多い 。 その脂肪酸には炭素の鎖がまっす ぐ に延

びた飽和 型 と 鎖の途中に二重結合をもつ不飽和 型 かある。 動物は炭素 数の多い飽和型 の脂肪酸、 植物

は不飽和型の脂肪酸を多 く 持つ と い うように、動植物の種ご と に固 有の脂肪酸を持っている。 ステ ロ ー

ルについても、 動物性のものはコ レステ ロ ール、 植物性のものはシトステ ロ ール、 微生物はエルゴス

テ ロ ール と い うように動植物に固 有の特徴がある。 従って、 出土遺物の脂質 の種類およびそれらを構

成してい る脂肪酸組成と 現生動植物のそれ と を比較 するこ と によって、 目 に見 え る形では遺存しない

原始古代の動植物を判定するこ と か可能である。

こ のような出土遺構・遺物に残存 する脂肪を分析する方法を 「残存脂肪分析法」 と い う。 こ の 「 残

存脂肪分析法」 を用いて勝更白山神社周辺遺跡から出土した土器の性格を解明しよう と した。

1. 土器 お よ び土壌試料

岐阜県郡上郡八幡町に所在する勝更白山神社周辺遺跡から出土した縄文時代後期前葉のもの と みら

れてい る土器を分析した。 土器は 口 径約14cm、 高さ約23cmの大 ぎ さであった。 土器および土器内外の

士壌試料採取地点を第70 図 に示 す。 試料No. 1 は土器そのもの、 No. 2 は土器の内側 の壁面に数cm巾で接

触した部分の上層部士壌、 No. 3 はNo. 2 と 同 じ で下層部土壌、 No. 4 は士器内の中央部で上下に円筒状に

採取した土壌、 No.5 は土器の外側の壁面下部 と 底面に接触した部分の土壌である。
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2. 残存脂肪の抽出

土器試料1582 g 、 土壌試料312-10 70 釦こ 3 倍量のクロ ロ ホ ルムー メ タ ノ ール( 2 : 1 )混液を加え 、

超音波浴槽中で30 分間処理し残存脂肪を抽出した。 処理液を濾過後、 残i査に再度ク ロ ロ ホ ルムー メ タ

ノ ール混液を加え 、 再び30 分間超音波処理をする。 こ の操作をさらに 2 回繰り返して残存脂肪を抽出

した。 得られた全抽出溶媒に 1 %塩化バ リ ウムを全抽出溶媒の 4 分の 1 容量加え 、 ク ロ ロ ホ ルム層と

水層に分配し、 下層のク ロ ロ ホ ルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表 4 に示す。 抽出率は土器試料で0 .0052 % 、 土壌試料で0 .00 68-0 .  0 152%、 平

均0 . 00 9 4%であった。 こ の値は全国 各地の遺跡から出土した土壌、 石器、 土器等の試料の平均抽出率

0 .  00 10 -0 . 0 10 0%の範囲内のものであった。 分析試料中で抽出率を比較すると、 土器内壁接触上層土

試料が他の試料に比べて約 2 倍以上高かった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロ マ トグ ラフ ィ ー で分析した結果、 脂肪は単純脂質から構成されていた。

このうち 遊離脂肪酸が最も多く、次いでグ リ セロ ールと脂肪酸の結合したト リ アシルグ リ セロ ール （ ト

リ グ リ セ リ ド） 、 ステ ロ ールエステル、 ステ ロ ールの順に多く、 微量の長鎖炭化水素も存在していた。

3. 残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪に5 % メ タ ノ ール性塩酸を加え 、125 ℃ 封管中で 2 時間分解し、 メ タ ノ ール分解に

よって生成した脂肪 酸 メ チルエステルを含む画分をクロ ロ ホ ルムで分離し、 さらにジア ゾ メ タンで遊

離脂肪酸を完全にメ チル化してから、 ヘ キ サ ンーエチルエ ー テ ルー酢酸(80 : 30 : 1 ) またはヘ キ サ

ン ーエ ー テル(85 : 15) を展開溶媒とするケイ酸薄層クロ マトグ ラフ ィ ー で精製後、 ガスク ロ マ トグ

ラフ ィ ー で分析した。5)

残存脂肪の脂肪酸組成を第7 1図に示す。 残存脂肪から9 種類の脂肪酸を検出した。 こ のうち パルミ

チン酸( C16 : 0 ) 、 ステア リ ン酸( C 18 : 0 )、 オレ イ ン酸( C1 8  : 1 ) リ ノ ール酸( C 18 : 2)、 ア

ラキジン酸( C 20 : 0 ) 、 ベヘン酸( C 22 : O)、 リ グ ノ セ リ ン酸( C 24 : 0 ) の7 種類の脂肪酸をガ

スクロ マトグラフ ィ ー 一質量分析により同定した。

試料中での脂肪酸組成パター ンを見てみると、 土器試料No. l が他の土壌試料とは若干異なるパター

ンを示し、 土壌試料は殆ど同一のパター ンを示した。 こ のうち 炭素数18までの中級脂肪酸の分布割合

について見てみると、 すべての試料中で主要な脂肪酸はパルミチ ン 酸で約28-50 % 分布していた。 次

いでステア リ ン 酸、 オレイン酸の順に多く分布していた。 一般に考古遺物にはパルミチン酸が多く含

まれている。 これは長い年月の間にオレイン酸、 リ ノ ール酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解し、

パル ミ チン酸か生成するためで、主として植物遺体の土壌化に伴う腐植物からきていると推定される。

またステア リ ン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分布している。 オレイ ン酸の分布割合の高い

もの と し て は、 動物性脂肪 と 植物性脂肪の両方が考え られ、 植物性脂肪では特に根、 茎 、 種子に多 く

分布するが、 動物性脂肪の方が分布割合は高い。 リ ノ ール酸は主として植物種子・葉に多く分布する。
一方、 高等動物、 特に高等動物の臓器、 脳 、 神 経組織、 血液、 胎盤に特徴的にみられる炭素数20 以

上のア ラキ ジン酸、ベヘン酸、 リ グ ノ セ リ ン酸などの高級脂肪酸はそれら 3 つの合計が、土器試料No. 1 

で約17 % 、 他の土壌 4 試料で約35 -40 %であった。 通常の遺跡出士土壌中の高級脂肪酸含有率は約 4

-10 %であるから、 すべての試料中での高級脂肪酸含有量は多いといえ る。 しかし、 それらの中では
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土器試料No. l の高級脂肪酸含有量は少ないものであった3 高級脂肪酸含有量が 多い場合としては、 試

料中に高等動物の血液、 脳、 神 経組織、 臓器等の特殊な部分が含まれている場合と、 植物の種子・葉

などの植物体の表面を覆 う ワ ックスの構成分とし まれている場合とがあるe

以上、 すべての試料中で主要な脂肪酸はパル ミ チン 酸であったが、 脂肪酸組成パター ンや高級脂肪

酸含有量は土器試料No. 1 のみが他の土壌試料とは若干異なる傾向を示しているこ とがわかった。また、

高級脂肪酸はすべての試料中に多 く含まれているこ ともわかった。

4. 残存脂肪の ス テ ロ ール組成

残存脂肪のステ ロ ールをヘ キ サ ン ーエチルエー テルー 酢酸 (80 : 30 : I ) を展開溶媒とするケイ酸

ク ロ マ ト グラフ ィ ー で分離 ・ 精製後、 ピ リジ ン 一無水酢酸 ( 1 : 1 ) を窒素気流下で反応 さ せて

アセテー ト 誘導体にしてからガスク ロ マ ト グラフ ィ ーにより分析した。 残存脂肪の主なステロール組

成を第72 図に示す。 残存脂肪から20 種類前後のステ ロ ールを検出した。 こ のうち コ プ ロ スタ ノ ー ル、
コ レ ステ ロ ール、 エルゴステ ロ ー ル、 カ ンペステ ロ ール、 スチグマステ ロ ー ル、 シ ト ステ ロ ールな ど

8 種類のステ ロ ールをガスク ロ マ ト グラフ ィ ー 一質量分析により同 定し

各試料中のステ ロ ール組成をみると、 動物由来の コ レ ステ ロ ールは土器試料No. I に約 4 %、 他の土

壌試料に約 5 - 6 % 分布しており、 士器試料中での含有羅が最も少なかった。 通常一般的な植物腐植

土中にはコ レステ ロ ールは 4 - 8 % 分布している。 従って、 すべての試料中での コ レステ ロ ー ル含有

量は通常の植物腐植士並みであった。

植物由来のシ ト ステ ロ ールは土器試料No. 1 に約45%、 他の土壌試料に約19 -2 5% 分布しており、 土

器試料中での含有械が最も多かった。 通常の遺跡出上土壌中にはシ ト ステ ロ ールは30 -40 %もし くは

そ れ以上に分布している。 従って、 すべての試料中でのシ ト ステ ロ ール含有量は通常の植物腐植土並

みか、 少なめであっ

クリ、 クル ミ 等の座果植物由来のカ ン ペステ ロ ール、 スチグマステ ロ ー ルは、 カ ン ベステ ロ ールか

土器試料No. l に約 6 %、 他の上壌試料に約 1 -2 %、 スチグマステ ロ ールが土器試料No」 に約 3 %、

他の土壌試料に約 6 - 7 %分布していた。 こ れはカ ンペステ ロ ールは土器試 料中に最も 多 く、 スチグ

マ ス テ ロ ールは土器試料中に最も少な く分布していることになる。 通常の遺跡出士土壌中にはカ ン ペ

ステ ロ ール、 スチグマステ ロ ー ルは 1 - 10 %分布している。 従って、

ステ ロ ールは一般的な植物腐植土並みであった。

に含まれているこれらの

微生物由来のエルゴステ ロ ー ルは、

布していた。 これは土壌微生物の存在による

1 では検出 さ れず 、 他の土壌試料中に約 1 - 3 %分

と思われる。

哺乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコ プ ロ スタ ノ ールは、 l に約0 .4%、 他の

土壌試料に約0 . 7 - 1 % 分布しており、 t器試料中での含有菌が最も少なかった。 コ プ ロ スタ ノ ールは
一般的な遺跡試料中では分布していても約 1 % くらいで、 通常は殆ど検出 さ れない。 またコ プ ロ スタ

ノ ールの分布により試料中での哺乳動物の存在を確認するこ とかで ぎ る他に、 通常 コ プ ロ ス タ ノ ー ル
か10 % 以上含まれていると、 コ プ ロ スタ ノ ールとコ レステ ロ ー ルの分布比から試料中に残存している

脂肪の動物種や性別 、 士堀墓である場合には遺体の配置状況な どが特定できる場合がある。 6)今 回 の コ

プ ロ スタ ノ ール含有贔は通常の植物腐植土並みであった。
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一般に動物遺体の存在を示唆する コ レ ス テ ロ ールとシトス テ ロ ールの分布比の指標値は土堀で0 .6

以上、”土器•石器・石製品で0 .8 -23.5 をとる。 8,
9

)試料中の コ レス テ ロ ールとシトス テ ロ ールの分布比

を表5 に示す。 ら わ かるよ う に、士器試料No. l の分布比は約0 .1、他の士壌試料のそれは約0 . 2-0 . 3

で、 土器試料の分布比が最も低 く 、 またすべての分布比が指標値の0 .6以下であった。 従って、 試料中

には動物遺体もし く は動物由来の脂肪が残存してい ない ことを示唆していた。

以上、 すべての試料中に含まれている各種 ス テ ロ ールは通常の遺跡出土士壌 中の植物腐植土並みか

少なめで、 コ レス テ ロ ール と シトス テ ロ ールの分布比も試料中に動物遺体もしくは動物由来の脂肪 が

残存してい ないことを示唆していることかわかった。 また、 全般的に少ない 分布割合の中でも、 土器

試料No. 1 のみが他のt壌試料とは若干異なる傾向を示していた。 動物性コ レ ス テ ロ ール量が少ない こ

とか ら 、 試料中に含まれてい る高級脂肪酸は植物の種子・葉などの植物体の表面を覆 う ワ ック ス に由

来しているとも考 え ら れる。

5 .  脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパター ン化し、 重 皿帰分析により 各試料間の相関係数を求め、 この相関係

数を基礎にしてクラス ター 分析を行って 各試料間の類似度を調べた。 同時に出土上器に残存している

脂肪が、 これまでに分析した試料中に残存していたどの種のものと類似してい るか を 調べるために、

予めデー タベー ス の脂肪酸組成と試料中のそれとでクラス ター 分析を行い 、 その中か ら 類似 度の高い

試料を選び出し、 再びクラス ター 分析を行った。 類似度の高い試料として挙げたのは、 出土土器を幼

児埋葬用 甕棺と判定した原川 遺跡、10)出土上堀を土横墓と判定した兵庫県寺田遺跡、 1 1 )出上土塙を再葬

と判定した宮城県摺萩遺跡、12)出土土器を胎盤埋納用 胞衣壺と判定した奈良県平城京右京三条二坊

十五坪13)の試料、 ヒ トの体脂肪、 ヒ トの骨油 、 ヒ トの胎盤、 イ ノ シシ、 ニ ホ ンジ カ のよ う な動物、 ツ グ

ミ のよ う な野鳥、 野生クリ、 野生クルミ 、 ギンナ ンのよ う な堅果植物試料である。

図か ら わかるよ う に、 勝更白山神社周辺遺跡の土器試料No. 1 は ヒ ト遺体を直接埋葬したことに関わ

る遺跡の試料やニ ホ ンジ カ 、 イ ノ シシなどの動物試料と共に相関行列 距離0 . 1 以内でA群を形成し、 よ

＜ 類似してい た。 土壌試料No、 2 -No. 4 はそれ ら のみで相関行列距離0 .05 以内で B群を形成し、

よ く 類似していた。 また、 これ ら A 、 B 群は相関行列距離0 .15 以内の所にありかなり類似していた。

他の対照試料はC - G群を形成した。 出土土器の大きさから ヒ トの骨のみを埋葬した場合や ヒ トの胎

盤を埋納した場合も想定してみたが、 それ ら に関するE 、 F群はA 、 B群とは相関行列 距離的に離れ

ており、 同 じ 系統樹には属してい ない ことがわかった。

以上、 勝更白山神杜周辺遺跡の試料の う ち上器試料に残存する脂肪は ヒ ト遺体を直接埋葬したこと

に関わる遺跡の試料やニ ホ ンジ カ 、 イ ノ シシなどの動物試料に残存してい る脂肪 と 類似してい ること

がわかった。 また、 他の士壌試料に残存する脂肪はすべてよ く 類似しており、 土器試料に残存する脂

肪ともかなり類似してい ることがわかっ た。

6 .  脂肪酸組成 に よ る 種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成か ら 種を特定するために、 中級脂肪酸 （炭素数16のパルミチン酸か ら

18の ス テア リ ン酸、 オ レ イン酸、 リ ノ ール酸まで） と 高級脂肪酸 （ 炭素 数20 のア ラキ ジ ン酸以上）と
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の比をX 軸 に、 飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にと り 種特異性相関を求めた。 この比例配分

によ り 第1 象限の原点から離れた位消 に高等動物の血液、 脳 、 神経組織、 臓器等に由来 す る 脂肪、 第

1 象限から第2 象限の原点から離れた位置 に ヒ ト 胎盤、 第2 象限の原点から離れた位磁に高等動物の

体脂肪、 骨油に由来する 脂肪がそれぞれ分布す る 。 第2 象限から第 3 象限にかけての原点付近に植物

と微生物、 原点から離れた位置 に植物腐植、 第 3 象限から第 4 象限に移 る 原点から離れた位置に海産

動物が分布す る 。

試料中の残存脂肪から求めた相関図を第74図に示す。 図からわ かる よ う に、 t器試料No. 1 は単独で

第2 象限内の原点から離れた位置 に分布し、 A 群を形成した。 土壌試料はすべて第1 象限内に分布し、

B群を形成した。 七 器試料No. 1 の分布位置は試料 中 に残存する 脂肪が高等動物の体脂肪や骨油 に由来

す る ことを示唆し、 他の土壌試料の分布位協は試料 中 に残存す る 脂肪が高等動物の血液、 脳 、 神 経組

織、 臓器等の特殊な部分に由来 す る ことを示唆している 。 この成績は動物遺体が存在しないとい う ス

テ ロール分析の結果とは一致しなかっ

7. 総 括

勝更白山神社周辺遺跡から出土した土器の性格を判定する ために、 土器および土器内外の土壌試料

の残存脂肪分析を行っ た。 残存す る 脂肪酸分析の結果、 すべての試料中で主要な脂肪酸はパル ミ チン

酸で、 高級脂肋酸もすべての試料 中 に多いことがわかっ た。 しかし、 土器試料と土壌試料とでは脂肪

酸組成パタ ー ン に若干違いがあっ た。

脂肪酸組成の分布に基づ く数理解析の結果 ク ラスター 分析からは、 土器試料中 に残存している 脂肪

は ヒ ト 遺体を直接埋葬したことに関わ る 遺跡の試料やニ ホ ンジ カ 、 イ ノ シ シ な どの動物試料に残存し

てい る 脂肪と類似してお り 、 土壌試料もそれらのい士器試料等とかな り 類似している ことがわ か っ た。

種特異性相関からは土器試料に残存す る 脂肪は高等動物の体脂肪や骨油 に、 土壌試料に残存す る 脂肪

は高等動物の血液、 脳 、 神経組織、 臓器等の特殊な部分に、 それぞれ由来 す る ことがわか っ た。

残存す る ステ ロール分析の結果、 すべての試料中 に含まれている テ ロールは通常の遺跡出土
叶.l の植物腐植上並みか少なめで、 コ レステ ロールとシ ト ステ ロー ルの分布比も試料中 に動物遺体

もしくは動物由来の脂肪が残存していないことをホ唆してい る ことがわ かっ た。 また、 土器試料は

とは若干異なる 組成であっ た。 この結果は先の脂肪酸分析の成績で、 高級脂肪酸か多く含まれ

てい る ことや、 ク ラスタ ー 分析の結果で試料中 に残存す る 脂肪 かヒ ト 遺体を直接埋葬した

シ カ 、 イ ノ シ シ のよ う な動物試料に残存す る 脂肪と類似している ことと一致しない。 試料中 に分布す

る 高級脂肪酸は植物の種子 ・

以上の成績から、 出

ど の植物体の表面を覆 う ワ ッ ク スに由来す る 可能性か裔い。

残存す る 脂肪は残存する 脂肪酸分析からは、 ヒ ト 遺体を した

場合や シ カ 、 イノ シ シ のよ う な動物を処理 し た場合に残存する 脂肪と類似している ことがわ か り 、 ス

テロール分析の結果からは動物遺体もし くは動物脂肪か存在しないことがわか っ た。 これらの結果は
一致せず、 残存脂肪分析からはこれ以上の土器の性格の推定は困難であっ た。 そのため土器の出上状

況等を考慮して判定す る 必要があ る 。
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表 4 土器 お よ び土壌試料の残存脂肪抽出量

試料No. 試 料 名 湿重量(g) 全脂質(mg) 抽出率（％）

1 土 器 本 体 1581. 6 82. 1 0. 0052 

2 土器内壁接触上層土 1028. 8 156. 3 0. 0152 

3 II 895. 6 72. 7 0. 0081 

4 土 器 内 中 心 土 1070. 0 77. 7 0. 0073 

5 土 器 外 接 触 土 31 1. 8 21. 2 0. 0068 

表 5 試料中 に分布す る コ レ ス テ ロ ル と シ ト ス テ ロ ー ル の割合

試料No. コ レステ ロ ール（％） シ ト ス ロ ール （％）
レス

りテ ロ
ナ ロ ー ）

ー
ト

ル
ス

1 3. 95 44. 62 0. 09 

2 5. 88 23. 34 0. 25 

3 5. 03 24. 75 0. 20 

4 5. 35 18. 60 0. 29 

5 6. 13 24. 67 0. 25 
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栂 2 No. 2 

第70図 土器内外の試料採取地点

- 134 



No. 1 

（％） 
5 0  

4 0  

3 0  

2 0  

I 0 ゜
5 0  

4 0  

3 0  

2 0  

I 0 ゜

ー． 
No. 3 

．

 

．

 

ー＇

 

0
 0
 0
 0
 0
 0
 

5
4
3
2
1

 

ー

一

．

 

No. 4 

ーー＇

 

0
0

 0
 0
 0
0

 

5
4
3
2
1

 

1。
f'
Z
J

リ
グ
ノ
セ
リ
ン
酸

一

ン
酸

一
8

ふ
g
ド
コ
サ
ジ
ェ

●
0

ふ
Z
:>

ベ

ヘ

ン

8ょ
〇
8
3

エ
イ
コ
サ
ジ
ェ
ン
酸

No. 5 

■
o
翁
3
ア
ラ

キ
ジ

ン

酸

8"
 8
1:
)

リ

ノ

ル

酸

• 

•
F
00I
3
オ

レ

イ

ン

酸

1。
合
3
ス

テ

ア

リ
ン

酸

＇
塁1
:)

50
40
30
20
1
o

示
性
式

チ
ン

酸

°
、9’

 

ル脂
肪
酸
の
名
称

酸
試料中 に残存 す る 脂肪の脂肪酸組成第71図

- 135 -



（％） 
6 0  

No. I 

4 0  

2 0  

0

0

 

6
 

4 0  

2 0  

No. 3 

0

0

 

6
 

4 0  

2 0  

そ
の
他
の
ス
テ
ロ
ー

ル

シ
ト
ス
テ
ロ
ー

ル

ス
チ
グ
マ
ス
テ
ロ
ー

ル

カ
ン
ペ
ス
テ
ロ
ー

ル

エ
ル
ゴ
ス
テ
ロ
ー

ル

コ
レ
ス

ロ

コ
プ
ロ
ス
タ
ノ
ー

ル

そ
の
他
の
ス
テ
ロ
ー

ル

シ
ト
ス
テ
ロ

ス
チ
グ
マ
ス

ロ
ー

ル

カ
ン
ペ
ス

ロ
ー

ル

エ
ル
ゴ
ス
テ
ロ
ー

ル

コ
レ
ス
テ
ロ

コ
プ
ロ
ス
タ
ノ
ー

ル

°

ス
テ
ロ
ー

ル
の
名
称

試料中 に残存 す る 脂肪の ス テ ロ ー ル組成

1 36 

ル
第72図

ル



群名 試料名
／苔 更 白 山神社周辺遺跡 Nu 1 土 呂 片

原）i i 遺 跡 B 2 中心 七 頃

A
 

寺 田 遺 跡 埋 上 下 Tis !l側

ニ ホ ン ジ カ

,u シ シ

B

 

Nu 2 土 翌 内 接 触 上 上

更 白 山 神社周辺遺跡 �n 3 土 呂 内 接 触 土 下

更 白 山 神社周辺遺跡 ふ 5 土 菩 外 翌 接 触 土
1
3
7
 更 白 山 神 社 周 辺 遺 跡 泊 4 土 苫 内 中 心 土

ヒ ト の 体脂肪

D ッ グ ミ

U
J
 

ー
り
J

r→'
 

苫

京

胎

右

の

京

ト

城c
 

No l 胞 衣 壺

ウコ土号4

油

跡

骨

遺

の

萩

卜

摺

ヒc

 

F
 

‘‘、

リ

ル

ン

ク

グ

ナ

生

生

ン

野

野

ギ

／

＼

 

G
 

木目 l如 戸 ダTJ 足巨 呻

o . o  0 . 1  0 . 2  0 . 3  0 . 4  0 . 5  0 . 6  0 . 7  0 . 8  

口

0 . 9  
●'""'P""'● """"' 

1 . 0  

第73図 試料中 に 残存 す る 脂肪の脂肪酸組成樹状構造図



飽 Ju Qli 肋 骰
不 飽 和 脂 肪 骰

0.0 

9.0 

- 8.0 

6.0 

- 7.0 

- 5.0 

4.0 

3.0 

2.0 

1 .0 
o.o 0.2 0.4 0.6 0.8 1 .0  

t o.o 

炭 素 数 2 0 以 上
炭 素 数 1 8 以 下

第74図 試料中 に残存 す る 脂肪の脂肪酸組成 に よ る種特異性相関

- 138 



勝更白 山神社周辺遺跡出t灰釉陶器内面付着赤色物質の蛍光 X 線分析第 2 節

（ パ レ オ ・ ラボ）田

1. 方法 お よ び結果

試料は、 灰釉陶器 (12世紀後半-1 4 世紀前半）内側に付着した赤色物質である。

菱

この赤色物質 か如

るかを検討するために、 蛍 光X 線分析を行っ た。何なる元素組成
Be薄型 X 線管

で測定した。
: 50KV、 測 定雰囲気 ：

測定は、 エ ネ ルギー分散型 蛍 光X 線分析計 (SEA-2001 L : セイ コ

なお、 測 定は、 付布し

試料の測定条件は、 測定時間 ： 500sec、 照射径 ： 10mm、 電流 ： 20µA、

る

その結果、 鉄の ピ ーク (FeKa線お よびFeK(J線）か明瞭に認め ら れ、

（ 第7 5図）。で特性X 線を計測した球 (Rh))

ア ル ミ ニ ウム (Al) や ケ イ

(SiKa線）あるい は カ ルシ ウ ム ( CaKa線）やチタン (TiKa線） か検出 さ れて い る （ 第7 5図）。

ア ル ミ ニ ウ ムや ケ イまれ、には、 定量分析を行って い ない ため明確ではないか、 鉄は非常に多 く

タンは少ない と 思わ れる。

（赤鉄鉱、

カ ルシ ウ

は、 鉄の酸化物 と 考 え ら れ、 赤色顔料 と して のベンガラ

さ れる。

ただ し 、え る。な ど もある程度多 く 含まれて い る と

こ以上の こ と か ら 、
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第 7 章 西 乙原遺跡周辺の環境

長良 川 は八幡町市街地付近で吉田川と合流し、 山 に挟まれた狭長な段丘を左右に従え て南流する。

市街地から5 千m程下ると、 右岸に半月形をした平坦地が山 に抱かれるようにして広がっている。 平

坦地の束部は三枚の河岸段丘面が長良 川 によって形成されており、 水田が多 く営まれている。 下位の

段丘面は現河床面との比高差6 .5m。 最も上位に位置 する段丘面の現河床面との比高差は20m余ある。

平坦地西部は崖錐堆積物によって扇状地状の斜面が形成されている。

こ の地域は地質的には古生層の砂岩 ・ チャー ト岩が複雑に摺 曲しており、 崖面等でそれか確認でき

る。 段丘上、 残丘的に残された小山部や、 西乙原北側の丘陵部ではチャー ト岩脈がみられる。 調査区
を覆う崖錐堆積物も砂岩とチャー ト岩で 占 められている。 調査区南部は砂岩の比率が高 くなる傾向 も

感 じ られたが、 混在の枠を超え るものではない。

扇状地状の斜面は 多 く畑地として利用 されているか、西乙原の集落は主にこ の斜面に営まれている。

山からの湧 水は崖錐深 く伏流するため地下水を得るこ とができず 、 山までパイプをひいて水を得てい

る家もある。 こ のこ とから崖錐の厚さを推し量るこ とができる。

調査区は崖錐の西端、 急峻な山 塊との境に位置 する。 調査前には山林 ・ 茶畑として利用されていた。

西乙原は縄文時代の遺物が散布する地として、 古 くから遺跡の存在が知られていた地域である。 し

かし、 遺物の散布は斜面上にもわ ず かにみられるものの主体は段丘面上であり、 特に下位の段丘面に

ある貝妻遺跡 ( G 21H0 10 27) を中心に、 多量の遺物が出土する。 貝 妻遺跡は 「西乙原遺跡」 の名で小

川栄ー氏によっても紹介されている。 それによると、 オトメ 石と呼ばれる立石の周囲から 「石鏃 ・ 打

石斧 ． 磨石斧•石錘•石屑•土器出る。 土器は撚糸 文・爪形文 ・ 条線文・隆起線文ある。 」 とされてい

る（小川 1952)。 調査中、 雨天時や昼の休憩時間などを利用して行った踏脊によっても縄文式土器片

や、 チャー ト・下呂石製の石鏃 ． 剥片類が採集されている。 土器片は小片で年代のわかるものは少な

いか、 年代のわかるものは中期のものが多 くそれ以前のものは確認されなかった。 貝 妻遺跡と長良 川

を挟んでおよそ対岸の段丘には東乙原遺跡 ( G 21H0 10 28 ) があり、 縄文時代中期の土器片、 石匙、 石

製土掘り具や、 土錘、 石笛等が出土 し ている。 圃 場整備により滅失している。

西乙原を囲む北側の斜面には西乙原古墳群 ( G 21H0 102 4-26 ) かあった。 計17基の古墳群であった

か減失している。

中世には、 村内に浄土真宗大谷派末寺蓮心寺が開かれた。 中西村（現白鳥町） 円徳寺門徒である井

上浄念が文明12年(1480 ) 、 西乙原村に堂宇を建てたとされる。 当時から集落が営まれていた こ とが推

測される。

江戸時代に入ると、 陣屋が西乙原に置かれるよ う になる。 江戸時代、 八幡町 ・ 和良 村・金山町の一

部は旗本遠藤氏が知行した。 正保 3年(1646) 遠藤常友は弟の常 昭に 2 千石、 常紀に1 千石を分知し、

西乙原は常昭の知行となった。 遠藤宗家が転封し井上正任が郡上に入ると、 2 代常就は陣屋を西乙原

に移した。 7 代鐘次郎、 8 代新六郎の間に知行区域の新田開発が進み、 元禄年間には20 9 7石余、 幕末

には270 2石余と増加し、 大政奉還を迎え た。 陣屋跡の付近には屋敷の周囲をめ ぐ る塀の跡、 馬場の跡

も残っていたか、 耕地整理後の現在、 見るべきものは残されていない 。
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第 8 章 調杏方法 と 基本層 序

西乙原遺跡は山塊に近い 朋錐性扇 状地の斜面に立地しており、 最上位の段丘 面との比高差は20 m 余

ある。 基盤は段丘面か[IJ 塊であろ う かその上を崖錐堆積物が厚 く覆っ ており明 ら かではない 。

227 . 000 

226 . 000 

225 . 000 

• Q;) 
鑓 ぷ“ぶ姿ぅ．

.19 VI 翁

O lm 

基本層序は以 下の通りである。 主に土層形成の要因 か ら 1 か ら VI

層に大別した。

I 層 耕作上 重機により除去した。

II 層 暗褐色砂質土 谷部を挟ん で調査区の南北に見 ら れるが、

と北では礫の種類などに 若干の相違がある。

砂岩 ・ チ ャ ー ト の小礫か人るが、 砂岩は ロ ー

リ ングを受けた亜角 礫である。 遺物はこの層

より出上した。 下のIII層が客土の可能性かあ

ることか ら 、 一次的な堆積ではないと考 え ら

れる。

第77図 l8 D 北壁土層断面図

III層 暗褐色砂質土 谷状微凹 地を中心にグ リ ッ ド I -10 辺りの範

囲 にみ ら れる。 指頭大の小礫が密にみ ら れるC

旧茶畑の範囲と分布が重なること、 礫の大 ぎ

さがほぱ揃 う こと、 崖錐堆積物中に混入しな

い 円 礫も少贔み ら れることか ら 、 客上の可能

性もある。

IV層 明褐色砂質 礫混層 拳大以上の、 サ イ ズの不統ーな角 礫 • 亜角 礫が多 く 含まれる。 礫の疎密等

により細分も可能であるが、 いずれも崖錐性の堆積物であると考え ら れる。 遺構

はこの上面にある。 グ リ ッ ドD · E 9 - 18 にお い て、 遺構面検出後V 層掘削のた

め璽機で除去した。 礫の多少、 マ ト リ ッ クスの違 い でIV a - IV e 層に細分した。

IV a 層は拳大以上の角 礫が多 く、 IV b 層は少ない 。 IV C 層では更に減少し、 礫は

はとん どみ ら れない。 IV d 層は砂粒が細か くなるが小礫を多 く含み、 IV e 層では

小礫もみ ら れな くなる。

V 層 黒褐色粘質土 粘性かなり強 く、 礫も少ない。 植物遺体を含み分解が進ん でい ることか ら 、 か

つ ての地表面であっ たと思われる。 グリッ ド10 -18 の範囲 に広がるが、 谷 地に厚

く、 当層掘削後のVI層上面は傾斜が現地形 よ り急であっ た0 手掘りで掘り下げた

が遺物は全 く出上しなかっ た。 V a · V b 層に細分したo V a 層は粘性強 く、 礫

さない 。 V b 層は粘性やや弱 く小礫を有する。

VI層 赤褐色砂質礫混層 指頭大程度の角 ・ 亜角 礫、 拳大以上の角 礫を含む。 朋錐堆積物。 重機によっ

て 2mはど深掘りしたが、 以下同様の状況が続 く。
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第 9 章 遺 構 と 遺 物

第 1 節 遺 構

潰構は調査区北部に おいてのみ確認さ れた。 こ の地区は等高線が南西か ら 北東方向に 走る緩やかな

南東斜面で、 谷部に み ら れたIII層がな く 、 I I 層を除去すると直接I V層の崖錐堆積層があら われる己

構はいずれ も I V層上面か ら 掘り込まれている。 遺構は集石を伴 う 土坑が7 基 ( S K l - 7 ) と

が 1 基( S K 8 ) の計 8 基である。 土坑埋土は、 注記のある も の以外は II層に 相当する黒褐色砂質土

である。

S K  1 

士坑群の南西端に位置 する。 径90 cm、 深さ70 cm程の大きさ ではぼ垂直に掘り込まれている。 下部に

は暗褐色士の埋土がみ ら れるが、 その上 に は礫が詰まっている。 礫は全てが角 礫である3 礫のサ イ ズ

は鶏卵大か ら 人頭大までバ ラエ テイに 富 むが、 鶏卵大か ら 拳大の も のが中心である。 礫と礫の間には

土砂の堆積が希薄で、 礫のみが璽なり合っている状況であるc 集石のF面 は底 面 に 対 し て水平である

が、 上面は谷側が高 く 山側は低 く 落ち 込んでいるe 上坑内より遺物の出上は確認さ れなかったc

S K 2  

S K I の北東に隣接する3 口 径部の径か100 cm、 底部の径か70 cm、 深さ 65cm程の大きさ で、 底狭にな

りなが ら も 壁はまっす ぐ 掘り込まれている。 t坑内の埋 土、 礫の様相は S K I と同 様であり、

上面の山側が落ち 込んでい る。 土坑内埋上下部より山茶碗の碗の口 縁部破片 か l 点(31) 出上 し た。

15世紀中頃 に 比定さ れる。

S K  3 

S K 2 の北東に 隣接 する。 径105cm、 深 さ 45cm程の大きさ で、 S K l · S K 2 と比較 するとやや広く

浅い。 壁ははぱ垂匝に 掘り込まれているが、 底面 に は若干の凹 凸がみ ら れる。 土坑内の埋土、 礫の様

相はS K I とはば同様であるか、 集石の下面 に 人頭大の礫が多 く、 上の方には鶏卵大の礫が多い。

面はやはり山側が落ち 込 む。 こ の土坑の近辺で寛永通宝が出土 し ているか、 土坑内より遺物の出土は

確認さ れなかった。

S K 4  

S K 3 の北東に 隣接 し ており、 S K 1 - S K 4 の 4 基か平面 分布上一 つのまとまりを る。 径 100

cm、 床 さ50 -60 cm程の大きさ で、 はは垂直に 掘り込まれている。 土坑内の埋土は S K l と同様である

が、 礫の密度は薄 く 散漫である。 し か し 集石上面の山側が落ち 込んでいる様子は同様である。 土坑内

より15 世紀 中頃に比定さ れる山茶碗皿の 口 縁部破片が (32) 出土 し ている。

S K 5  

S K 1 - S K 4 の一群の北束5 m 程の距離をおいて、 S K 5 · S K 6 が隣接 し て検出さ れた。 S K

5 は径100 cm、 深 さ 40 cm程の大きさ である。 壁は垂直に掘り込まれているが、 底部か ら 壁面への立ち上

がりは明瞭ではない。 埋土は茶褐色 砂質土で、 視覚的な分層は不可能であった。 ただ し 上半部に 比べ

て下半部は し まりあり、 下半部の上部に は炭化物 も 点在 する。 上半部は士の し まりなく、 礫が多く人
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(33) 出土 し て い る 。

山 側 が落 ち 込ん でい る 。

の 口 縁部破片が 1

る 。



S K  6 

S K 5 の北東に隣接する。 口 径部の径100 cm、 底部の径75cm、 深さ40 cm程であるか、 口 径部が広いの

は崩 落した た めであろ う かc 底部に崩 落土らしき堆積がみられる。 この土坑も元来は垂疸に掘り込ま

れていた ものと考え られる。 礫は土坑の周 囲に散乱している。 土坑内の礫 は上半に少数みられるが、

拳大から人頭大のものが多く、 総 じ て大きい。 礫 の直下あた りに炭化物か点在している。 上坑内 よ り

山茶碗の碗の破片が 2 点 (34) 出七している。 15世紀中頃に比定される。

S K  7 

S K 5 · 6 の1 群 よ り 2m 程北東で検出した。 調査区の東端にあた り、 これ以東の遺構の広がりに

ついては明らかにできない。 S K l - 6 とは土坑の形態、 サ イ ズ、 礫を伴う等共通する点もあるか、

礫のあり方とい う 点で様相を異 にする。 斜面山側を削平して平坦な面を作り、 その面に径115cm、 深さ

70 cmはど土坑を掘り込む。 土坑中ではなく、 埋土の上に鶏卵大から人頭大まで様々なサ イ ズの角 礫を

積み あげる。 礫は削平面一 面に広がり、 原いところ では60 cmを越え る。 土坑上に積んだ礫か崩 落して

散らばった とも考え られるが、 礫の広がりにま と まりがあり、 広がりの末端にもある程度の原さが見

られること。 断面から崩落の様子は読みとれず、 境 目 なくラン ダムに積み重なっているこ と から、 若

干の崩 落はあっても、 当初からこの範囲 に礫がまとめられていた と考 え られる。 礫の間には土砂の堆

積が希薄である。 集積された 礫の上、 間から陶器片が数点出土している。 集礫上部からは天 目 茶碗 1

点、 腰錆茶碗 1 点 (35) が出土している。 天 H 茶碗は16世紀後半、 腰錆茶碗は18世紀に比定される。

また 、 礫 の集積中よ り鉄釉 が施された 碗 l 点、 広東茶碗 1 点 (36) 、 近現代陶器1 点が出土してい る。

広東茶碗は19世紀後半に比定される。

S K 8  

S K l - 4 の一群の北に位置しているか、 様相は大きく異なる。 150 X 90 cm程の長方形のプ ラ ンで、

30 cm程の深さに掘り込まれている。 鶏卵大から人頭大の礫が埋上の中位に、 平面的には人頭大の礫が

上堀の南部を囲む よ うな形で散在し た 。 これらの礫 よ り下位で人骨か出上した 。 骨の遺存状態 は悪い

か、 脳頭蓋等いくらかはその部位か認定できる。 韻面骨はすでに細かな骨片 と なっており観察はでき

なか っ た か、 頭部のやや南で下顎骨• 歯のエ ナ メ ル質 か出土している。 下顎は東を向きエ ナ メ ル質も

東に偏る。 頭部よ り80 cmはど南で大腿骨の球関節か、 頭部の20 cm南で大腿骨と胚骨がそれぞれ関節状

態 で出土した。 出土状況から、 頭を北に向けて足をた た んで埋葬されていた と思わ れる。 た だし下顎

の向きと膝か正 反対であり、 横臥の想定はできない。 伏臥か仰臥で埋葬された のであろ う c 腰部にあ

た る位置に木質の付着した 鉄釘が 2 本出土しており(66 ) 、 木棺を用いた と思わ れる。 炭化物片も出上

している。 しかし、 年代を示す遺物は出土していない。

以上、 検出した 遺構についてそれぞれ見てきた が、 最後に簡単にま と めておきた い。
.,. れらの遺構は 2 つのグルー プに大別 できる。 すなわ ち S K l - 7 と S K 8 である。 平面分布を

ても、 S K l - 7 かはぽー列 に並ぷのに対 し て S K 8 のみ その列から外れている。 また 、 集石を伴 う

か否か、 土坑の形態、 人骨の有無など相違点が際だっている。 遺構の用途 と しては、 S K 8 が土堀墓

であることは間違いないが、 S K l - 7 については用 途を推測しうる資料か欠如している。 S K 3 付

近で出土した 寛永通宝も遺構に伴 う ものかど う か は確認できなかった 。 平面分布から S K l - 4 と S

K 8 がセ ッ ト 関係にある よ う にも見え るか、 S K 5 · 6 に対 する S K 8 的な遺構の存在が認められな
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い こ と から、 こ のセッ ト 関係について は支持で き ない。 したがっ て S K l - 7 について はその用途 ・

機能を言及しないで、 そのあり方について のみ検討を加え たい。

S K l - 7 は、 集石が上坑内にある か埋土の上にあ る か によ っ て S K I - 6 と S K 7 に分けられる 。

S K l - 6 と S K 7 は、 伴う遺物から時期差が認められそうであ る 。

S K l - 6 は、 更に平面分布から S K l - 4 と S K 5 · 6 に分かれ る 。 しかしこ れらの遺構群の間

に際だっ た差異は認められない。 礫の多少な

類のものであ る と して と らえ られ る 。

こ のグルー プの全て の遺構において 、 集石上面の山側が斜めに落ち込ん でいる 様子は、 集石下面、

もしくは集石中に備 え られた物が、 腐敗か何らかの作用のために空洞化し、 そ こ へ礫が崩 落したよう

く同質 と はいえ ないまでも、 こ れらの遺構は同 じ 種

にみ え る 。 備 え られた物は、 崩 落の規模から0 .18面は ど の大 ぎ さで、 崩 落の場所から土坑中央部では

なく山側にあっ た こ と がわ か る 。 こ のこ と から、 埋納物ではなく、 やや大 き めではある か墓碑的な物

であった と 考え られ る 。

八幡町内の至 る 所にさま ざまな伝承をもつ 「塚」 がみられる 。 しかし、 西乙原の集石土坑だけをみ

て も、 その形態や年代に差異があり、 同質のもの と は と らえ られない。 今回の調査では S K S 以外の

用 途は明らかにで き なかったか、 こ こ で示した類型か八幡町内の 「 塚」 の研究に何らかの指針を与 え

る こ と がでぎ れば幸い と 芯 つ 。
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第 2 節 遺 物

(1) 石器類

は とん どの石器は I I 層中より出土している。 石製士掘り具な ど軟質の資料は二次的な移動による
滅 （ロー リ ン グ） を受けており、 中近世の遺構面がI I 層下面であるこ とか ら 、 二次堆積であると判 断

される。 出土した 石器類の内訳は石鏃 6 点、 石銚未成品 1 点、 くさび形石器 1 点、 スクレイパー 類 3

点、 微細な剥離痕を有する剃片19 点、 石核 2 点、 剥片・ 砕片類47 点、 石製土掘り具7 7 点となっ ており、

石製士掘り具が組成の中心となっ てい る。 こ れ ら の石器に伴 う 土器は出土していない た め、 年代につ

いては明 ら かでない e なお、 遺物の石材については、 石製土掘り具が砂岩と流紋岩、 石鏃中 2 点が下

呂石である以外は全てチャー トを用いている。 周辺の崖面や崖錐堆積物中か ら も良 質のチャー トを得

ることかで き 、 原石の採集は容易であっ た と思われる。

石鏃 • 石鏃未製品

1 は下呂石製の凹 甚鏃。 調整は薄く深く全面を覆 う C 頭部折損 するか、 折れ面も風化してい る。

面にロー リ ングか及ぶ。 薄 身 に仕上げ ら れており、 質最は1 .0 g と軽量である。 2 はチャー ト製の凹

鏃。 表面頭部と裏面基部付近に素材の剥離面がみ ら れる。 右脚部折損している。 やや厚手で、 1 .4 g の
る。 3 もチャー ト製の凹 基鏃。 最も小さな製品で、 質 量0 . 3 g である。 表裏面に素材の剥離面

を残し、 周囲に細かな調整を加え て仕上げてい る。 そ の中にあ っ て、 素材剥片の打点の位罹 する右脚

部だけ は念入りに調整を施している。 素材剥片そ のものが小さなものであり、 調整による減量を最小

限に留めるために調整を微細化した のであろ う か。 4 もチャー ト製の凹 基鏃であるか、 甚部の挟りは

浅 い 。 薄く深い調整が全面を覆 う 。 頭部は折損している。 質量1 . 7 g 。 5 はチャー ト製の有茎鏃。 表面

中央部に素材の面を残すか、 調整剥離によっ てほぼ全面か覆われる。 . o g 。 6 は下呂石製の有茎

鏃。 茎部は折損し、 折れ面も風化してい る。 頭部は打撃による欠損か見 ら れるが、 そ れでも質量は2 .

s g と大形である。 調整は粗い 。 ロー リン グを受けて暦滅し、 剥離方向 かは っ き り読みとれない面もあ

る。 7 は厚さ5 . 5mmと原く、 調 整粗く、 尖頭部もみ ら れないことか ら 未製品と思わ れる。 チャー ト製で

1 .8 g である。基部は節理面にて折損 する。側縁か ら の調整剥離面がこの折れ面に切 ら れており、

調整中に折れた ことかわかる。 折れ面か ら 一枚 の深い 剥離が施されるが製品には至 ら ない 。

く さ び形石器

8 は上下両端の表裏に潰れがみ ら れることか ら くさび形石器とし た。 表面にもポジテ ィ ブ面がみ ら

れるチャー ト岩の剥片を用いている。 裏面に敲打痕か数 ヶ 所み ら れる。

ス ク レ イ パー類

剥片の一辺かそ れ以上に剥離を施して刃 部を作り出しているものを、 スクレイパー 類として一括し

10 は剥片の端部と左側縁に急角 度の刃 部を作出してい る。 端部は裏面か ら 、 左側縁は表面か ら 剥離
か施されている。 上部は折断されているが、 折断面は 2 枚でそ れぞれが表と裏か ら 加圧されている。

9 は糸lj片の両側縁に、 両 面か ら 剥離を施してい る。 下部は折れるか意図的なものか ど う かは判断でき

ない。 1 1は剥片の両側縁に、 表面か ら の剥離によっ て急角 度の刃 部を作り出している。 下部は折れる

が、 そ の折れ面にも剥離が及ぶ。
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微細 な剣離痕 を有す る 剥片

こ の類にみられる剥離痕は、 ス ク レ イ パー類の調 整剥離 と 比較してサイ ズが不揃いで連続しないも

の と 、 総 じ て小さく連続するものがある。 後者は使用痕 と して と らえ られるだ ろ う が、 ロー リングに

よる欠け と の区別 は困難である こ と からこ のよ う にま と めた。

12は、 表面もポジテ ィ ブな面である剥片の上下を節理面に沿って折り取ったものを用いている。 側

縁に微細な剥離がみられる。 1 3も、 上 下が折り取られている剥片の両側縁に、 図示できない微細な剥

離が連続する。 14は剥片の左部 と 下部を折り取り、 残る右側縁に潰れ状の微細な剥離がみられる。

部 と 下部は若干疎らになるものの、 総 じて密に連続する。 15 は打面を大きく残す原手の剥片を用い、

その寸詰まりの端部に、 中央右部は裏面から、 左部は表面から、 深さ 3 mmはどの浅い剥離が入ってい

る。 16は、 下部を折り、 頭部を裏からの打撃によって除去した縦長剥片を用いている。 左側縁に大小

不整ーな剥離が疎らにはいる。 17は、 砕片 と 呼ぶのがふさわしい小さなものであるが、 こ の右側縁に、

裏面から使用痕 と しては と らえ がたい急角 度の微細な剥離が入っている。 「微細な剥離痕を有する剥

片」 と して と らえ られるものは、 サ イ ズにばらつきがある。

石 核

18の上面は、 節理で剥離された平坦な面である。 こ の面に 2 枚 の小剥離を施して稜を作り、 稜上を

加撃して 2 枚の剥片をそれぞれ左右の作業面に剥離している。 剥片はそれぞれ 2 X 4 cm ほどの不定形

なものが得られている。 原石は亜角 礫ないしは亜円 礫を用いている。 19 は打面転移を行う 石核である。

主に上面を打面 と するが、 中図では下面を、 右図では中図作業面を打面 と した剥離も行われている。

こ れらの剥離面は上からの剥離面を切っており、 上面打面の剥離かー通り行われた後打面を転移して

いるこ と かわ かる。 階段状の剥離痕が多い。

石製土掘 り 具

77点中10 点について図示した。 表裏関係なく調整の密な面を図示したが、 結果的には裏面を図示す

るこ と が多くなった。 打面部やバルプを除去するための剥離が裏面に施された結果であろ う 。

石製土掘り具のは と ん どは、 砂岩を粗割りした剥片を横位に用い、 周辺に簡単な調整を加え て製品

と している。 したがって、 素材の形によって製品の形態 も強く規制される。 撥形 と いわ れる範疇に人

れても良 さ そ う な29 の資料なども、 意図的にこ のよ う な形態に仕上げたものかどう かは定かではない。

実際に撥形 と も短冊形 と も と れる製品も少なくなく、 こ の遺跡の石製上掘り具をその平面形態から分

類するこ と は難しく、 従米の分類項 目 による限り意義 も少ない と 思わ れるC

20 · 21 · 23-29 は、 素材の剥片を横に用いた当遺跡の一般的な打製土掘り具である。 表面は24が調

整剥離に覆われ、 28が裏 面 と は逆からの剥離面である以外は 自然面に覆われる。 23は流紋岩を用い、

裏面は調整剥離のため素材の面が残らない。 22は崖錐堆積物にみられる手頃な大きさの亜角 礫砂岩を

そのまま用いており、 両 面が自然面に覆われる。 25 ·26 の側縁には折断や敲打による整形もみられる。

こ れら石製土掘り具の刃 部には、 磨耗 と い う より潰れに近い使用の痕跡がみられる。 勝更白山神社周

辺遺跡出土資料の使用痕跡 と は明らかに異なるか、 こ れには使用 目 的の違い、 使用方法の違い、 使用
場所の性格の違いなど様々な要因が考え られる。 その う ち使用場所の性格の違いは明らかに存在する。

すなわ ち 、 こ れらの遺物が含まれる崖錐の供給源は、 礫の多い場所に相違なく、 刃 部の潰れからは礫

の多い場所における使用が想定されるのである。
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(2) 古代以降の遺物

灰釉陶器
皿 (37)

高 台 は丁寧に貼 り 付けられてお り 、 底部外面に回転糸切り痕が残る。 また、 体部外面には一部、 灰

釉が垂下している。

山茶碗

皿(38 -41)

38 は高台 を有し、 接地面に籾殻痕が付着している。 また、 底部外面の糸切 り痕 はナ デ消されている。

体部は直線的で中程に稜を も ち 、 口 縁部は丸く仕上げられている。 39 -41は底部外面に回転糸切り痕、

板 目 、 底部内面に静止指ナ デ調整が認められる。 39 は底部が円盤状に突出しており、 やや古い形態 で

あるが、 40 、 41は底部内面周縁がやや凹み、 新しい 様相を示 す。

碗(42 -45)

いずれ も を有し、 接地面に籾殻痕が付着している。 また、 底部外面に回転糸切り痕、 底部内面

に静止指ナ デ調 整が認められる。 45は断面逆 三 角 形の高台を有し、 底部外面に回転糸切 り 痕か残る。

また、 内面は非常に摩滅している。

瀬戸美濃陶器

染付丸碗(46-48)

いずれ も 体部下方か丸みを も ち 、 口 縁部は丸 く 仕上げられている。 47 は中型であ り 、 底部内面に5

つのトチンの跡が残る。 また呉須による文様は、 底部内面に五 弁花、 体部外面に丸 文 と 武田菱が交圧

に描かれていか 48はやや大き く 、 腰部が深い。 底部内面に花文、 体部外面に花文と菊文が描かれて

いる。 46の底部内面には文字か描かれていると推定される。 また、 いずれ も 体部外面、 体部と高台 の

接合部外面、 口 縁部内面、 体部内面に横線が施されている。 釉はいずれ も 透明釉か全面に施されてお

り 、 高台 接地面は拭い取られている。

広東茶碗(49 -5 1)

いずれ も 高 台 は外側が高く、 体部は内傾気味に立ち上かる。 呉須による文様は、 49 は底部内面に五

弁花、 体部外面に渦巻と弦状文の繰り返し、 50 は底部内面に五 弁花、 体部外面に海浜風景、 51は体部

外面に海浜風景が描かれている。 また、 いずれ も 高台 外面、 口 縁部内面、 および体部内 面に横線が施

される。 また、 釉 は全面に透明釉が施され、 高 台 接地面は拭い取られている。

箱型湯呑(52 -57)

いずれ も 体部下方が屈折し、 上 方が直立する形態である。 呉須による文様は底部内面にはいずれ も

花文が施され、 体部外面は菊花つなぎ、 割菊花つな ぎと武田菱、 格子 目 の交点に丸文を施 す も のの 3
形態がみられる。 また、 いずれも体部と高台 の接合部外面、 口 縁部内面、 体部屈折部に横線が施され

る。 釉は透明釉が全面に施され、 高台接地面は拭い取られている。

灰釉丸碗 (58)

やや厚手であり、 体部は開き気味に立ち 上がる。 体部内外面に灰釉 が施される。
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乗燭(59)

杯部は全体に丸みを帯びており、 口 縁部は内傾している。 底 部は回転糸切り痕が残り、 底 部中央か

らややずれた箇所に深 さ 1 .8cmの未貫通の穿孔がみられる。 穿孔により生 じ た粘土塊はヘ ラ状工具によ

り削り取られている。 杯部内外面に飴釉 が施 さ れてい る。 なお、 芯部は欠損している。

加工円盤(60 -63)

60 、 61は腰錆茶碗、 62は鉄釉丸碗、 63は天 目 茶碗 の底部を加工して作られたものである。

土錘(64)

体部中は どに最大径をもち 、 体部外面には縦位のヘ ラ削り調 整が施 さ れる。 また、 端部は垂直に面

取りさ れている。

伊万里

紅皿 (65)

型 押し成形で、 口 縁部は内傾して面取りしてあるC 体部外面には底部より放射状に沈線か施 さ れる。

体部内面およぴ外面上半に白色の釉が施 さ れる。
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西乙原遺跡 小結

本遺跡から古代以降の遺物は19 .08個体、 計測可能な破片数は187点が出土した。 第86図は勝更白山

神社周辺遺跡と同様な時間区分・手法 を 用いて 各時期の遺物量 を 算出したグ ラフである。 !)これによる

とIII期以降遺物量が増加し、 V 期において ピ ー ク を むかえ ている。 そして、 VI期以降減少し、 再びIX

期に増加し、 X 期に ピ ー ク を むかえ る。 このように中世と近世にそれぞれ ピ ー ク がみられることは勝

更白山神社周辺遺跡と同様な出土状況とい え る。

1 ) グラ フ では I 期 と II期の遺物が全 く 出上 し て い な い こ と に な る が、 そ れは 口 縁部資料が なか っ た た め であ

り 、 実際は灰釉陶器の底部破片が出土 し て い る 。 し か し、 最的に は極わず か であ る 。

個
10

第86図 時 期 別 個 体 数
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表 6 西 乙原遺跡 古代以降の遺物観察表 （ ） は復元値を 示す

法 量 (cm) 
番号 遺 構 産 地 器 種 釉 薬 備

ロ 径 底 径 器 高

31 S K 2  山茶碗 碗

32 S K 4  山茶碗 皿

33 S K 5  山茶碗 碗

34 S K 6  山茶碗 碗

35 S K 7  瀬戸美濃 腰錆茶碗 灰釉 十 鉄釉

36 S K 7  瀬戸美濃 広東茶碗 5 . 6  透 明釉 ＋ 呉須

37 包含層 灰釉陶器 皿 7 . 0  灰 釉 猿投

38 包含層 山茶碗 皿 8 . 4  4 . 6  2 . 8  尾張

39 包含層 山茶碗 皿 7 . 7  4 . 2  1 .  5 東 濃

4 0  包含層 山茶碗 皿 8 . 1  4 . 5  1 . 6  東 濃

4 1  包含層 山茶碗 皿 7 . 9  4 . 6  1 .  7 東 濃

42 包含層 山茶碗 碗 4 . 6  東 濃

43 包含層 山茶碗 碗 4 . 2  東 濃

44 包含層 山茶碗 碗 4 . 6  東 濃

45 包含層 山茶碗 碗 7 . 6  尾張

46 包含層 瀬 戸 美濃 染付丸碗 4 . 0  透 明釉 ＋ 呉須

47 包含層 瀬戸美濃 染付丸碗 10 . 6  3 . 8  4 . 9  透 明釉 ＋ 呉須

48 包含層 瀬戸美濃 染付丸碗 (11 . 6) 3 . 7  5 . 5  透明釉 ＋ 呉頃

49 包含層 瀬 戸 美濃 広 東茶碗 ( 1 1 . 0) 6 . 0  5 . 9  透明 釉 ＋ 呉須

50 包含層 瀬戸美濃 広東茶碗 ( 1 1 . 6) 6 . 4  6 . 5  透 明 釉 ＋ 呉須

I 
i 5 1  包含層 瀬戸美濃 広 東茶碗 (12  , 0) 透 明釉 ＋ 呉須

I s2 包含層 瀬戸美濃 筒型湯呑 (7 . 2) 透 明釉 ＋ 呉須

53 包含層 瀬戸美濃 筒型湯呑 3 . 8  透 明 釉 ＋ 呉須

54 包含層 瀬戸美濃 筒型湯呑 3 . 3  透 明 釉 十 呉須

55 包含層 瀬戸美濃 筒型湯呑 (3. 4)  透 明釉 ＋ 呉須

56 包含層 瀬戸美濃 筒型湯呑 3 . 4  透 明釉 ＋ 呉須

57 包含層 瀬戸美濃 筒型湯呑 (8 . 0) 透 明釉 ＋ 呉須

58 包含層 瀬戸美濃 灰釉丸碗 ( 10 . 0) 灰釉

59 包含層 瀬戸美濃 乗燭 4 . 9  3 . 4  4 . 6  飴釉 底部外面に 未貰通の穿孔

60 包含層 瀬 戸 美濃 加工円盤 鉄釉 ＋ 灰釉 腰錆茶碗の転用 、 2s g

61 包含層 瀬戸美濃 加工円盤 鉄釉 ＋ 灰釉 腰錆茶碗の転用、 zs g

62 包含層 瀬 戸 美濃 加工円盤 鉄釉 丸碗の転用 、 60 g

63 包含層 瀬戸 美濃 加工円盤 鉄釉 天 目 茶碗の転用、 1 1 g

64 上師器 土錘 一部欠損

65 包含層 伊万里 紅皿 4 . 8  1 . 0 1 . 6 透 明釉 ＋ 呉須
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饒更白山神社周辺遺鯰 五● （東から）

饒更白山神社贋辺遭饒 鱈査開始凰量 （北から）

縛更白山神社周辺遺跡 ·鰭嶋檎状況
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勝更白山神社J11辺遺跡 堪積状況

勝更白山神社罵辺遺鑢 S K  10 

勝更白山神社周辺遺跡 S D  1 

謄更白山神社J11辺遺跡 S K  13 

勝更白山神社周辺遺尊 $ K3l 

饒更白山神社厨辺遺跡 煉土填分布状況

勝更白山神社鳳辺遺跡 燒土填断園



＂更白山神社員辺遺紛 S K23 

勝JI!白山神社員辺遺跡 S K23 

勝更白山神社扇辺遺鯰 S K26 

勝更白山神社周辺遭鑓 S K26 

図 版 3
 

勝更白山神社·辺遺闊 S K32 

鰭更白山神社員辺遺跡 S K32 

勝更 白山神社層辺遺跡 S K37 

騎更白山神社員辺遺跡 S K37 人骨
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勝更白山神社属辺遺鵞 井戸 I

勝更白山神社周辺遺鶴 井戸2

幽←

勝更白山神社員辺遺跡 井戸3

勝更白山神社·辺遺躊 鯛査風·

勝更白山神社肩辺遺躊 土鱈片出土状況

鶴更白山神社員辺遺跡 石J!ll出土状況

勝更白山神社員辺遺跡 石製土星具出土状況

饒更白山神社贋i2l遺跡 綱葦風景



島更白山神社員辺遺躊 冑から

“更白山神社周辺遺跡 北鵬完崖• 中部遺構濁
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II更白山神社屑辺最鯰 北郎遺構面

勝更白山神社周辺遺跡 中央鵬遺構面
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西乙原遺鑢 土坑II土半減状況

＂乙原遺跡 土坑覆土館去の状況

西乙lllil跡 土坑半裁状況

忍 ク J

匹乙隈遺鑓 土lた＊繕状況

図 版 7

 

西乙原遺跡 土坑半絨状況

西乙原遺鰭 S K 7 検出状況

西乙麟遺跡 S K 7 半鎌状況

匹乙原遺躊 S K 7 完鐵状況
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西乙●遺鯰 S K 8.!l! 繊状況

i!!i乙原遺疏 冑から
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西乙際磯鑢 遺慣分布

匹乙麟贔跡 S K 8 人骨出土状況

西乙麟遺跡 S K  8出土人骨閲戴状況

四乙麟遺綸 完鑑状況
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図 版 10 

鰭更白山神社周辺遺鵡 粗安山岩石IA ・ 分割鐙1/2
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島更白山神社員辺週鵡 霰安山培鯖片と石製土虞具 リ ダ ク シ ● ン制片（喪 • 裏）1/3 

勝更白山神社肩辺遺跡
石製土重具 リ ダ ク シ ョ ン剥片頭鄭拡大2/1

随更白山神社員辺遺跡 粗鯖片石醤1/4

勝更白山神U扇辺遺緯 石Jllll/6.7 勝更白山神社員辺遺論 庫 石 ・ 叩石蹟1/5
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勝更白山袴社凰辺遺躊 石製土臓具集積賣� 1/5 
鰻更白山神社閾辺遺躊 石製土戴員憫面 1/3 

勝更白山神社属辺遺跡 石製土揖具刃鑢 l/1 ＂更白山神社周辺遺蒻 石製土攘具刃部 1/2 

勝更白山神社層辺遺跡 石製土攘貝刃躙 4/5 鵬更白山神社鯛辺遺跡 石製土戴員刃部 4/�

西乙原遺騎 石製土II員刃部 2/5 西乙llll遭鰭 石製土攘具刃鴫 3/5
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勝更白山神社扇辺遺跡 第 9 期の土器 3/10 

勝更白山神社周辺遺跡 第 1 期の土粒 3/10 勝更白山神社周辺遺跡 第II期の土器 3/10 
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閥更白山神社属辺遺躊 集Ill期の土彗 3/10 

騎更白山神社周辺遭跡 集II'期の土翡 3/10 

勝更白山神社周辺遺縞 埋設土＂（鋼111"11) 3/10 

暢更白山神社月辺遺跡 讐II期の土彗 3/10 
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勝更白山神社綱辺遺跡 鯖＼’聞の土諄 1/4 

勝更白山神社周辺遺跡 聾I\期の土ft 3/10 
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饒更白山神社閾辺遭鶴 第I\期の土It 3/10 



勝更白山神社周辺遺鑢 鯖11期の土ti 1/4 

ll!lll! 白山神社周辺遺跡 景II期の土醤 3/10 

勝更白山神社員辺遺瓢 第VI期の土H 1/3 

鱚更白山神社綱辺遺跡 鋼Ill期の土彗 3/10 

図 版 15 

饒更白山神社員辺遺跡 鋼\I期の土務 3/10

勝更白山神社周辺遺論 第VIIIりの土ft 3/10 

IJI更白山神社層辺遺跡 聾Ill期の土鱈 2/S

勝更白山神社員辺遺鵡 第Ill問の土鯰 3/10



図 版 16 

に
饒更白山神社周辺遺緯 鯖Ill期の土鱈 2/5 

饒更白山神社員辺遺跡 不明原体 l/1 

勝更白山神社員！ 辺遺菖
鋼JI間の土荘オオバコ厩体 4/5 

騎更白山神社周辺遺饒 土彗底fllllll代圧濱 l/3 

�� ぶ. 、 、�．'I 

｀ 
勝更白山神社周辺遺篇 第111期の土鱈 1/5 

饒更白山神社周辺遺鵡 オオパコ原体 3/4

オオパコ原体

勝更白山神社屑辺遭縞 土彗患郎素瓢圧攘 2/5
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